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序文







　心的外傷トラウマを持つ者は、その認にん知ちに『歪ゆがみ』を持つ症しよう例れいが多数報告されている。

　もちろん、人の価値観というものは千せん差さ万ばん別べつであり、同じ物を見ていても一人ひとり感じ取るものは違ちがう。そういう意味では全すべての人間の認知は例外なく歪んでいるわけであるが、この場合の認知の歪みとは、社会での集団生活において、著いちじるしく問題を発生させ得るレベルにまで根本的に感性がズレていることを言う。

　世に科学の理論・法則はそれこそ数多あまたあるが、そのほとんどは『いかなる事象も時間的に過去に起こった事を原因として起こる』という因果律が絶対に正しいことを大前提にしている。

　そもそも、この因果律の正しさを、人類の長い歴史の中で誰だれ一人ひとりとして科学的に証明できた人間はいないというのに、だ。

　人の価値観というものも実に多様に枝分かれしているが、それでも人が人として生きる以上、そして、社会を形成し集団生活を営む以上、暗あん黙もくの了りよう解かいとして共有されている大前提となる価値観は、やはり存在している。

　例えば、世の多くの人間は幸せになりたいと願っている。幸せになるために努力するだろうし、今が幸せなら守ろうともするだろう。健常な精神の人間であれば、これは正しさを疑うことすら馬ば鹿か馬ば鹿かしい価値観だ。

　だが、量子力学という因果律という科学の大前提を覆くつがえす学問があるように、世の中には、自分は幸せになってはいけない、という強きよう迫はく観念に支配されている人間がいたりする。

　そもそもの大前提が多くの人間が共有しているものとズレているのだから、ゆえにこのような人間は、同じモノを見ていても普ふ通つうの人とは違うモノを視みるようになる。得てしてクリエイターと呼ばれる人種にこのようなタイプが多いのは決して偶ぐう然ぜんではない。

　そう、彼かれらの独創性は、まさにその認知の歪みから生まれているケースもあるのだ。








――小鳥遊たかなし京きよう水すい著『才能の源泉』より抜ばつ粋すい









Prologue　観田家長男のある夏の一幕







　俺の家には幽霊がひとりいる。

　父さんと母さんも、そいつに気がついているはずなのに、あえて無視している。静かに、ひっそりと、そいつは我が家で暮らしている。いつの間にか家にいると思えば、いつの間にか消えている。

　ふと視線を感じて振り向けば、大抵そいつがじいっと俺らを見つめていたりする。それでいて、俺らには近づいて来ず、一定の距離を保っている。

　そんな薄気味悪いヤツだ。

　まあ、ぶっちゃけ、俺の姉貴の事なんだが。

　その姉貴が、最近おかしい。いや、元々おかしいヤツだったのだけど、さらにおかしくなったのだ。だいたい四月ぐらいからだろうか。少しずつ、少しずつ、姉貴は変わっていった。

　顔に生気が宿るようになった。

　クスクスと笑みを零すようになった。

　夜、壁越しに、誰かと電話で話す声が聞こえてくるようになった。

　キャーキャーはしゃいだ声が、響いてくるようになった。

　そして、なにより――

　俺や両親に、声をかけてくるようになった。

　不気味である。ひたすら不気味である！

　まるで幽霊が実体を得たかのような、そんな錯覚さえ覚える。

　娘の突然の変化に、両親は戦せん々せん恐きよう々きようとしている。無視を貫いている。

　それでも姉貴はこりもせず、声をかけることをやめない。ここまでくると、いったい何が姉貴を変えたのかと、俺の中にむくむくと好奇心が芽生えてきた。

「おい、何かあったのか？」

　夏休みに入ったばかりのある晩、俺がそう問いかけると、姉貴は驚いたように目をパチクリさせた。

　姉貴は俺の顔をまじまじと見つめて、

「ふふ、あなたのほうから声かけてきてくれるなんて、ね」

　とても嬉しそうに、花が咲くような笑みを浮かべた。

　ドキンッ！　左胸の奥が高鳴る。

　姉貴って……こんなに綺き麗れいだったっけ？

　うそだろ！　俺の姉貴がこんなに綺麗なわけがない。氷のように冷たい顔をした、陰気な根暗女だったはずだ。こんな暖かくて柔らかい、蕩とろけるような微笑みを浮かべるようなヤツじゃあ絶対なかった。

「……あんた、本当に俺の姉貴だよな？」

「え？　当たり前じゃない」

　小首を傾げるその仕草が妙に可愛かわいかったりして、ますます俺の鼓動が早まる。

「ここ最近、妙に明るいし、よく笑うじゃねえか。まるで別人だぜ」

「そう？　それはやっぱり……『彼』のおかげかな」

　遠くを見つめ、その『彼』とやらを思い出して、ぽぉっと頬を染める姉貴。

　ズキンッ！　今度はとつぜん胸が痛くなった。

　いったいどうなっちまったんだ、俺の心臓は!?　この若さで、何か重大な疾患でも抱えちまったのか？

「へ、へえ？　か、彼氏、できたんだ」

　何故か上手く舌が回らない。

　やはり俺はどこかおかしいらしい。

「ん～、まだ彼氏じゃあないかな」

「そっか、彼氏じゃないんだ」

　俺はほっと安あん堵どの息を吐つく。

　……何を安心してるんだ、俺は？　胸の痛みも、さっきまでのが嘘みたいに治まってるし。おいおい、これじゃあまるで、俺が姉貴に恋しちまったみたいじゃねえか!?

　ま、まさかそんなはずは……。

　でも、姉貴は今までとはまるで別人で、すっげえ綺麗で……。

　だから、この思考がやばいんだって！

「うん、ライバルがいっぱいなの！」

　言葉とは裏腹に、姉貴は楽しそうに言う。

「そいつ、モテるんだ？」

　まあ、さもありなん、だよなぁ。恋は女を綺麗にする、とは聞くが、それでもあの姉貴を、ここまで変えちまうぐらいだ。

　よっぽど魅力的な男に違いない。きっと背が高くて、頭も良くて、スポーツ万能で、イケメンの、非の打ちどころがない男なのだろう。

　くそ、今度はムカムカしてきやがった。やっぱり俺は姉貴に……

「モッテモテよ～！　頭がめちゃくちゃ良くて、運動神経も抜群で、人望もあって、その上、妖精みたいに綺麗で、ファンクラブまであるような女の子と、女のわたしでも思わず抱きしめちゃいたくなるぐらい可愛い猫みたいな女の子までもうその子にゾッコンなの！」

「けっ、ただの女タラシだろ、そいつ」

　つい憎まれ口を叩く。

　姉貴は明らかに、良い方向に変わっている。それだけで、そいつが俺なんか足下にも及ばない凄いヤツだって、頭ではわかるのに。感情が認めたがらない。

　そんな俺の葛藤をよそに、姉貴がクスクスと笑う。

「女たらしかぁ。そうね、あれは天性ね。ヒーロー、白馬の騎士ナイト様だもの。中学時代、サヤさんが独占欲丸出しで他の女の子をシャットアウトしてたはずだわ。放っておいたらいつの間にかハーレムが出来上がってそう」

　白馬の騎士ナイト様？　なんか少女漫画か何かに出てきそうな、お耽たん美びで妙な色気のある美少年なのだろうか。

　それにハーレムって……そんなに女を食い物にしてるのか？　それがわかっててなお、その二人の美少女とやらは、離れないってのか!?　そいつの魔性の魅力に骨抜きにされてるってのか!?　姉貴は、そんな女の敵みたいなヤツに、イレこんでんのか!?

「……本当は、サヤさんのほうが『彼』にふさわしいんだろうけれど、ね。いつも守られてばっかりのわたしなんかより、よっぽど」

　遠くを見つめて少しだけ寂しそうに笑う姉貴は、びっくりするぐらい「女の子」で。

　めちゃくちゃ綺麗で。

「やめとけよ、そんなヤツ」

　気がつくと、俺はそんな言葉を口走っていた。

　姉貴はちょっと目を丸くした後、

「い・や。もうわたし、そのひとの恋の奴隷なんだもの。約束でもあるし、ね」

　きっぱりと言って、姉貴はまたクスクスと笑う。

　そんな、ま、まさか、姉貴はもうそのイケすかないヤローに、その純潔を捧げちまったってのか!?　奴隷って、なんか調教とか、俺なんかには想像もつかないイヤらしい事をすでにされちまったってのか!?

　ゆ、許せねえ！　俺の、俺の姉貴になんて事をしやがるんだ、そいつは!!

「あれ？　どこいくの？」

　立ち上がり、部屋を出て行こうとする俺に、姉貴が尋ねてくる。

「寝る。おやすみ」

　背中を向けて、ぶっきらぼうに言い捨てる。

　もう聞いてられっか、こんな話。このままじゃ怒りで卒倒しそうだ。

「そうなの？　まだもっと『彼』のこと聞いて欲しかったのに。あっ、でも他人の惚のろ気けほどつまらないものはないよね、ごめんごめん。おやすみ～」

「……おやすみ」

　楽しそうに微笑む姉貴に、舌打ちするのを何とかこらえぶっきらぼうに挨拶し、俺はさっさと自分の部屋へと向かう。

　けっ、後で泣いたって俺は知らねえからな。

　そんな色ボケ野郎、どうせ次から次へと別の女を引っ掛けてくるに決まってるんだ！







ACT1







　モニターの表示されたテキストエディターを親の敵のごとく睨にらみつけ、わたくしは唸り続けていました。

　キーボードの上に置かれた両の手は、もうかれこれ一時間以上、文字を打ち込まぬまま固まっております。

　この作品で表現したかったものは、全て書き切っていました。そういう意味では足すべきものは何一つありません。

　我ながらこれ以上ないほど完全に出だし切ったと胸を張れます。

　一方でエンターテイメントとしては『足りない』ような気もします。

　自分の描えがきたかったテーマに執しゆう着ちやくするあまり、少々地味で暗いものになっている感が否いなめないのです。読者ウケするような要素を足し、もう少し派手で明るいものに仕上げるべきなのではないか、そんな考えが頭をよぎります。

　足したい、足そうか。よし足してしまいましょう。

　そんな誘ゆう惑わくの声を振ふり払はらい、わたくしは執筆の際にいつも愛用している眼鏡を外しました。もう原稿に手を加えない、自分の中の未練を断ち切るための決意表明でした。

　エンターテイメント性を求めて「何か」を足せば、それはどうしても異分子となります。違い和わ感かんのないレベルまで溶とかし込むことは、今のわたくしの技量では難しい。

　さらに重要なことは、「何か」を足せば、わたくしがこの作品で描こうとしていたテーマはまちがいなく現行のものよりぼやけてしまいます。

　読者の方々に受け入れてもらうため、多少の妥だ協きようはもちろん必要です。ですが、自分が真に書きたかったもの、書く動機、原点、それら「芯しん」となるものだけは絶対に曲げてはならないのです。

　何もしない。

　世間一いつ般ぱんではこれは「悪いこと」であるとされています。確かにほとんどの事象においてはそうでしょう。ですが、これ以上何かを書き足すなど、まさに蛇だ足そくにしかならない。そんな場合だってあるのです。

　あえて何もしない。何も足さない。

　それもまた勇気と忍にん耐たいがあって初めて成せる立派な選せん択たくなのです。







　九月一日。

　日本全国の学生のほとんどがこの忌いむべき日が永久に訪おとずれなければいいと思っているであろう。

　そう、夏休みの終わりと二学期の始まりを告げる日だ。

　高校生活最初の夏休みは、実に衝しよう撃げき的てきにして生しよう涯がい忘れられないものではあったけれど、始まる前に夢想していた肝かん心じんの片かた想おもいのひととの一夏の想おもい出は作れず仕じ舞まいだったんだよなぁ。

　ううっ、このままじゃいけない。

　二学期は体育祭に文化祭、末にはクリスマスとイベントが目め白じろ押おしなのだ。是ぜ非ひとも今学期中に先せん輩ぱいとの仲を進展させるんだ！

「んじゃ、いってきまーす」

　決意を新たにして、オレはカバンを肩かたに引ひっ掛かけ玄げん関かんのドアを開ける。途と端たん、むあっと湿しつ気けを帯びた熱気が肌はだにまとわりついてくる。

　我わが家やの表札を掲かかげた門柱の傍では、待ち構えていた女の子が行く手を遮さえぎっていた。そのくすみのない綺き麗れいで豪ごう奢しやな金きん髪ぱつが、陽光を受けて煌きらめく。

「おはようカー坊」

「ふわっ、おはよう、サヤ姉」

　彼女はサヤ姉こと高たか尾お沙さ耶や。数々の特許を取得し世界でもその名を知られた超ちよう天てん才さいにして、運動神経も抜ばつ群ぐん、さらには日仏ハーフゆえの日本人離ばなれした美び貌ぼうまで兼かね備そなえた才さい色しよく兼けん備びのオレの従姉いとこだ。

　覇は気きに満みち溢あふれ、オレたちの通う青せい陵りよう高校でも支持率九八％を誇ほこる生徒会長であり、ＳＳＳスリーエスと言うサヤ姉が黒と言えば白さえ黒だと言い切る狂きよう信しん的てきなファンクラブまで有する女王様……のはずなんだけど、なぜか今日はその表情に精彩を欠いているように見えた。

「なによ、眠ねむそうねぇ。新学期初日なんだからもっとしゃきっとしなさい。ったく、女の子にコナかけるときだけ元気なんだから」

「またそれかよ、いい加減勘かん弁べんしてくれよ……」

　げんなりとオレは肩を落とす。

　うん、どうやらオレの気のせいだったらしい。くそ、まだ「希き優ゆさん事件」のこと根に持ってんのか。

　実はオレは夏休みに出で逢あった女性と、まあ、その、なんだ、ちょっとしたアクシデントがあった。それがひょんなことから周りにバレ、以来、ここ数日、オレは何かあると女じよ性せい陣じんからそのことをネタにされるという苦難の日々を送っていた。

　まあ今朝のは冗じよう談だんめかしたいじりって感じでカラッとしたものだったけど。

　発覚当初はマジで冷ややかで刺々しくマジで胃が痛かったぜ……。

「ほら、聡さと里りも」

「わわっ、サヤ姉、まだ心の準備がっ！」

「大だい丈じよう夫ぶ。かわいいから」

　ぐいっとサヤ姉が壁かべに隠かくれていた少女を強ごう引いんに引っ張り出す。

「え……っ」

　見慣れているはずのサヤ姉の義ぎ妹まいに、オレは完全に目を奪うばわれた。

　見た目は一〇歳さいぐらい、綺麗で整った顔立ちをしている。ちょっと色素の薄うすいショートカットの髪かみに生える毛がふさふさした黒い猫ねこ耳みみ、ふりふりっと視界で二本の尻尾が揺ゆれていた。

　明らかに「平凡な日常」の中では異質なアクセサリだが、正直今はどうでもいい。今日初めて見る新作ではあったけれど気にもならない。

「聡里、それ……」

　オレは聡里の、見るからに新品のピッカピカ、真っ白なブラウスを指さす。下にはいているのはぱりっと糊のり付づけされた紺こん色いろのスカートだ。

　地味と言えば、はっきり言って地味。

　でも、この服装は、ある特別な意味を持つ。

「似合う？」

　本日から通うことになった中学の制服に身を包んだ聡里が、じぃっとオレを見上げてくる。

　いつも無表情な聡里には珍めずらしく、その表情はどこか緊きん張ちようしているようでもあり、それでいて瞳ひとみはとても期待に満ちているようでもあって――

「ああ、めちゃくちゃな！」

「ちょっ、カー兄、せっかく綺麗に梳とかしたのに」

　気がつけばいつの間にか自然とオレの手は聡里の頭に伸のび、くしゃくしゃっと撫なで回まわしていた。

　うーむ、こいつの頭ってなんかちょうど撫でやすいとこにあるんだよなぁ。

　まあ、口では文句言ってるけど、聡里のヤツ、まるで逃のがれようとしないし気持ちよさそうに目を細めてたりもしてるし、かまわないだろう。

　なんかほんと猫みたいなヤツだなー。顎あごの下とかゴロゴロされてるところ連想しちまったよ。

「でもそっかぁ。今日からおまえも学校行くんだなぁ」

　改めて聡里の制服姿を観かん賞しようしつつ、オレはしみじみと呟つぶやく。

　いや、今日から学校ってのは知ってたよ。そりゃ知ってはいたけどさぁ。

　ただ情報として耳にしていたってのと、こう目の前で実物を見せられるのとではクるものが違うというか。

《オーバーライン》

　ある実業家がそう呼ぶ、従来のスプーン曲げなどといったあくまで大道芸レベルの超ちよう能のう力りよくとは一線を画した、恐おそるべき異能を持った人間がこの街には複数名いる。彼女、高尾聡里もその一人だ。

　能力は他人の心が勝手に流れこんでくる、という精神感応テレパシーの一種。その《力》がもたらす辛しん苦くは、聡里の顔から表情を奪うほど過か酷こくなものだった。誰だれかと親しくなればなるほど、本音に怯おびえる日々。

　だから、出逢ったばかりのこいつは人と関かかわるのを極きよく端たんに避さけていた。

　こいつはこんなちっちゃい身体で、オレなんかには想像もつかないいっぱいの嫌いやなことに耐たえてきたのだ。

　サヤ姉特製の脳波を感知するヘアバンドによって、《力》を封ふう印いんしてはや二ヶ月ちょっと。ようやく聡里は名実ともに完全に普通の女の子になれるのだ。そう思うと雛ひな鳥どりが巣立っていくのを見送る親鳥のような感かん慨がい深ぶかさが胸にこみ上げてくる。

「カー兄、なに涙なみだぐんでるの？」

「うるせえ。見るな」

　慌ててそっぽをむいて、ぐしぐしっと腕うでで目元を拭ぬぐう。

　うれしさのあまり涙るい腺せんが緩ゆるんじまったぜ。くそ、最近のオレはどうにも女の子の前で泣いてる姿を見られてばかりだ。格好悪いことこの上ない。

　そんなオレを、聡里は太陽でも見るように眩しそうに目を細めて、柔やわらかく笑う。

「カー兄、ありがとね。今、聡里がこうしていられるのは、カー兄が『聡里』を見つけてくれたおかげ」

「……おまえ、オレをわざと泣かそうとしてるだろ？」

「バレたか。でも、まじりっけなしの本音だよ？」

　ぺろっと舌を出した後、聡里は意味深な目でオレを見上げてくる。なぜかその表情が妙みように色っぽくて、見た目一〇歳ぐらいのはずなのに、まるで年上の女性のようにすら感じられて、ドクンっと心臓が高鳴る。

　男の子より女の子のほうが成長が早いってのはほんとだな。たった二ヶ月で、ずいぶんと女の子らしくなった気がする。「恋こいをすると……」というある格言が頭に思おもい浮うかんだけれど、それに関しては深くは考えないことにする。

「バーロー。そんな台詞せりふはサヤ姉に言ってやれ。オレは何もしてねえ」

　照てれ隠しにぶっきらぼうにそう言って、オレは親指でサヤ姉を指し示す。

　まあ実際、言葉通りオレはな～んもしちゃいないしな。

　ちょっと寂さみしそうにしている女の子を見つけたから、同情して一いつ緒しよに遊んだ。その子がピンチに陥ったから、サヤ姉に助けてくれって泣きついた。そんだけだ。そんな情けない男を、聡里はいったい何を過大評価しているのやら。

　能力を分ぶん析せきし、封印するアイテムを作り、聡里の《力》を悪用しようとする金持ちからその身を奪い返かえし、衣食住を与あたえ、なにより愛情を注ぎ――

　今の聡里があるのは間ま違ちがいなく、オレなんかよりサヤ姉のおかげだった。

「もちろんサヤ姉にも心から感謝している。ありがとね」

「ちょっ!?　い、いい、いきなり何よ！　お、お礼なんていらないわよ。あ、あんたとあたしの仲でしょ」

「照れんなよ、サヤ姉」

「あんたが言うな」

「おわっ！」

「っとと」

　頬ほお目め掛がけて飛んできた拳こぶしをオレが咄とつ嗟さにかわすと、外れると思っていなかったのかサヤ姉がバランスを崩くずして前のめりになる。

　なかなか見れない光景だ。そう言えばサヤ姉の左拳フアントムをかわせたのって今日が初めてかも。いつもよりちょっとキレがなかったか？

「サヤ姉、熱あるんだからあんまり暴れたりしたらダメ」

　聡里が駆け寄より支えつつ、心配げにその顔を見上げる。

　熱？　ふむ、日焼けといまいち判別がつきにくいが、言われてみると確かに顔がうっすらと赤あか味みを帯びているような気がしなくもない。

　なるほど、それで今朝はなんか調子悪そうに見えたわけか。

「やっぱり今からでも家に帰って休んだほうがいい」

「そんなわけにもいかないでしょ、あたしは生徒会長なんだから」

「でも……」

　言いごもりつつ、ちらちらっと聡里がオレに目配せを送ってくる。

　オレからも説得しろってことか。

「熱ってどれぐらいなんだ？」

「べつに大したことないわよ」

「昨晩は三八度。今朝は三七度二分」

　そっけなく言うサヤ姉に、聡里が補足を入れてくる。

　オレは少し考え、

「高いっちゃ高いけれどがんばればなんとかならないこともない、な」

「カー兄っ!?」

　自分の味方をしてくれるものとばかり思っていたのか、聡里が批難の声を上げる。だけに飽あきたらず、恨うらみがましい半はん眼がんのおまけつき。

　いや、気持ちはわかるけどよ。

「三七度ぐらいならちょっと身体がだるいって程度だろ？　下がってもきてるようだし、今日は午前で学校も終わるし、無理さえしなければなんとかなるって」

「つっ！」

　唐とう突とつにつま先に激痛が疾る。首を下に傾かしげると、聡里の踵かかとが踏ふんづけていた。

　こいつ、容よう赦しや無なく思いっきりやりやがったな。

「……カー兄ってサヤ姉にはけっこう冷たいよね」

　おいおい、オレなりにサヤ姉のこと考えての言葉なんだぞ。

　始業式では当然、生徒会長であるところのサヤ姉は、登とう壇だんしてのスピーチがある。なんだかんだでめちゃくちゃ誇り高たかいひとだ。式に穴をあけるなんてことになったら、間違いなく自分を責めまくると思う。だったらオレとしてはその矜きよう持じを守るほうを優先してやりたかった。

　もちろん本当に酷ひどそうなら、聡里に味方して無理やりにでも休ませるけど、な。

「～～っ。サヤ姉、ここ数日、ずっと調子悪そうなのに」

「えっ？」

　予想外の内容にオレが思わず振り向むくと、そんなことも気づいてなかったの？　と言いたげな、呆あきれ果はてた表情を返された。

　いや、だって、なあ？

　オレってば最近、「希優さん事件」で女性陣から総スカン食くらってたし。怖こわくてとてもサヤ姉の家なんか近づけねえよ。間違いなく針のムシロだし。物理的に会ってもいないんじゃわかるわけないって。

　……ん？　ここ数日？

「……もしかして、あの日から、か？」

「下品」

「だー、そういう意味じゃなくて！」

　今聡里のヤツ、オレのことすっげー見下げ果てた目で見やがったぞ。他の誰より、年下のこいつにそんな扱あつかい受けるのが一番傷つく。

　男心ってのは、女が思ってるよりずっとナイーブなんだぞ。

「明あ日す香か先せん輩ぱいの記き憶おくを取とり戻もどしに行ってから、ってことだよ」

　オレの片思いのひと、観かん田だ明日香先輩は先月、《オーバーライン》の能力で、記憶を消失した。その記憶を『世界の記憶』にアクセスする《力》によって取り戻してくれたのがサヤ姉だった。

　ただその後、サヤ姉が妙に元気のない顔してて、気になってはいたのだが……。

「うん。アス姉には内ない緒しよだけど、あれからサヤ姉、食欲ないって、あんまりご飯食べなくなって……風邪かぜを引いたのも多分それで体力落ちてたのが原因だと思う」

「あのサヤ姉をそこまで消しよう耗もうさせるって、相当の難事だったんだなぁ」

　改めて感謝である。

　今、目の前にいる聡里だって、サヤ姉がいなかったらきっとここにこうしていることはなかったはずだ。

　いや、聡里だけじゃなくて明日香先輩も、オレも、か。なんだかんだでサヤ姉にはいつも頼たよりっぱなし、迷めい惑わくかけっぱなしなんだよなぁ。やっぱり近いうちに今までのお礼もかねて何かお返ししないとなぁ。

「……カー兄、やっぱりサヤ姉に冷たい」

　ぼそっと発せられたその声は、しかしありありと批ひ難なんの色を帯びていた。。

　え？　オレ、なんも変なこと言ってなかったよな？　心の中でもサヤ姉への感謝を唱えていたぐらいだぞ？

　多分、わけがわからないという内心が顔にも出ていたのだろう、聡里の視線が険しさを増す。

「……馬ば鹿か」

　それだけ言い捨てて、聡里はそっぽを向いてしまう。その後は何度声をかけてもつーんと無視されるのみ。

　ううっ、やっぱり女の子ってのはよくわからない。オレがいったい何をしたって言うんだよーっ!?







　実に全高一〇メートルはあろう鳥居を連想させる巨きよ大だいな朱しゆの門構え、その後ろにはガラス張りのドームがそびえる。

　その下には石詰づめされた広々とした空間が広がり、今はスーツ姿や学生服姿の人々がとめどなく流れていた。

　我が街を代表する名物、カタツムリ駅である。もちろん、正式名めい称しようではないのだが、そうとしか見えないシルエットのため、地元民からはこう呼ばれている。

　鳥居は古都を、ドームは現代的な都市を表し、二つが融ゆう合ごうした街というのがコンセプトらしい。まあ、完成当時、地元民からはえらく不評だったらしいが。とは言え、待ち合わせ場所としては目立つしわかりやすく便利なのは確かだ。

「あ、おは……きゃああああああっ！」

　明日香先輩はオレたちの姿をその視界に捉とらえるなり、ぱあああっとその表情を輝かがやかせ甲かん高だかい声とともに駆かけ寄ってきた。

　いったい何が!?　と身構えたオレの横をあっさりと素す通どおりし、押おし倒たおさんばかりの勢いで聡里に抱だきつく。

「かわいいかわいいかわいいさとりちゃんかわいいぃぃぃっ！」

　どうやらよっぽど聡里の制服姿が気に入ったらしい。完全にトリップしたとしか思えないような声を上げながら、聡里の頬ほほに自らの頬をスリスリしている。

　どうもオレの周りはみんな、聡里に対して激甘だよなぁ。いや、オレも人のこと言えないけどさ。制服姿の聡里がかわいいことにも同意だし。

　この、一見クールビューティーだけど中身はおちゃめなひとが、観田明日香先輩。いかなる手段をもってしても変えることの出来ない絶対不可避の予知夢を視る、《オーバーライン》の一人だ。

　昔はその《力》のせいで他人を近づけない、近づきがたい雰ふん囲い気きをまとっていたものだけど――

「ああもうっ！　聡里ちゃん愛してる！」

　今やこの通りである。

　頬ほお擦ずりだけでは愛情を表現し足りなかったのか、今度はその豊かな胸の谷間に聡里の顔をうずめてぎゅうううっと抱き締しめてる。

　ううっ、聡里のヤツ、なんて羨うらやましいっ！　先輩の胸、やわらかくて気持ちよさそうで、オレも顔をうずめてみたいぃぃっ！

　もちろん口になんてできないけど！

「ん？」

　唐突に、ゾクっとした視線を感じた。

　視線の主は……聡里？

　オレと目が合うと、聡里はにま～っと悪あく辣らつな笑えみを浮かべ――

「大好きアス姉♪」

　聡里のほうも先輩に抱きつき、先輩の胸を堪たん能のうするようにぐりぐりっと首を振りながらさらに谷間の深しん奥おうへと顔を埋うめていくではないか！

「♡　わたしも大好きだよ～♡」

　感かん極きわまったのか先輩も聡里をぎゅううっとそれまで以上に熱ねつ烈れつに抱き締める。

　その胸の谷間から、聡里が「ふっ」と勝ち誇ったような、それでいてオレを見下したような笑みを向けてくる。

　さ、聡里のヤツ、オレの内心を見み抜ぬいた上でわざとやってやがるなっ！　これ明らかにオレへの嫌がらせじゃねえか。

「あっ、わたしとしたことが。おはよう聡里ちゃん」

　たっぷり一分近くも抱ほう擁ようしさすがに聡里の感かん触しよくに満足したのか、先輩は聡里を解放するや少しだけバツが悪そうに挨あい拶さつを口にする。

　まあ天下の往来でやることじゃないしなぁ。今も通りすがるひとがじろじろと二人を見ているし。奇き異いの目の半分は、三人の並外れた美貌のせいもあるんだろうけど。
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「サヤさんもおはよう」

「おはよう」

　今いま頃ごろ？　と少し苦くし笑よう気味にサヤ姉が返す。

　とは言えその表情がなんだかんだで満足気なのは、聡里の制服姿が先輩にこれでもかと絶賛されたからだろう。ったく、やっぱ目の中に入れても痛くないほど溺でき愛あいしてんなぁ。

　おっと、そういえばオレも挨拶がまだだった。

「おはようございます」

「あ、えと、カーくんも、おはよう」

　先輩はオレにも挨拶を返してくれるんだけど、ちょっとぎこちない感じ。ううっ、実は一番「希優さん事件」が後を引いてるのが明日香先輩なんだよなぁ。

　まあ、自分のことを好きだとか言ってきた男子が、他の女の子に裸はだかで抱きつかれてたり、（唇くちびるに限りなく近い）頬にキスとかされてるのを視たら、そりゃあ、なぁ？

　……ほんと何やってんだよオレ。

　よし、今日から新学期だしいい機会だ。意識して他の女の子と距きよ離りを取り、明日香先輩一筋だということをアピールしていこう。

　そうすれば女たらし疑ぎ惑わくも払ふつ拭しよくしていけるはずだ。

「にゃ～お」

　眼の前を野良のらっぽい黒くろ猫ねこが横切っていく。

　しかも四匹ひきの仔連れだった。色はいずれも黒。

　ガーガー。すぐ近くの電線では、カラスの群れが不ふ吉きつな鳴き声をあげ始める。

　まるでそうは問屋が卸さないという運命の悪あく魔まの囁ささやきのようで……

「いい天気だなぁ」

　とりあえず見なかったことにした。







　稲いな葉ば学園は、現在、大学一校、短期大学一校、高等学校一校、中学校一校、幼よう稚ち園えん二園を要する学校法人だ。

　とは言え甲こう子し園えんの常連校で少し前にメジャーリーガーさえ輩出した、我らが青陵高校の知名度のほうが全国的にも高くなりすぎて、地元民でもこの名称が知られていなかったりする。

　昔はその名を冠かんしていた稲葉大学というのがあったらしいけど、それも今や星稜大学と改められてしまってるし。

　と言うわけで青陵高校の隣に併設されている稲葉大学附属中学改め、青陵中学の校門前。

「んじゃ、聡里。がんばれよ」

　新たな環かん境きように不安いっぱいであろう義従妹いとこの身を案じ、オレは口調こそ軽くだけど心からの激げき励れいを送ったわけだが――

「いってくるね、サヤ姉、アス姉」

　――きっちり無視して行きやがったよ、聡里のヤツ。

　ここまで怒いかりをあらわにしている、そして持続させている聡里は初めて見る。「希優さん事件」にしても、発覚当初こそ冷ややかだったけど、一時間もしないうちにすっかりいつものこいつに戻っていたのに。

　はあ……よっぽどさっきの一件は聡里の逆げき鱗りんに触ふれたらしい。まあ、あいつにとってサヤ姉は、姉であり親友であり恩人であり教師であり親でもあるという、本当に特別で、かけがえのない存在なんだろうな。

「……で、君はいったい聡里ちゃんにな～にをしたのかな？　聡里ちゃんがカーくんにあんな態度とるなんてよっぽどだよ？」

　聡里の姿が校舎の中に消えるなり、それまでのにこやかな笑え顔がおから一転、先輩はじと～っとした視線と冷ややかな声をオレに向けてくる。

　完全にオレが悪いと決めつけているし。オレってやっぱり信用がまるでないのね。

「う～ん、なんかサヤ姉に冷たいって」

　高校のほうへと足を進めつつ、今朝の顛てん末まつをざっと教える。

　相変わらず、朝の通学時だというのに、オレたちの半径三メートル以内には生徒の姿がない。やれやれ、新学期になっても《絶対不可避の不吉を告げる魔女ラプラス》の威い名めいは健在のようだ。

　まあ、おかげで周りを気にせず話せるけれど。

「はは～、聡里ちゃんからはそう見えるわけかぁ」

　話を聞き終えるなり、明日香先輩はしたり顔でそう言った。

　ん？　今の台詞って、もしかして……

「先せん輩ぱい、聡里がなんで怒ってるのかわかったんですか？」

「うん、まあ、なんとなく、ね」

「マジっすか」

「興味深いわね。あたしもあの子が何をそんなに怒ってるのか、いまいちピンとこないのよね」

　ってサヤ姉にもわかってなかったのか。一緒に暮らしているひとにもわからないんじゃオレなんかに……って、でも明日香先輩はわかったんだよな。しかもその場に居合わせたわけでもなく、又また聞ぎきで。

「なるほど～、当事者にはわからないもんなんですね～」

　一人納なつ得とく顔がおで、うんうんとしきりと頷うなずいている明日香先輩。

「なんかムカツクわね、明日香のくせに生意気な」

　プライドに障さわったらしく、サヤ姉が口元をひくつかせる。

　どこのジャイ○ンだ、あんた。

　先輩にわかることがサヤ姉にはわからない。逆はあれど、この構図はかなり珍めずらしい。明日香先輩はもちろんオレなんかよりはるかに成績がいいけれど、サヤ姉はぶっちゃけ規格外だからなぁ。

　物言いから察するに、先輩はこの件でオレのことを冷たいとは思わなかったようだ。そして当事者にはわかりにくい。この辺をヒントに、改めてオレは頭の中で今朝の聡里とのサヤ姉に関するやりとりをリフレインさせてみるんだけど……

　だーっ、やっぱりまったくわからねえ！　お手上げだ！

「あの、先輩。聡里がなんで怒ってんのか教えてくれます？」

　聞くは一時の恥はじ、聞かぬは一生の恥、だ。

　自分が何かやらかしているなら、やっぱり知っておきたい。心がもやもやするし、わからないままだったらまた同じ失敗もしそうだし。

　そして何より、これじゃあ聡里に謝あやまることもできねえし、な。

「え～、どうしよっかな～」

　くるりとオレに背を向けるや、下した唇くちびるに人差し指を立て悩なやましげなポーズを取る。ちらりとオレのほうを見る瞳ひとみには明らかに悪戯っぽい光がある。

　まさかここで小こ悪あく魔ま先せん輩ぱい降臨とはっ！

「もったいぶらずに教えなさいよ」

「う～ん、でも～」

　苛いら立だったようにサヤ姉が急せかすも、のらりくらりと先輩ははぐらかす。

　こうなった先輩はかなりタチが悪い。

　そしてその経験通り、散々じらしにじらしたあげく、

「ふふっ、癪だから教えてなんてあげませんよーだ」

　可愛かわいらしくあっかんべーされた。

　ほんといったいなにがなにやら。







　始業式前の教室には懐なつかしい面々が揃そろっていた。

　みんな一月前に比べ肌はだが浅黒く焼けている。中にはもうおまえ人種から変わってるだろ！　って突っ込みたくなるぐらい黒くなってるヤツもいた。まあ海の家でバイトしていたオレも人のことは言えないんだろうけど。

「お労しや、サヤさん！　ああっ、代われるものなら俺おれが代わって差し上げたい！　そうだ！　風邪は他人に伝染うつせば治る！　サヤさんの風邪なら俺は喜んで請うけ負おおう！　否いや、請け負わせて下さい！　その権利を賜たまわれるなら俺は死んでもいいっ!!」

　ぐっと拳を握にぎり、変態なことを声こわ高だかに宣言しているのは言うまでもなく、サヤ姉教の狂きよう信しん者しやにしてオレの中学時代からの悪友、小お沢ざわ信しん司じである。

　サヤ姉が風邪だってことを教えたらこの有様である。男のオレの目から見ても、黙だまっていればイケメンなのになぁ。周囲もさぞ引いている――

「その心意気やよし！」

「ふふっ、俺たちはとんでもない男を大将に持ったもんだぜ」

「死ねい小沢!!　死んでサヤ様の御み盾たてとなるんじゃー!!」

　――殊ことのほか好評だった。

「忘れねえでくれ、俺の名は小沢信司。今度生まれ変わってくる時も桜おう花か咲さく青陵の校庭で会おうぜ！」

　信司もなんか調子に乗ってるし。

　って拍はく手しゆ喝かつ采さい、スタンディングオベーション!?

　どうやらこのクラスでまともなのはオレだけらしい。つーかＳＳＳスリーエス、一年生の間にもここまで勢力を拡大してたのね。

「世も末だな」

「やっほ～。おっひさー」

　付き合いきれず、頬ほお杖づえを突きつつ外の景色へと視線を向けようとして、遮さえぎられた。ひょいっとクラスメートの一人が横から腰こしを曲げて俺の顔を覗のぞきこんできたのだ。

　亜あ麻ま色いろの髪かみをセミロングにした愛あい嬌きようのある顔立ちをした女の子だ。アクセントに髪の両りよう脇わきをリボンでまとめている。ビジュアルはクラスではダントツで、狙ねらっている男子はけっこういると聞いている。

　明あけ智ち薫かおる――以前、オレが暴漢に利きき腕うでを刺された際、あれこれと世話を焼いてくれ、以来、よく話すようになった女友達だ。

「よう。久しぶり。お前こそ元気だったか？」

「元気元気♪」

「あー、そういや前、シンクロニシティのこと教えてくれてサンキュな。おかげで後で助かったよ」

「ほえ？　そーなの？　ふふっ、どういたしまして」

　まさに元気花まる印とでも言うべき明るく快活な笑顔を浮うかべる薫。

　ふと心に妙みような違い和わ感かんが生まれた。なんだ、これ？

　改めてマジマジと薫の顔を見る。いったい何が引っかかったんだ？

「なぁに？　ひとの顔じろじろと。ふむ、ついに君もボクの魅み力りよくに気がついたか」

「アホ抜ぬかせ」

「ちょっと、言うに事欠いてアホってなにかな!?　さすがに傷ついたゾ」

「わりわりぃ（笑）」

「誠意がまったく感じられない！」

　まあ、気のせいか。

　男兄弟の中で育ったからだろう、この通りサバサバっとしていて男同士の呼吸で話せる、見た目とは裏腹にあまり異性を感じさせない、気さくで付き合いやすいヤツである。

「あっ、ところで今朝みんなで歩いているところ見たよ～。聡里ちゃんの制服姿かわいかったねー」

「だろだろ！　って見かけたんなら声かけてくれりゃいいのに」

「いいよ、ボクは見てるだけで」

「なに水くせえこと言ってんだよ」

「だって……」

　薫はふっと陰かげを帯びた表情でうつむき、言いよどむ。

　おいおい、なんだってんだよ。

　薫とは夏休みに一度、みんなとも会っていて、一いつ緒しよに飯食ったり鬼おにごっこしたりして一緒に遊んだ仲だ。

　変な遠えん慮りよなんてしなくていいし、して欲ほしくなかった。

　……もしかして明日香先輩の噂うわさ、気にしてる、のか？　《絶対不可避の不吉を告げる魔女ラプラス》として、先輩は全校生徒から未いまだ畏い怖ふされている。いじめや無視なんてのは、本当に些さ細さいなきっかけで起こりえる。

　あまり先輩と仲良くしているところを学校の人間には見られたくないと薫が思っていても責められない。

「カッちゃんのハーレム、みんなレベル高いんだもん。引き立て役はごめんだよ」

　って気にしてたのはそっちかよ！

　色々気を回したオレがバカみてえじゃねえか。

「ハーレムじゃないし、そんなもん作った記憶もない」

　げんなりと、しかしはっきりと否定しておく。はあっ……しかし薫にそう見られてるってことは、周りからもそう見られてるってことだよなぁ。

「またまた～、どう見たってハーレムでしょ」

「オレは明日香先輩一筋だ！」

「あ～、はいはい暑い暑い。ってホント暑いゾ、この教室ぅっ！」

　オレの言葉には取り合わず、薫はブラウスの胸むな元もとを掴つかんでバサバサっと空気を中へと送り込む。

　うん、暦こよみの上では秋に入ったと言ってもまだまだ残暑は厳しいし、クーラーもない部屋に三十人からの人間を押しこめば、ちょっとしたサウナとしか言いようのない状じよう況きようなのは確かだけどさ。

　お前、自分が女で、そして目の前にいるオレが男だってちっとは意識しろよな！　今チラッとブラ見えたぞ！

　ったく、性を意識させないのは、どうやら本人の自覚が足りないせいも多分にありそうだ。

「ん？　んんん～？」

　ニマっと薫があくどい笑みを浮かべる。

　まるで全すべてが計算ずくだったような、そんな微笑ほほえみ。

「こらこら、覗き見はいかんぞ、覗き見は♡」







　新学期初日ということもあって、今日は始業式と学活、あとは掃そう除じのみで授業はなく、オレたちは昼前早々、帰路についていた。

　オレ、明日香先せん輩ぱい、サヤ姉、信司の四人で連れ立って聡里を迎むかえに行く。うん、やっぱりほら、初日だからなぁ。

　中学の校門前に着くと、壁に寄りかかるように聡里が待っていた。彼女もすぐにオレたちに気づいたようで、その垂れ気味だった猫耳をピンっとそばだてた。

「サヤ姉！　熱ぶりかえしてない？」

　タタタっと足早に駆け寄ってきたかと思えば、開口一番これである。

　よっぽどサヤ姉の体調が気が気でなかったらしい。

　人間、変われば変わるもんだよなぁ。出で逢あったばかりの頃ころは、自分以外の人間をまったく信用していない、そんな野良のら猫ねこみたいなヤツだったのに。

「大だい丈じよう夫ぶよ。聡里ってば意外と心しん配ぱい性しようなんだから」

「そうそう、心配しすぎだって。サヤ姉が風邪かぜぐらいでどうにかなるタマかよ……ってはっ！」

　ギロッと聡里に睨にらまれた。スカートから伸のびる二本の尻尾しつぽもオレを威い嚇かくするように逆立てている。

　はあっ……とオレの隣では明日香先輩が顔を手で覆おおい天を見上げていた。

　やべえ。またやっちまったみたいだ。

「あ～、そう言えば聡里、学校どうだった？」

　慌あわてて話題を変える。まあ実際、基本的に安静にしていれば治る風邪なんかより、こっちのほうがオレにはよっぽど懸けん案あんだった。

　聡里の場合、過去が過去なわけだし……なぁ？

　少しずつ改善されてきてはいるけれど、表情はまだ硬いし、内情を知らない人間にはお高くとまったすまし顔とか思われそうだ。

　なにより気がかりなのがあの脳波感知バンド――獣けもの耳みみと尻尾シリーズだ。あんなの付けてりゃ当然奇異な目で見られるのはわかりきってるわけで。

　正直なところ、学校にいる間中、そのことばかり考えていた。

「サヤ姉、お昼なに食べたい？」

「おーい、聡里ー、無視すんなー」

「ふんっ」

　どうやらネコマタ姫ひめの機き嫌げんは悪化の一いつ途とをたどっているらしい。しかし、こいつが何をそんなに怒っているのか、その本質的な部分がわかんねえんじゃなぁ。

　明日香先輩は気づいてる感じだけど、朝の様子からするとコレに関しては教えてもらえる気がしないし。

　ほんとどうしたもんかねぇ？　こっちは本気でお前のこと心配してるってのに。

　あー、親の心子知らずってのはこういう時に使う言葉なんだろうな。

　……いや、この場合は兄心妹知らずか？

「やれやれ。聡里ちゃん、わたしも学校のこと、聞きたいな」

　しょうがないなぁとばかりに苦笑しつつ、明日香先輩が助け舟ぶねを出だしてくれる。

　あざーす！

「んー、まあまあ、かな」

「ネコミミのこととか、からかわれたりしなかった？」

「女子みんな可愛いって言ってくれて……男子に一人からかう子がいたけど、女の子たちから逆に吊つるし上あげ食くらってた」

「そっかぁ。うんうん。じゃあ上手うまくやっていけそうなんだね」

　先輩もほっと安あん堵どの表情を浮かべる。やっぱり先輩も聡里のこと、かなり心配していたんだな。

　女子みんなから可愛い、か。いわゆるクラスの女子の愛玩マスコツトキ物ヤラクターという地位を得たってところか。

　多分、この辺は聡里が見た目一〇歳さいぐらいという幼い容姿をしていたってのが良い方向に作用したんだろうな。同年代に見えたらやっぱり特別扱あつかいされてるとか嫉しつ妬とや反発を覚える子もいたと思うし。

　とりあえず一安心ってところか。

　それにしても聡里のヤツ、明日香先輩にはすらすら答えやがって。

「そのからかったっていう男の子も、案外もしかしたら聡里ちゃんのこと好きになったからかも、ね。だって聡里ちゃんはこんなに可愛いし、ほら、男の子って好きな子ほどいじめたくなるって言うじゃない？」

「興味ない。聡里はカー……なんでもない」

「ふふっ。聡里ちゃんったら意地はっちゃって」

「……アス姉もきらい」

「ああん、ごめんなさいごめんなさい」

　ぎゅっと聡里に抱だきつき許しを請こう明日香先輩。

　なるほど、聡里のクラスの女子も、こんな感じで聡里の魅力にメロメロにされているのかもしれない。

　そしてオレはと言えば……ただひたすらに聞こえぬふりをするしかない。情けないことは百も承知だけど、この話題、下手に混ざったら藪やぶ蛇へびすぎだろ!?

　手持ちぶさたにふと信司のほうを見る。

　ヤツは能面のような笑顔を浮かべていた。

　……冗じよう談だん抜ぬきで怖こわかった。

「あっ、今日、好きな作家さんの新刊が出てるの。ぱっと買ってくるからちょっと待っててくれる？」

　本屋の前を通りかかるや、思い出したように先輩はそう言って軽かろやかな足取りで店内へと駆かけていく。

　そういや、先輩ってけっこうな文学少女だったっけ。

　一学期の頃、屋上や教室とかで本を読んでるのをよく見かけたものだ。元が清せい楚そな大和やまと撫なでし子こ然とした美少女なので、窓辺の席で本を読む姿が、ほんと「絵」になっていた。

　前に世間話がてら訊いた話だと、幼少の頃は絵本ばかり見ていたそうで、以来ずっと本の虫なのだという。

　ずっと独りでいたせいってのも、もちろんあるんだろうけれども。

「お待たせー」

　宣言通り、数分もしないうちに紙かみ袋ぶくろを胸に抱き、ほくほくと満面の笑顔で先輩が戻もどってくる。

　目的の物に一目散に向かって買ってきたようだ。先輩も女の子ということでご多分に漏もれず、けっこう買い物とかは時間がかかるほうだ。皆みんなを待たせてるってのを差し引いても、この様子からするとよっぽどその作家さんのファンなんだろうな。

　ふむ、そんなに先輩がファンだというのなら、読んでみるのも一興か。共通の話題も作れるし。

　やっぱり先輩は女の子だし、恋れん愛あい小説かな？　もしそうなら、好きなキャラとか聞けば先輩の好みのタイプとかシチュエーションとかも知れそうだ。まさに一石二鳥である。

「先輩、ちなみになんて作家の本を買ってきたんです？」

「ええっ!?」

　そんな打算とともに発せられた何気ないオレの問いに、先輩は妙に甲かん高だかい声とともに、さささっと紙袋を後ろ手に隠かくす。

　見るからに挙きよ動どう不ふ審しんだった。逆にすっげえ気になる。

「き、今日買ったのは、お、女の子向けで！　お、男の子のカーくんが読んでもきっと楽しくないよ！　うん！」

「じゃあ聡里に教えて」

「っ!?　さ、ささ、聡里ちゃんにはまだ早、あっ！」

「さっき聡里のことからかったお返し」

　ひっそりと死角から忍しのび寄った聡里の尻尾が、先輩の手から器用に紙袋を絡からめとっていた。

　おおっ、そこまで自由自在に使いこなせるものなのか!?　もはや第三の手とかそういうレベルに達しているぞ、あれ。

「でかした、聡里」

　サヤ姉が聡里の尻尾から紙袋を取り中身を確かく認にんしようとするや、

「きゃあああああああっ！　ダメダメダメーっ！」

　先輩がとんでもない悲鳴とともに奪うばい返かえす。

　なんかいつもの三倍ぐらい機き敏びんだったんですけど。あのサヤ姉が反応できなかったってよっぽどだぞ。そこまで他人には見られたくないものが入っているのか!?

　何人たりとも覗いてはいけないパンドラボックス。だが、人間とは因果な生き物、隠されれば隠されるほど、興味が湧わいてしまうものだ。

　それが好きなひとの秘密なら尚なお更さら、な。ふふふ、空乃瑠雨樹……ね。

　空手で培つちかった持ち前の動体視力によって密ひそかに捉とらえた著者名を、オレは脳のう裏りにしっかりと刻み込む。つーか読み方すらわからんぞ名前のほう。まあ後でちょっと調べてみるか。

　この時のオレは、てんで気づいていなかった。

　好こう奇き心しんは猫ねこを殺す、ということを――







「さて、困った」

　途と方ほうに暮れ、オレは天てん井じようを見上げる。

　聡里との仲なか違たがいというかスレ違ちがいに、ではない。いや、間接的にはまさにそのせいで今この事態に陥おちいっているわけだけど。

　ぐ～っといじきたなくも腹の虫が鳴なり響ひびく。壁かべにかかった時計の短針と長針が揃って真上を指し示していた。

　共働きの両親は、当然ながらこんな時間には家にいなかった。冷蔵庫にはめぼしいものはなく、インスタント食品の備び蓄ちくもこんな時に限って切れていた。

「しゃあねえ、食いにいっか」

　家にいたって仕方がない。

　オレは自転車に乗って外へと繰くり出した。夏休みのバイトで稼かせいだ金はすでに使いきってしまっているけれど、今日は月初めということで、今朝小こ遣づかいが支給され、懐ふところはそれなりに潤うるおっている。

「そうだな、よし、あそこにするか」

　目的地を定め、ペダルを漕こぎ続ける。

　カタツムリ駅を越こえ、しばらくすると見覚えのあるこぢんまりとしたレンガ造りの店が見えてきた。

「ちわーっす」

「あっ、いらっしゃ～い」

　カランカランっと入り口に取り付けられた鈴すずを鳴らし入店すると、気さくでダンディな喫きつ茶さかりおすとろの店主――

　――ではなくて、

「き、希優さん!?」

　夏休み、オレがアルバイトしていた海の家「大将」の看板娘エースを務めていたひとが、ひらひらとした可愛らしいウェイトレス服に身を包つつみ、オレを出で迎むかえてくれた。

　カウンター裏の厨ちゆう房ぼうでは店長が、おそらくは鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔をしてるであろうオレを見て、してやったりとニマニマしていた。

「今日から雇やとった海かい原ばら希優くんだ。よろしくやってくれよ？」

「ふふっ、新たな仕事先探してたら、明日香にここ紹しよう介かいしてもらったんだぁ」

「まったくの初耳なんですけど」

　紹介したって言うからには明日香先輩はこのことを知っていたはずだ。話す機会は今日十分にあったはずだし、さてはオレを驚おどろかそうと黙っていたな。

　相変わらず、こういう悪戯的なことには、ほんとひとが悪い。

「驚いたでしょ？」

　オレを席へと案内し、お冷を置きつつ希優さんがペロッと舌を出す。

　二つ年上で、普ふ段だんはすっごく大人っぽくて綺き麗れいなひとなのに、ときどきこうして妙に可愛らしい仕草をするんだよなぁ。

　素す直なおに嬉うれしい。すっかり以前の、明るく気さくな希優さんに戻っているみたいだ。ずーんと沈しずんだ思いつめた顔は、やっぱりこのひとには似合わない。

「あ、髪かみ型がた少し変えたんですね」

　先週まで左目を覆っていた前まえ髪がみはばっさりと切られ両目がぱっちりとした分、妖よう艶えんな色気は少し減ったかもしれないけれど、より明るく健康的な印象になった気がする。

「え、う、うん。似合う、かな？」

「あう、え、えと……」

「すいませーん。注文いいですか？」

　唐とう突とつに、別の席でお客さんが声と手を上げた。

　正直、ちょっと助かった。

「はーい。じゃあ、ゆっくりしていってね、か～くん♡」

「あっ、オレ、オムカレーお願いします」

「りょうかーい♡　ふ、普ふ通つうに話せていたよね？　あ～、諦あきらめるとは言ったけど、やっぱり直に会うとまだ胸がトキメいちゃうなぁ。明日香、ごめんね」

　愛嬌たっぷりの笑え顔がおを残して、足取りも軽く希優さんはお客さんの元へと注文を取りに向かう。

　それを確認して、オレはふ～っと長い息を吐はく。さすがにちょっと緊きん張ちようした。

　希優さんに好きだって告白されて、でも明日香先輩との仲を邪じや魔まするつもりはないから諦める、というやりとりをしてから、まだ一週間も経たっていない。

　希優さんのほうはすでに気持ちの整理を付けたのかまったく気にしてない風だったけれど、オレとしてはいったいどんな顔で接すればいいのか迷ってしまう。

「ではご注文を繰り返させて頂きます。ハントンライスに、ミートボールスパゲッティ、オムライス、オムハヤシ、ブレンド三つ、オレンジジュース一つ。以上でよろしいでしょうか？」

　ガヤガヤとした店内でも、その美声はよく通った。仕事初日のはずだってのに、あの量をすらすら復唱してるし。昔とった杵きね柄づかだな。

　って、うわぁ、海の家の時と同様、店中の男性客の視線を集めまくっているよ。中には彼かの女じよ連れで来てるのに見蕩れてるひとまでいて、彼女さんにほっぺたつねられたりしてる。

　さすが砂浜ハマの「撃墜王エース」。こりゃ希優さん目当ての固定客が付くのも時間の問題かもな。ウェイトレスってのは希優さんの天職かもしれない。

　その後も昼時と言うこともあって、客足は一向に衰おとろえる気配がなかった。ついには外に並ぶ人まで出てくる。

　こういう時間帯に来ることなかったから知らなかったけど、けっこうな人気店なんだなぁ、ここ。普通に美味うまいから当然と言えば当然か。

　こりゃあんまり長居するのは迷めい惑わくだな。オレは運ばれてきたオムカレー（カレーの上にとろっとろのオムレツを載っけたもの。卵とカレールーが絶ぜつ妙みようのハーモニーを奏かなでる一品）を堪たん能のうしつつもさっさと胃い袋ぶくろに収めて立ち上がり、レジへと向かう。

「あれ？　もう帰っちゃうの？」

　希優さんが少しだけ不満そうに拗すねた顔をする。

　思わずトクンっと胸が高鳴った。くそっ、相変わらず男心をくすぐる仕草をナチュラルにこなしてくれる。

　最近のオレはよく女たらし扱いされるけれど、希優さんは天然の男たらしだと思う。今もなんか目の前ではたゆんたゆんとアレが揺ゆれてるし。

「え、ええ、まあ。おいくらです？」

　財さい布ふを取り出すのを幸い、希優さんから視線を外しつつ訊きく。

「あ、いいよいいよ。アタシのオゴリで。ほら、前にタクシーでアタシのせいでいっぱいお金使ってたでしょ」

「……あ～」

　その後のいろいろのほうがインパクトありすぎて、すっかり頭から抜ぬけ落おちていて、思い出すのに少々時間がかかっちまったよ。

　そういやそんなこともあったっけ。

「しばらくここでの支し払はらいはアタシが持つから。気軽に食べに来て、ね？」

「え？　いや、でも、さすがにそれは悪い……」

「年上からの忠告！　お金の貸し借りはきっちりしておかないと、そのうち人間関係がこじれちゃうゾ！」

「……そっすね、わかりました」

　ちょっと迷ったけど素直に頷うなずいておく。母親の事故によりその辺で苦労したであろう希優さんの言葉は重い。

　実際、金銭関係のトラブルというのは、血のつながりがあってさえドロドロした戦いにもつれこむこともあると聞くしな。

「遠えん慮りよとかいらないから、気軽に食べに来てね」
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「はい。じゃあお言葉に甘あまえて、ちょくちょく寄らせてもらいますね」

「うん。ほんとのほんとのほんっとーに、遠慮はいらないからね。アタシがそうしたいって言ってるんだから」

　念ねん押おしするように言われる。

　お金の貸し借りに相当嫌いやな思い出でもあるのかな？　まあ、こんなことで希優さんとぎくしゃくしたくないし、好意は有あり難がたく受け取ろう。

　それにオレの小遣いは、両親が留守だったりした時や昼間の食事代も込みになっているし、しばらくここで無料で飲み食い出来るというのならかなり有あり難がたい話ではあった。

「じゃ、ごちそうさまでしたー」

　ほくほくとオレは帰路につく。

　いやぁ、今月も苦しいと思っていたのに、思わぬところから先せん輩ぱいとのデート資金ゲットだぜ。しかもかりおすとろは先輩行きつけのお店。一石二鳥だ。

「お金の貸し借りはきっちりと……ねぇ？」

「な、なんですか、店長、その含ふくむような言い方は？」

「なに、本当にきっちり精算するのなら、こんな七しち面めん倒どうな返し方はせずに、それこそ借りた分耳を揃そろえて現金一いつ括かつで返したほうがいいんじゃないかなぁ、と」

「そ、それは……っ！」

「いやいや、わかってるわかってる。借りを返すというのは単なる名目で、ちょくちょくお店に来てもらいたかっただけ、なんだろ？　はははっ、僕ぼくとしたことが無ぶ粋すいなことを言ってしまったよ。いやぁ、青春だなぁ」

「店長っっ!!」







　午後からはひたすら夏休みの宿題に取り組んだ。

　え？　もう新学期だろって？

　くくくっ、八月三一日に頑がん張ばるなど甘い。甘すぎる！

　ティラミスに砂糖ぶっかけて蜂はち蜜みつをかけるぐらい激甘だっ！

　提出するものは提出し、まだ終わっていなかった課題は、「すんませーん、カバンに入れたつもりだったんですけどなんか忘れたみたいです」ととぼければ、一日の猶ゆう予よぐらい勝ち取れるだろうがぁっ!!

　偉えらい人が言っていた。

　〆切を過ぎてからが本当の勝負だ!!

　というわけで修しゆ羅ら場ばモード突とつ入にゆう、なんとか日付が変わる前に片付けることができた。信司とかに写させてもらえれば楽なんだけど、この辺、自分でやらなくちゃ意味がないってサヤ姉が厳しく目を光らせてるんだよなぁ。

　……あのひと、オレの実の母親より母親してる気がする。

「さぁって、寝ねよ寝よ」

　ダイブするようにベッドへと倒たおれ込む。

　安物のパイプベッドに、同じく安物の低反発マットレスだけど、それでも疲つかれ切きった身体にはこの感かん触しよくがなんとも愛いとおしい。シーツとタオルケットからはほのかに太陽の匂においがした。

「ああ、そだ」

　ふとあることを思い出し、オレは枕まくら元もとで充じゆう電でん中だった携けい帯たいを手に取る。

　先輩の好きだって言う作家のこと調べるのをすっかり忘れていた。つーかよく考えればかりおすとろに行った帰りにでも本屋に寄れば良かったんだよな。せっかく一食分のお金浮ういたんだし。

　確か空乃瑠雨樹だったっけ？　とりあえず打ち込む。

「なになに。は～、るーじゅ、って読むのか。チッ、中二の頃、こんな感じのキラキラネームなオリキャラ作ってたなぁ」

　なんとなく眠ねむ気けが訪おとずれるまでの暇ひまつぶしに、ネット検けん索さくして二番目に表示された百科事典ＷＩＫＩページを開き、オレはつらつらと空乃瑠雨樹そらのるーじゆの説明を読み始める。

『二〇〇九年頃より自作のオンライン小説「パラダイスガーデン」を公開、口コミを中心に瞬またたく間まに絶大な人気を博すに至り、二〇一〇年書しよ籍せき化、商業デビューを果たす。当時は中学生小説家として話題を呼んだ。現在、公式発表によれば「パラダイスガーデン」の総発行部数は二〇〇万部、二〇一二年初頭のアニメ化も決定している』

　うお、すげえ売れっ子作家じゃん。

　一九九七年八月一日生まれってことは、オレの一つ下、まだ中学生じゃねえか。

　それでもうこんな大金稼いでるなんて羨うらやましいぜ。自分がやりたい仕事を見つけられてるってとこも含めて、な。将来、どんな仕事がしたいのかなんて、オレにはまだおぼろげにすら見えてないってのに。

「おいおい、しかもこの街の出身・在住か」

　俄が然ぜん応おう援えんしたくなってきたぞ。これは明日早さつ速そく書店に買いに走らねば。

「ふあっ……」

　修羅場モードの反動が今いま頃ごろ襲おそってきたのか、唐突に猛もう烈れつな眠気が襲おそってきた。くそ、目ま蓋ぶたが重くて開けていられない。

　興味も湧いてきたしもう少しこの作家のことを知りたかっ……

　…………。

　………………………………。

　どおおおおおおおおんっ！

　天地がひっくり返るような衝しよう撃げきに、オレはベッドから飛び起きる。

　な、ななな、なんだなんだ!?

　いったい何が起きた？　地じ震しんか？　雷でも近くに落ちたか？

　オレは急いできょろきょろと周囲を見回す。

　窓から差し込む太陽が部屋を明るく照らし出だしていた。って太陽!?　どうやらいつの間にやらオレは寝こけてしまったらしい。

　昨日必死こいてやっていた夏休みの宿題が積み重なった机、雑誌や脱ぬぎ散ちらかした衣類などで少し散らかったフローリングの床ゆか、漫まん画が本ぼんが大半を占しめる本ほん棚だな――実に見慣れたオレの部屋しろだ。

　そう、本当に何一つ変へん哲てつがない。あれほどの衝撃があったにもかかわらず。

　天井からぶら下がっている照明もぴくりとさえ揺れていない。

「ゆ……め……？」

　うわっ、はっず～！　高校生にもなって何やってんだよ、オレ。

　最近、常識外れなことばっかり起きてるからなぁ。夢と現実の区別がつかなくなってきてたりとか？

　ま、まあ、とりあえず誰だれにも見られなくて良か――

『きゅうう……』

　聞き覚えのない声に後ろを振ふり向むくと、なんかお尻しりがベッドから生えていた。

　男のそれみたいにごつごつざらざらしていなくて、ツルンっとしていて丸みを帯びた実に柔やわらかそうなかわいらしいお尻である。

『もう、いきなりなんなんですの？』

　しかもなんかしゃべっていた。

　……は、はは、もしかしなくてもオレ、夢見てんだな。

　相当欲求不満なのかも。悲しいけどオレ、男なのよね。

　考えてみればここ最近、なんか女の子たち（しかも美少女揃ぞろい！）とのそういうイベント、妙みように多かったもんなぁ。夏休みの終わりなんて、超ちよう美び人じんに抱だきつかれて耳元で「抱いて」だもんなぁ。

　あの時、理性を保てたことは、自分で自分を褒ほめてやりたいぐらいだ。なのに肝かん心じんの片かた想おもいの相手、明日香先せん輩ぱいとはそのせいで女たらしという誤解がさらに深まったりして……微び妙みように関係が後退したというか……。

　でもだからってこんな夢を見るなんて……オレって……オレって……。

『うわーん、暗いよ狭せまいよ怖こわいよ～、ですわ。ここはいったい……ぷはっ！』

　なにぃっ！　お尻が飛んだぁ!?

「って……誰だ、この娘こ？」

　すぽんっとベッドの中から見知らぬ女の子が出てきたんですけど!?

　腰こしほどまである艶つややかな長い髪かみが印象的な、どこか気品のようなものを感じさせるお嬢じよう様さま然とした美少女だ。

　しかも、おいおい、まっぱですよ!?　文字通り一糸まとわぬってやつですよ！

　肩かた口ぐちから垂れた髪が二つの膨ふくらみを覆おおい隠しているのがなんとも残念……ってすぐそんなこと考えてるから最近、女じよ性せい陣じんに冷たい目で見られるんだよ。自重しろオレ。

　ふと女の子と目が合う。

　震ふるえた指がオレを指さしたかと思うと――

『きゃああああっ！　なんでバトラがいるのですの!?』

　思わずオレがベッドから転がり落ちるぐらいの、黄色い悲鳴を上げた。

　当たり前ながらオレはバトラなんて言う名前じゃない。どうやらこの子は誰かとオレを勘違いして――

　――ってちょっと待て。バトラってどう考えても日本人の名前じゃねえだろ。

　オレはサヤ姉みたいに日本人離ばなれした容姿はしていないし、間ま違ちがえようはずもない。いや、でも最近、キラキラネームとかいう派手派手しい名前をつけるの流行はやっているらしいしなぁ。

　中学時代のクラスメートにも獅子王破流怒レオパルドとかいうやついたし。……思えばヤツも不ふ憫びんなヤツだった。

　そう言えば、寝る前に調べていた空乃瑠雨樹ってのも、けっこう厨二的名前だよな、よくよく考えれば。

『え？　なに、これって夢？　それともまさかまさかまさか、わたくしの『乙女のメイデンオブシ妄想力ユレデインガー』はついに世界線を超ちよう越えつすることに成功したというのですの？　さすがわたくしと言わざるをえないですわね。ふふふふふふふふ……』

　オレがちょっと回かい顧こしている間に、女の子は顔を真っ赤にしてきゃーきゃー何か意味不明なことをのたまいつつ、不気味な笑えみを零こぼしてひとり悦えつに入っていた。

　ず、ずいぶんとマイペースな子だなぁ。

「……あれ？」

　よくよく見れば、彼女の身体はガラス細工のように半透明に透けていた。先さき程ほど、彼女がベッドにめり込んでいた部分も、穴なんかわずかも開いていない。

　これって……

「幽ゆう……霊れい……？」

『[image: ]……!?』

　それまでどこかトリップ気味だった女の子の表情が一変し、ぐりんっと勢い良く――そうそれこそムチ打ちになるんじゃないかってぐらいで――再びオレのほうへと振り向く。

『え、えと、つ、つかぬ事をお訊き致いたしますが、もしかして、わたくしが見えていらっしゃいます？』

「あ、ああ。見えてるけど……」

『うおっしゃああああああああ!!』

　再び解き放たれる黄色い悲鳴――と言うにはなんかあまりに猛たけ々だけしく色気の欠片かけらもなかった。

　咄とつ嗟さにオレは両耳を押さえたんだけど、まるで効果がなくて脳がかき回される。
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　ほんと……いったいなんなの、このひと？

『嘘うそうそウソ!?　ほんとのほんとにわたくしの姿が見えて、声が聞こえているんですのね？　ということはここはアヴァロニアですの!?　ああっ、夢なら覚めないで！』

　胸の前で手を合わせて、彼女はじぃぃぃんっと感動を噛かみ締しめている。

　うん、なんかまたトリップしているところ水を差すようで悪いんだけど。

　オレとしてはこれだけは言わねばならない。

　とても言い難いことだけど、言わずにはいられない。

「あの、とりあえず、服着てくれません？」

『……へ？』

　ピシリっと女の子の表情がひきつる。

　その首が傾かたむき、彼女の視線は自らの肢し体たいをゆっくりと辿たどって行き、やがて――

『いやああああああああああああ!!』

　本日最大級の超ちよう音おん波ぱ砲ほうが、オレの脳内を掻かき回まわした。

　くわんくわんと視界に星が瞬またたき、朦もう朧ろうとする意識の中でオレは悟さとる。

　どうやらまた、オレは何らかのトラブルに巻き込まれたのだ、と。







ACT2







　東の空が綺麗に暁あかつきに染まっております。

　目が覚めるや、わたくしは空へと飛び立ちます。

　ふふふ、実に三日ぶりになりますか。

　ここ最近はずっと机にかじりついておりましたものね。

　やはり空はいいものです。

　嫌なこと全すべて、忘れることが出来ます。

「っ！」

　なんでしょう？　今、全身に何か違い和わ感かんのようなものが疾ったのですが……。

　なんて呑のん気きに構えていられたのはそこまででした。

　さらに信じられないことが起こったのです。

　ぐんっ！　実体を持たないはずのわたくしの身体が、引っ張られるではありませんか。

　ほえ、ほえ、ほえええええええええ!?







『もうこちらを向いても宜よろしくてよ』

　許しの声に、オレは女の子のほうを振り返かえった。

　女の子は薄うす目めのグリーンのパジャマを羽織り、その長い髪をふわふわの黄色いヘアゴムでツインテールにまとめていた。カチューシャで前まえ髪がみを上げ、おでこを顕あらわにし、さっきまでとはかなり印象が違ちがう。

　あっち向いていてくださいまし！　と言われオレがドアとにらめっこしている間に彼女がどこからか用意したもののようだ。

　ただ下までは用意できなかったらしい。パジャマがちょっと彼女には大きめということでなんとか裾すそで隠かくれてくれてはいるんだけれど、それでもなんかさっきからチラチラと水色の縞しま々しまが視界に飛び込んでくるのをどうにかしてほしい！

　かなり切実に！

　見えないなら完全に見えない、見えるならもうずっと見える、このどっちかなら気にならないのだけれど……ちくしょう！　見えたり見えなかったりってのが一番気になるんだよっ！

『とりあえずお騒さわがせして申し訳なかったですわ』

　一ミリたりとて頭を下げず、ツインテールの一ひと房ふさを後ろに流し、傲ごう然ぜんと胸を張って言う様は、少なくとも謝あやまっているようにはぜんぜん見えなかった。

　まあ、こっちとしても裸はだか見てたりするし（重要なところは見えなかったからな！）、その辺ヘタに突っ込んだら藪やぶから蛇へびを出しそうだしぐっと飲み込む。

「あの、き、君ってその、や、ややや、やっぱり、ゆ、幽ゆう霊れい？」

　服越ごしに後ろの景色――オレがファンのプロ格かく闘とう家かのポスター兼けんカレンダーが透けて見えるんですけどぉっ!?　あとほら、なんかぷかぷかと、明らかに宙に浮いてるし！

　どう見てもこれ、実体じゃないですよねぇぇぇっ!?

『ふふっ』

「ひぃっ！」

　なんかにぃっとおどろおどろしく口くちの端はを吊つり上あげてるし！

『あら、そんなに怯おびえなくともいいじゃありません？』

「ううっ、ご、ごめんなさいごめんなさい。ちょっとその、そういうのが苦手で」

　忘れもしない小学校二年の夏、なんか地域の催もよおしの林間合宿みたいなヤツにサヤ姉と参加したんだけどさ、それでなんか怪かい談だん百物語をやることになり……

　もう言うまでもないだろう。サヤ姉がその天才性を思う存分発揮し、参加した子どもはおろか、引いん率そつの大人たちまでまとめて恐きよう怖ふのどん底に追い込みやがったのである。あの時のサヤ姉は……ぶるるっ、今思い返しても背筋が凍こおる。

　以来、どうにもホラー系全ぜん般ぱんが苦手になってしまったのだ。男の癖くせに情けねえとも思うんだけど、どうにも恐怖のほうが先に来ちゃうんだよなぁ。

『安心なさって？　一応これでも生きておりますわ。リアルボディは今いま頃ごろわたくしの部屋のベッドで安らかに眠ねむっているはずです』

「そ、そうか」

　なんかリアルボディという単語が、それまでの言こと葉ば遣づかいから激しく浮いていたような気がしたけれど、とりあえず生きているなら一安心だ。生命力を吸い取られて衰すい弱じやく死しとかそういうことはなさそうだし。

『まあ、言うなれば生いき霊りようですわね』

「余計なまなましいじゃねえかぁっ！」

　反射的に布ふ団とんにダイブしそうになったぞ！　女の子の前で情けない姿は晒さらせないという意地だけでなんとか踏ふみとどまったけれども。

　なに、まさかオレを呪のろい殺しにきたの!?　オレってばいつのまにそんな根深い怨うらみ買ってたの!?　このひととは初対面のはずなんですけど！

　最近、《オーバーライン》と呼ばれる超ちよう能のう力りよく者しやたちと関かかわり合あいになることが多かったけれど、いくらなんでもこれは……ん？

『くすくすっ、ごめんなさい。あんまり貴方あなたの怯えっぷりが可愛かわいらしくて、ついいじめてしまいましたわ。実はわたくし、なぜか幽体離脱が出来る特異体質みたいですの』

　うん、やっぱり新たな《オーバーライン》っぽい。どうやらつくづく、オレはそういう星の下に生まれついてしまったらしい。

　またまた出会ってしまうなんて、な。

『あっ、申もうし遅おくれてましたわね。わたくし、現世での名を尼あま塚つか空そら、魂たましいの真名を空乃瑠雨樹と申します。以後、お見知りおきを』

　珍ちん妙みような言い回し。だけどそんなことより名前のほうが気になった。

　どこかで聞いたような？　それもごくごく最近、凄すごく身近なひとから。ちっくたっくちっくたっくちっくたっくちーん。

「ってアニメ化も決定している超ちよう売うれっ子こ中学生作家!?」

『あら、男の方にも知っていただけてるなんて。わたくしも有名になったものですわね』

「えと、オレの先せん輩ぱいが、君の大ファンみたいで」

『あら、大ファンだなんて。光栄ですわ。その方にも宜しくお伝え下さい』

　ふふっと誇ほこらしげに、そして嬉うれしそうに尼塚さんが笑みを零す。

　マジで本物……なの、か？

　そうなると、何より気になってくるのが――

「え、えと、そんなマジもんのプロ作家が、なんでオレなんかの部屋に？」

　――だった。

　あり得ないだろ、普ふ通つうに。しかも幽ゆう体たいだったりするから余計に現実感がない。太ももをつねってみるんだけど普通に痛かった。

『う～ん、それがわたくしにもよくわからないのです。修羅場明けに朝の空中遊泳と洒落しやれこんでいましたら、いきなり、凄い力に引き寄せられまして、気がついたらこの部屋に……。ふふっ、どうやら地球の引力に魂を引かれたようです。所しよ詮せんわたくしも愚おろかなオールドタイプに過ぎなかったようですわ』

　いまいち後半は何を言ってんのかわかんなかったけれど、とりあえず単なる偶ぐう然ぜんってことか？

　まあ、百歩譲ゆずってそれはいいんだけどさ……。

　ちらっとオレは改めて、尼塚さんを見つめる。

　ウェブで調べた限りだと、確かオレより一つ下、中学三年生、だったっけ。その容姿や物もの腰ごしには、どこか育ちの良さというか気品とでも言おうか、とても洗練された美が漂ただよっていた。

　……うん、どっからどう見ても美少女……だよなぁ。

「はあ……」

　思わず重い溜ため息いきが漏もれる。綺き麗れいな女の子と出会えてその態度はなんだよ、と半年ぐらい前のオレなら言うだろうけれど、ここ最近ソレ関係で周りから嫌いや味みを言われ続けている身としては、また新たな女の子と、なんて責められるのは目に見えてるわけで……うあっ、なんかキリキリと胃が痛くなってきた。

『ずいぶんとあっさり受け入れておられますわね？　普通のひとがこのような事態に直面したとき、もう少し違うリアクションを取られると思うのですが』

「いや、ちょっとこの手の摩ま訶か不ふ思し議ぎなトラブルには、最近縁えんがあって、ね」

　オレはざっと《オーバーライン》のことを尼塚さんに説明する。

　今、この街にはわかっているだけで一〇名近い超ちよう能のう力りよくを持った人間がいて、うちの何人かがオレの知り合いである、と。

『にわかには信じがたいですわね』

　全てを聴きき終えた後、当然ながら尼塚さんは当とう惑わくした表情を見せた。

　まあ、いくら自分が人とは違う《力》の持ち主だからって、他にもそういう能力者たちが複数いるってそう簡単に信じられることじゃあないよなぁ。

　さて、どう言えば信じてもらえるかなと思案しかけて、ふと、尼塚さんがじっとオレの目を真しん摯しに見つめていることに気づく。

『ですが、信じましょう。貴方の瞳ひとみは嘘を言っている瞳ではありません』

「あ、ありがとうっ！」

　感動に思わずオレは身を乗り出していた。

　く～～～～～っ！

　こんなこと言ってもらえたの初めてだよ！

　オレは先輩を除けば、天に誓ちかってやましいつもりで女の子に近づいたことなんかないのにさ！

　可愛い女の子を見ればたらしこもうとする最低の真性ケダモノ扱あつかい！　呆あきれた溜息つかれたり冷たい目で見下されたりという、非常に肩かた身みの狭い、そして理り不ふ尽じんなこの状じよう況きよう!!

　あ、やべ、ちょっと涙なみだ出てきたよ。誰もオレのことなんてわかってくれないんだ、とちょっと内心拗すねていたところだったのだ。

　はっはっはっ、しかし、その辺はさすが売れっ子作家！　やはり人間の本質ってやつを見み抜ぬく力に優すぐれているんだな、うん。

『ここまで感激されると、ちょっとこういう台詞せりふを言ってみたかっただけ、とは言えませんわね』







　ピピピピ、ピピピピ……

「うおうっ！」

　唐とう突とつに携けい帯たいのアラームが鳴なり響ひびき、オレはびくっと思わず身体をすくませた。

　なに、もうオレが女の子と一いつ緒しよにいるってことが誰かにバレたの!?　オレってマジで誰かに監視されてない!?

　と、被ひ害がい妄もう想そうに陥おちいりかけたところでふと気づく。

「起きる時間か……」

　自分でセットしておいて何考えてんだよ、オレは。

　しかし、思考がまずそういう方向に行くあたり、オレって実は自分で気づいていないだけでかなり追おい詰つめられているんじゃね？

　……まあ、今は深くは考えまい。

　セットしておいた時刻は確か七時だったっけ。時間的にはまだ余よ裕ゆうはあるな。

『そう言えば新学期が始まってるんでしたわね』

「ってなに他人事みたいなこと言ってんだよ。尼塚さんだって学生だろ？　早く帰って準備しないと」

『いえ、わたくし、学校には通っておりませんので』

「え？」

　目を瞬かせて、オレは尼塚さんほうへと振り返る。

　中学生は、義務教育期間だ。日本国民の義務として、学校に行かなくてはならない。なのに通っていないということは……。

　オレの経験上、《オーバーライン》はその力ゆえに、人間関係に問題を抱かかえているケースが多い。と言うことは尼塚さんも？

　って、初対面でいきなりそんなこと聞くわけにもなぁ。でも、先月はその辺を聞かなかったせいで問題が大きくなったりしたし。

　ええい、聞いちゃえ。

「あの、差し出がましいのを承知で聞くけど、何か悩なやみ事ごととかあるなら訊きくぜ？」

『いえ、そういうのは特に何も。毎日ハッピーですわよ』

　あっけなくケロリと言う尼塚さん。

　う～ん、オレの考えすぎだったか？　何かを隠してるとか、そういう感じじゃあなかったし。クラスメートの薫かおる曰いわく『女は生まれながらの女優』らしいから、演技の可能性もなくはないのだけれど……

　なんつーか、尼塚さんには当時の明あ日す香か先輩や聡さと里り、希き優ゆさんにあった陰がないんだよなぁ。接していて、ぞわっと心が落ち着かず焦しよう燥そうに駆かられるような危うい感じがしない。

　だから、多分大だい丈じよう夫ぶなのだろう。

　いや、まあ、所詮、オレの勘かんでしかないんだけど。

「わりいな、いきなり変なこと訊いて。それで、その、オレは学校あるんで着き替がえとかしたいんだけど……」

『生着替えキター[image: ]ー!!』

「あ、尼塚さん？」

　いきなりの大絶ぜつ叫きように、思わずたじろぐオレ。

『うふふ、ふふふ、ふふふふふふふふ……』

　虚うつろな笑みが尼塚さんの口から零れ落おちる。

　どうやらオレの勘はずいぶんと鈍にぶっていたらしい。陰がない？　いやいや、なんかもっと深く底無しな、ブラックホールみたいな『闇やみ』を感じるぞ。

　しかも、なんだろう？　彼かの女じよの『闇パンドラボツクス』には関わるな。そうオレの勘が最大級の警報を鳴らしている。

　こんな感覚は初めてだ。普ふ段だんなら、見過ごせない！　とか思えるのに、今回はとにかく「全力で逃にげろ」と訴うつたえかけてくる。これはいったい……！

『あっ、おほほ。わたくしとしたことがつい取り乱してしまいましたわ。忘れてくださいまし。そうですわね。学校があるんですわよね。ささ、どうぞ、お着替えなさって』

「いや、だから尼塚さんがそこにいられると、その……」

『わたくしのことなど気になさらずに！　それこそ空気とでもお考えください。ええ、幽霊だけに！』

　やっぱおかしいよ、このひと！

　なんか目を血走らせてオレのことガン見し始めてるし。

　はあはあと息荒あらげてるし。

　先程までのお嬢じよう様さま然とした仮面をかなぐり捨て、豹ひよう変へんした姿は獣けもの以外の何物でもない!!

「いや、その、女の子に見られながら着替えってのはやっぱりちょっと……」

　女の子というより尼塚さんの前で着替えることに抵てい抗こうがある。ぶっちゃけ貞てい操そうの危機を感じるし！

「だから部屋から出てもらえると助かるというか……」

『……わたくしの裸見たくせに』

「いいっ!?」

　ここでそれを蒸むし返すかぁ!?

　と、一瞬でも怯ひるみを見せたのがいけなかった。好機と踏み、キラーンっと尼塚さんの瞳が煌きらめく。

『そうですわ！　わたくしの恥はずかしい姿を見ておいて、自分だけ隠そうというのは男らしくないと思います』

「それとこれとは話が別だろ!?」

『問答無用です！　女と男では裸の価値が違うのです！　にもかかわらず等価交こう換かんで済ませて差しあげようというのですから、むしろ感謝してほしいぐらいですわ！』

「う、うぐっ！」

　咄嗟に返す言葉が見つからず、詰まる。

　確かに尼塚さんの言は、筋は一応通っているように聞こえる。でもやっぱりなんかおかしいだろぉっ!?

『さあっ！　さあっ!!　さあっっ!!』

　その有う無むを言わせぬ剣けん幕まくに圧され、結果。

　じっくりたっぷりねぶりあげるように着替えの一部始終を観かん賞しようされました。

　その時のことは割かつ愛あいする。おぞましすぎて語りたくない。

　しくしく、ごめんなさい、明日香先せん輩ぱい。

　オレ、汚よごされちゃいました。

　もう……お婿むこにいけないっ！

『イヤ！　イヤ！　ブラザアアアアアアアア!!』

　あととりあえず誰だれかこの雄お叫たけびをあげてるひとをどうにかしてください。







『お、おほほ。ごめんなさいね。男の子の生裸なんて初めて見たものですから、つい取り乱してしまって……。わたくしってその、そういうのにぜんぜん免めん疫えきなくて……』

　嘘うそつきやがれ！

　今いま更さらのように取とり繕つくろう尼塚さんに、オレは心の中で盛大に毒づく。あれは絶対にそんな可愛いもんじゃなかった！

　めっちゃ喜んでいたよね。

　興きよう味み津しん々しんだったよね。

　狂きよう喜き乱らん舞ぶして荒ぶってたよね!?

　不信をありありとたたえたオレのジト目に、尼塚さんはそっと悲しそうに目を伏ふせる。

『わかりました。貴方には全てをお話ししましょう。実は、わたくしには幼い頃ころより憧あこがれ慕したってきたひとがおりました』

　訊いてもないのに、なんかいきなり自分語り始めた!?

　関係ないよね、どう考えても関係ないよね。オレの着替え見てはあはあ言ってたことと、憧れのひとがいることと。

　っていうかそんなひとがいるなら、他の男の着替えを観賞するなよな！

『本当に本当に、わたくしはその方のことが大好きで、彼かれと一緒になれるのなら、家も財産も全て投げ捨ててもいいと心から思えるぐらい、愛しておりました』

　その声に篭こもった熱は、ただただ真しん剣けんだった。本当にその『彼』のことが好きなんだなぁ、とひしひしと伝わってくる。

　なんか最初は単に話をそらしたいだけの方便かと思ったけど、どうやらそうでもないらしい。

『でも、わたくしとその方は、絶対に結ばれぬ運命だったのです！』

「……教師が相手だったとか？」

　中学生ぐらいの女の子が、若く格好よくそして年上の頼たより甲斐がいのある先生に惚ほれてしまうというのはよく聞く話だ。

　とは言え、先生が生徒に手を出だすわけにもいかないだろう。普通に淫いん行こう条例とかにひっかかるだろうし。

　尼塚さんがふるふるっと首を振ふる。

『いいえ、身分などいくらでも乗のり越こえようがございます。わたくしと彼とを隔へだてる壁かべはもっともっとはるかに険しく、どうしようもないものなのです。わずかに触ふれ合うことも、声を交かわすことも許されぬ、ただただ見つめるだけしかできない、そんな叶かなわぬ恋こいなのです……』

　ふうっと、尼塚さんは心の底から諦あきらめ切った自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべる。

　訊いてるだけで、胸が苦しくなった。

　オレも尼塚さんと同じように、観かん田だ明日香先輩という、心の底から好きだと言えるひとがいたから。

　もし、尼塚さんと同じ見守ることしかできない立場になんて置かれたら……。

　つくづく、このひとに関してはオレの勘は当てにならないな。これほどの『絶望』を背せ負おって、何が陰がないだよ。

『ああ、バトラ、貴方はどうしてバトラなの……』

　尼塚さんが悲痛な声で愛いとしいひとの名前を呼ぶ。

　バトラってことは外国人か？　サヤ姉の両親がそうだったから伝え聞いてるんだけど、国際恋れん愛あいってのはけっこう大変らしいんだよなぁ。

　生まれた国が、いや、正確には民族が違うと、もう根本的な価値観から違うらしい。当たり前だって思うことがとことんズレるんだとか。

　創作の中とかじゃロマンティックだけど、毎日一緒に暮らすとなるとその辺が凄いネックになるんだとか。国際結けつ婚こんの離り婚こん率りつが三割超ちようってことからもそれはうかがえる。

『わかってます。貴方にはすでに心に決めたひとがいることは……。わたくしの入り込む余地なんて、どこにもないってことも……』

　そうか……すでにそのバトラってひとには相手がいたのか。そして尼塚さんは二人のことを想おもって身を引いたんだな。

　せつねえな……。

『シン様と、仲良くね。貴方がたの幸せを、わたくしは心から祈いのってますわ』

　少し自分に酔よっている感じがしないでもなかったけれど、今ならそれぐらい許せた。許せないわけないじゃないか！

　そうでもしないと、自分を置いて幸せになる二人を祝福なんて、できるわけないじゃないか！

　我知らず、オレの双そう眸ぼうからは涙がとめどなく流れ落ちていた。ううっ、尼塚さん、変態とか思って悪かったよ。

　あんた、極ごく上じようにいい女だっ！

『だって、わたくしでは貴方を幸せにできないんですもの……。わたくしと貴方との間には、二次元と三次元というどうしようもなく越えがたい次元の壁がそびえたっているのですから！』

「……へ？」

　二次元？　三次元？

　え、え～っと……。

　…………。

　……………………。

　…………………………………………。

「あ、あの、もしかして、そのバトラさんって漫まん画がかアニメの登場人物か何か？」

『何をおっしゃるのです！　違ちがいますわ！』

「で、ですよねぇ」

　そ、そうだよなぁ。いくらなんでもそんなことねえよなぁ。オレってばなに勘かん違ちがいしてんだか。

『わたくしの脳内妄もう想そう駄だ々だ漏もれ小説「パラダイスガーデン」の登場人物です！　わたくしの理想をひたすら詰つめ込んだオリジナルキャラ愛の結晶ですわ！』

「返せ！　オレの涙を返しやがれ！」

『実は貴方ってわたくしが思おもい描えがいたバトラに瓜うり二ふたつなのです。これって運命の出で逢あいだと思いません？』

「思うかっ！」

　さすがにもうぶちキレですよ。

　真ま面じ目めに話を聞いて損したよ！　同情とか感動した自分が心底腹立たしい！

　しかも、だ。

　よくよく考えれば、相手の名前の「シン」って、明らかに女の名前じゃあない。

　少し前にその手の女子に人気だった某ぼうテレビ番組（Ｇの名を関する国民的ロボットアニメだ）に、そういう名前の主人公（♂）がいた。

　元空手部だった関係でオレはけっこう格かく闘とう漫まん画がを読むのだが、オレが生まれる前に流行はやっていた某ぼう世せい紀き末まつ救世主伝説が登場する漫画でも、最初の強敵ともの名がシンだった。もちろん彼も男だ。

　そして、そのバトラとか言うのもオレに似ているというぐらいだからもちろん男だろう。

　オレも信しん司じからの又また聞ぎきなので詳くわしいことは知らないが、世の中には男同士のカップリングを妄もう想そうして楽しむという趣しゆ味みを持つ女子がいるという。

　実は素養だけならかなり多くの女子が持っているらしいが、そのほとんどは時の経過とともに「卒業」していくらしい。

　しかし、ごく一部の者は病をこじらせにこじらせ、やがて腐る。

　彼女たちは婦女子になぞらえて、自らを自じ虐ぎやくを込めてこう呼んだ。

　腐女子、と。

　……あれ？　明日香先輩、このひとのファンとか言ってなかったか？
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『ええ、世間一いつ般ぱんではそう呼ばれておりますわね。わたくしぐらいになりますと、ただの腐女子ではなく、「腐ェニックス」と呼ばれますが』

　問い質したら恥ずかしげもなくあっさり肯こう定ていされた。

　一応、世間一般ではあんまり公にすることじゃあなかったはずなのになぁ。信司だってヲタ趣味は周りには隠かくしてるし。

　いや、まあ、このひとの場合、世間様にそういう本を大々的に売り出してるんだし、今いま更さら隠かくしようがないか。

『……わたくしが気持ち悪いですか？』

　どこか突つき放はなしたような、冷たく試ためすような視線がオレを射い抜ぬく。

　なんとなく、察した。学校に通ってないのは、多分、そういうことなんだろうな。

　性格のアクも強い上に暴走癖まであるからなぁ。あんまり集団生活に向いているとは思えない。心ない言葉を投げつけられることも多かったのだろう。

　少しだけ、昔の血が騒さわいだ。

「……いや、別に気持ち悪くはないよ」

　お世辞やおためごかしではなく、本心から言う。

　話しているとちょっと疲つかれさせられるときもあるけれど、どうも嫌きらいにはなれないんだよな、こいつ。

　なんか憎にくめないというか。それは彼女が裏表なく、自分に真正直に生きているからだと思う。

　実に自然体そのまま。世せ間けん体ていなど気にもせずに好きなことは好きと自信を持って言い切り、そこに没ぼつ頭とうして自分の人生を心から謳おう歌かしている。言いたいことも言えないこんな世の中じゃ、とても羨うらやましい生き方だ。

「むしろ格好かつこいいって、思った」

　だってオレは誰かに自信を持って言い切れるものを、持っていないから。

　空手は辞やめてしまったし、勉強もそれほど得意でもないし、漫画とかもそれなりに読むけれど、没頭しているってほどでもない。

　そりゃ明日香先輩のことは心から好きだって言い切れるけれど、それは微び妙みように何か違うような気がするし。

　多分、オレらぐらいの年ねん齢れいは、そういう人間のほうが多いんだろうけれど、どれも中ちゆう途と半はん端ぱ、自分が何が好きなのか、自分が何をやりたいのか、そういうのが本当に漠ばく然ぜんとしているんだよなぁ。

　もちろんしなければいけないことを放ほう棄きしてただ好きなことをしているだけなら、人としてどうか、と思うけれど、彼女の場合、そこで培つちかったもので、多くのひとを喜ばせ、楽しませている。

　年下だってのに、誰に頼るでもなく、自分の才能を世間に認めさせているこいつが、心底眩まぶしかった。

『あ、あはは。この趣味のことを男の子に肯こう定てい的てきに言われたのは、は、初めてですわ』

　なんか妙みように感激された。

　確固とした自分を持っている彼女だけど、それでもやっぱり誰かに褒ほめられるのは悪い気はしないらしい。この辺は年相応の女の子なんだなって思う。

「あ～、いやオレだってボーイズラブ自体は受け入れ難がたいんだけど、さ」

　ぽりぽりっと頭を掻かきながらオレ。

　まあ、確かにコレに関しては抵抗感のない男は少ないだろう。男同士で抱だき合あったりキスしたり見つめ合ったりなんてのは、どうにも生理的嫌けん悪おが先に来るのだ。

　でも――

「他人の趣味をとやかく言うのは野や暮ぼだろ」

　誰の迷めい惑わくにもなっていない限り、他人の趣味にあれこれ難なん癖くせつけたり変なレッテル貼はったりするヤツのほうがよっぽど狭きよう量りようでつまらない人間だとオレは思う。

　実際、主義とか主張を他人に押おしつけてくるヤツほど、うざいものはない。

『あっさりそんなことをおっしゃれるなんて、さすがバトラですわね』

「待て、オレはバトラじゃない」

『いいえ！　そのお顔、その体格、そのお声、貴方あなたはどこからどう見てもわたくしが夢に想い描いた理想のバトラ！　それ以外の何者でもありませんわ！』

「勝手にオレの存在を規定すな！　オレには両親からもらったちゃんとした名前が――」

『そんなのは現世での仮かり初そめのものにすぎません。バトラ、それが貴方の魂たましいに刻まれた真名なのです！　これだけは絶対に譲ゆずれませんわ！』

　改めて、繰くり返かえそう。

　主義とか主張を他人に押しつけてくるヤツほど、うざいものはない！

「……好きにしてくれ」

　説得の無む駄だを痛感し、うなだれる。

　やっぱり作家だからかな？　とことんゴーイングマイウェイな子だ。

「さて、朝のお忙いそがしい中だというのに長居をして申し訳ありませんでしたわ。名残惜しいですが、そろそろわたくしは帰ることにいたします」

　尼あま塚つかさんは外面だけは貴婦人っぽく流りゆう麗れいに微笑ほほえむ。

　いや、このひとの場合、貴き腐ふ人か？

『ではごきげんよう』

　ひらひらっと優ゆう雅がに手を振る尼塚さん。

　振り続ける尼塚さん。

　やがて。つつーっと一筋の汗あせの珠たまが頬ほおを伝い落ちていく。

「……帰るんじゃなかったのか？」

　嫌いやな予感を覚え、問とい質ただす。

『おかしいですわね。念ずれば好きな場所に瞬しゆん間かん移動できるはずなんですけど』

　尼塚さんが不思議そうに小首を傾かしげる。

　なにやらトラブルが発生したらしい。

『それならば……じゅわっ！』

「おおっ！」

　両手を天に突き上あげ、奇き妙みような掛かけ声ごえとともに尼塚さんが勢い良く飛び上がったかと思うと、そのまますっと天てん井じようをすり抜ぬけていく。

　さすが幽ゆう体たい、自由に空を飛び回れる上に、障害物も素す通どおりできるのか。さっきは瞬間移動も可能とか言ってたし、ほんとなんでもありだな。なんかすっげえ楽しそうだ。

《オーバーライン》の能力ってのは、一見便利そうに見えてもけっこう他人にはわからない苦しみがあったりするものだってことはこれまでの経験で知ってはいるんだけど……やっぱり正直に言えば少し羨ましいと感じる自分がいる。

　べ、べつにこの《力》があれば先せん輩ぱいの着替えとかお風ふ呂ろとか覗のぞき放題だなぁ、とか考えてないぞ！

　……ほんのちょっとしか。

「まあでも、これでとりあえず台風一過ってところだな。さぁて、学こ……」

『わきゃああああああ！』

「おわあっ！」

　隕いん石せきキター!!

　突とつ如じよとして視界に現れた人間大の何かがオレの身体を突き抜けていく。

　ってもしかしなくても尼塚さんじゃねえか！　スクリュー状に錐きり揉もみしながら降ふってきやがって。すげえびびったぞ、今の。

　一いつ切さい痛みはなかったけれど、いきなりどてっぱら貫つらぬかれて、一いつ瞬しゆんマジ死んだかと思ったわ！　心臓に悪すぎる。

『きゅううううう』

　床にめりこみつつ、尼塚さんが目を回している。うん、とりあえず怪け我がはないっぽい。

　幽体だから当たり前っちゃ当たり前だけど。

「尼塚さん、なに遊んでんの？」

『あ、遊んでなどおりませんわ！　い、いきなりまた凄すごい力に引っ張られて……よし、もう一度ですわ！』

　尼塚さんはがばっと起き上がったかと思うと、再びヒューンっと天井の先へと姿を消し、

『ふにょおおおおおおおおおお！』

　また奇き声せいとともに天てん井じよう突つき抜けて降ってきた。

　南○人間砲ほう弾だんの伝承者か、何かだろうか、このひと。

　その後も、『シャアっ！』とか『ヤーチャイカ！』とか『昇しよう竜りゆう拳けん』とかけったいな掛け声とともに飛び上がっては、落下を繰り返す。

　実にアクロバティックでサーカスのアトラクションみたいな感じでちょっと面おも白しろいかも。

　作家さんだけあって彼かの女じよ、けっこうな芸人気質かたぎなのか？　迷惑をかけたオレへのお詫わびの印に楽しませようとしてくれてるんだろうか。

　正直もう少し見ていたくなってきたりもしたのだけれど……

「とにかくオレはもう下行くから、じゃ、また」

　なおも奮ふん闘とうする尼塚さんを自室に残して、オレは階段を降りトイレへと向かう。

　うむ、オレも健康な男子なので生理現象として起き床しようしたらもよおしてくるものがあるわけですよ。

　正直かなりギリギリ。便器の前に立ち、準備完かん了りよう。さあ息子むすこよ。心ゆくまで――

『はにゃあああああああああああ！』

　――解き放て！

　…………………え？

『にょわあああ！　おし、おし、おしっこが降ってきたぁっ!?』

「うああああああっ!!」

『ちょっ、あ、暴れないでくださいまし。飛び散る、飛び散ってます！　よ、よけきれ……。い、いきなり小水プレイとか何マニアックなことしてくださいますの!?』

「おまえこそ自分からトイレ突っ込んできてどういうつもりだぼけぇっ！」

『だ、誰が好き好んでそのような……ひとを痴女扱あつかいしないでくださいまし！』

「どっからどうみても痴女だろうがぁぁぁぁっ！」

『な、なぁんですってえええええええっ!!　そ、そういうバトラこそさっきからその粗そ末まつなものをみせびらかしてるじゃありませんか！』

「み、みるなぁぁぁぁっ！」

　オレは慌あわててアレを仕し舞まい込む。

　くそ、ほんとさっきからこいつには変なとこ見られまくる。

　……あとそまつじゃないやい。

『ふうっ、しかし、これではっきりしました』

　一息つき、尼塚さんは妙に真剣な顔で、マジマジとオレの顔を見つめてくる。

　あ～、なんか嫌な予感がビンビンしてきた。

　そして嫌な予感ほど当たるのが世の中というものだ。

『驚おどろかないで聴きいてくださいましね？　どうやらわたくし、貴方から離はなれられなくなったみたいです』

　九月二日（晴）

　新学期早々、なんか変な幽ゆう霊れいに取り憑つかれました。







「おはよう。相変わらず騒がしいヤツねぇ。高校生になったんだからもう少し落ち着いて欲ほしいもんだわ」

　寝しん室しつから出てきた母さんが、ぶちぶち愚ぐ痴ちりながらオレの前を素通りして台所の暖の簾れんをくぐっていく。そして何事もなかったかのように、冷蔵庫を開け、「今日は何にしようかしらねぇ」と物色を始める。

「ふあ、おはよう」

　同じく父さんも、あくびを噛かみ殺ころしつつ居間を横切ってトイレへと消える。しっかりオレのほうを見たのに、まったくいつもどおりの様子だった。

　オレの隣には、半透明の尼塚さんがぷかぷかと浮かんでいるというのに、だ。

「どうやら、オレ以外には尼塚さんの姿は視えないみたいだ、な」

　どかっと居間の椅い子すに腰こし掛かけつつ、台所の母さんに聞こえないよう少々声を抑おさえて呟つぶやく。

　とりあえずは現状確かく認にんだ。さっさとそう思考を切きり替かえられるあたり、ほんとトラブルに巻き込まれなれしてきてるよなぁ。

　四月からこっち波は乱らん万ばん丈じようすぎるんで、そろそろ平へい穏おんな人生が送りたいんですけど。オレとしては。

『そうですね。幽ゆう体たい離り脱だつできるようになってかれこれ一〇年は経たちますが、この状態のわたくしの姿を視ることができたのは後にも先にもバトラだけですわ』

「ならオレだけが視ることができるってことか。ってかなんでそんな格好なんだよ？」

　尼塚さんは未だにパジャマの上着一枚を羽織ったままだった。

　よくよく考えてみれば彼女は最初オレの前に現れた時、まっぱだった。そして幽体の物体に触れる事はできない。そしてこの姿のまま様々な障害物を素通りしている。

　つまりあのパジャマは物質ではないってことだ。

『わたくしと致しましても、男の方に肌を晒すのは忸怩たるものがあるのですが、どうにも上手くいかないのです。わたくし実は年がら年中この格好で過ごしておりまして、どうにも他の服だと上手くイメージができないのです……』

「な、なんてだらしねえヤツ……」

　思わず頭を抱える。

　なんだろう、こいつといると、ほんと女の子への幻想がガラガラと音を立てて崩れていくなぁ。

『あっ、そう言えばわたくしのことは尼塚ではなく空でけっこうですわよ』

「はいはい、空さんですね」

　なんかもう色々どうでもよくなってきた。

『さんづけなんか他人行ぎよう儀ぎですわ。あと、敬語もいりません。わたくしのほうが年下のようですしね』

「じゃあ空」

『おふうっ！　今、ずきゅぅぅぅんと来ましたわ！　もう一度！　もう一度おねがい致いたしますわ！　ワンモアプリィィィィズ！』

「絶対やだ」

『ううっ、バトラったら、つれないですわ』

　ええい、体育座ずわりして床ゆかに「の」の字を書き始めないでくれ。

　うん、悪いひとじゃあないんだけど、やっぱり接しているとほんとすげえ疲れるなぁ。

『ああ、でも、こんなバトラも嫌いじゃない、嫌いじゃないですわ！　これはこれでそそるものがあります！　実に興味深いですわ。ふふっ、ゾクゾクするです。さあ、バトラ！　もっともっとわたくしに冷たい言葉を投げかけてくださいましっ！』

　……ほんと悪いひとじゃあないんだよな。

『空、お前は今日からオレのものだ。な、何をするつもりなのです？　くくく、オレ好みの雌めす犬に躾しつけてやるぜぇ。ほら、靴くつを舐なめな。い、いやああ!!』

　ただどうしようもなく変態なだけで。

　なんかいきなり一人芝しば居いまで始めだしたので、手に負えず、とりあえず時間も時間だし居間に放置してオレは玄げん関かんへと向かうことにする。

『にょわあああああああああ!!』

　途と端たん、奇声とともに空がスライディングよろしく低空飛行で滑すべりこんでくる。

　とりあえず、ひょいっとジャンプしてかわす。ぶつかっても痛くも痒かゆくもないのはわかってはいるんだけど、まあ気分の問題だ。

　着地ざま振ふり向むくと、浜はまに打ち上げられたトドよろしく、空が玄関にピクピクと打ち上げられていた。

『い、移動するならこ、声ぐらいかけて下さいまし！　いきなりだとこれけっこう心臓に悪いんですのよ！』

「ほんとにオレに引っ張られてる感じなんだなぁ」

　しみじみと呟く。

　正確な距きよ離りは測ってみないとわからないけど、だいたい五メートルってところか。それ以上離れようとすると、強きよう烈れつな引力のようなものが発生して、空をオレの元に呼よび戻もどしてしまうようだ。

　理由は不明だが。

『まあっ！　わたくしを疑っておいででしたの!?　これでも由緒正しき尼塚の娘むすめ、こんなことで嘘うそをつくほど落ちぶれてはおりませんわ！』

「あ、わりぃ。そんなつもりなかったんだけど。念のため確認したかっただけで。……まあ、落ちてるところは落ちるところまで落ちてるんだけどな、空は。更こう生せい不可能ってぐらいに」

『独り言のつもりなのでしょうけど聞こえておりますからね？』

「あ、やべ。ってまあいいか。空だし」

『空だし!?　どういう意味ですの!?』

「気にしない気にしない（笑）」

『……軽い……わたくしの扱いが……非常に軽い……』

「そりゃ幽霊だしな。実際浮ういてるし」

『そういう意味ではございません！』

　ぷりぷりと頬を膨ふくらませ、空はそっぽを向く。

　う～ん、一応、作家って、「先生」って呼ばれるぐらいで、尊敬の念がないわけじゃないんだけれど、なんかどんどん空の扱いがぞんざいになっていくオレがいるなぁ。

　本人にはそういうつもりは露つゆほどもないだろうし不本意でもあるんだろうけど、天然ゆえのいじられ系とでも言おうか。

　う～む、オレもどっちかというといじられ系のほうなんだけど、空と接しているとどうにもその辺のペースが狂くるう。

　ちょっとＳに目覚めそうだ。

「でも、とりあえずさ、お互たがいこのままってわけにはいかないよなぁ」

『まあ、それほど気にならさずとも、昼までにはなんとかなるかと思います』

「その根こん拠きよは？」

『わたくしの能力「乙女のメイデンオブシ妄想力ユレデインガー」は――』

「……二つ名とか厨二だな」

『うるさいですわ！　話の腰こしを折らないでくださいまし！』

「わぁったよ」

　こいつにだけは言われたくないなぁ、と思いつつもしぶしぶ頷うなずいてやる。

　話が一向に進まないし、な。

『わたくしがこの状態の間、肉体の方は睡すい眠みん状態にあります。逆に言いますと、肉体の方の目が覚めれば、わたくしは幽体を維い持じできません。これはわたくしの意思ではどうにもなりません。実際、以前、サッカーの王子様、略してサカプリのミュージカルを観かん賞しよう中、そのクライマックスにいきなり肉体に引ひき戻され、あの時はあまりのショックに涙なみだが止まりませんでした』

「ちゃんと金払はらって見れよ。十分金稼かせいでるだろ、おまえ」

　って、舌の根も乾かわかぬうちにまた突っ込んでるし、オレ。

　そもそもこいつの話は突っ込みどころがありすぎるのが悪い！

　でも、眠ねむっている間だけ能力が発動するってのは、興味深い。その点だけに限るならば、明日香先輩と全く同じだから、な。

　……あれ？

「おい、空。お前昨日、何時に寝たんだ？」

『四時ごろですわ』

「……さすが作家。不規則な生活してんなぁ。でもなるほど。だから昼までには、か」

　今の時刻は八時少し前。つまり、空の身体が睡眠に入って四時間弱、経過していることになる。普ふ通つう、人間の睡眠時間はだいたい六～八時間ほどだ。つまり、後四時間以内に平時なら勝手に肉体のほうが目覚めると言いたいのだろう。

　理には適かなっている。実際、《オーバーライン》の能力は、少なくともオレが知る限り、基本的に能力者本人にも自由にオンオフすることができない。

　眠ることで自動発動、起きることで自動解除と言うのは、このルールに合がつ致ちする。そしてこれは言いい換かえるならば、条件さえ満たせば、本人の意思に関係なく強制的に能力がオフにされるということでもある。空がミュージカル観賞中に無理やり呼び戻されたように。

『ええ、ですのでそれまでつかの間の逢おう瀬せを楽しもうではありませんか♡』

　空がこの事態にも妙に楽観的なのは、その《強制力》みたいなものを無意識に感じ取ってるからかもしれない。

　ただなぁ。

　最近のオレの経験則的に、そう易やす々やすとことが片付くとはどうにも思えないんだよなぁ。







　玄関を開けるとそこにはいつも待ってるひとがおらず、不思議に思いつつ高たか尾お家を訪ねると秘書の涼すず原はらさんに、サヤ姉の風邪が悪化して今寝込んでいることを告げられた。

　涼原さんは聡里に呼び出されたらしい。こんな早朝からご苦労様です。そう労ねぎらったら、「サヤさんは私にとっても妹みたいなものですから」とのことだった。ほんと秘書の鑑だな、涼原さん。

　そして聡里はと言えば、当初こそ家で看病することを主張したらしいけれど、「登校二日目から学校休んでどうするの？　今が一番大事な時でしょ」というサヤ姉の説得でしぶしぶ登校したとのことだった。

　……オレを待たずに先に行ったってことは、まだ怒おこってるようだ。

「しかし、まさかあのサヤ姉をノックダウンするような風邪かぜがこの世界に存在していたとは……」

「もうっ！　そういうところが聡里ちゃんの逆げき鱗りんに触ふれてるんだよ？」

　めっ！　と隣を歩く明日香先輩に叱しかられた。

　ふむ、確かに今のはちょっと不ふ謹きん慎しんな発言ではあったかもしれない。でも、正直な感想でもあるんだよなぁ。

　本人には絶対に言えないけれど、サヤ姉はオレにとって『強さ』の象しよう徴ちようだ。ガキの頃ころからずっと頼たよりにしてきて、届かないことはわかっていたけれど、それでも憧あこがれ、ずっと背中を追い続けてきた存在なのだ。

　そりゃサヤ姉だって人間だし、風邪ぐらい引くのはわかってはいるんだけれど、どうにも現実感がない。

　ほら、筋骨隆りゆう々りゆうの大男が仔こ猫ねこに怯おびえていたりしたらやっぱり違い和わ感かん覚えるだろ？　オレの今の心境はそれに近い。

「サヤさん大だい丈じよう夫ぶかなぁ。もしかしなくても、やっぱりわたしの記き憶おくを取とり戻す時に無理したせい、だよね」

「先輩。サヤ姉のはあくまで風邪で、それとこれとは……」

「ううん。風邪ってやっぱり体力が落ちている時にかかるものでしょ？　あの時のサヤさん、すごく疲つかれた感じだったし……」

　思いつめた表情で、明日香先輩がうつむく。

　あくまでオレの印象だけど、《オーバーライン》の罹り患かん者しやって、妙みように自罰的なところがあるよなぁ。明日香先輩も、聡里も、希優さんも。

　そして、サヤ姉も。

　なんでもかんでも自分で背せ負おおうとするし、これも見方によっては自罰的と言えると思う。責任の全すべてを自分に、ってことだからな。

　そう考えると、他人への変身能力を持っていた委員長も、もしかしたら罪の意識に押し潰つぶされ、それで歪ゆがんでしまったのかもしれない。

　ならば、そうは見えないけど空もきっと――

『なんてかーいーんですの～。こんな美少女が現実にもいるだなんて！　わたくしの秘蔵コレクションで着きせ替えまくりたいですわ。メイド服、ナース服、巫女みこ服、ビキニアーマー、うふふふふ～。想像するだけでよだれが……』

　うん、こいつだけはなんかイレギュラーっぽい気がする。

　実は明日香先輩を見てからというもの、ずっとこんな調子である。明らかに正気を失っている。つーかこっちのほうが正常運転、か、こいつの場合。

　明日香先輩に空のことを話すかどうか迷いはしたんだけど、とりあえず今は黙だまっておくことにした。とりあえず同じ《オーバーライン》ならあるいは、と思ったんだけど、先輩にもこいつの姿は視えないし、声も聞こえないみたいだし。

　熱ねつ烈れつなファンの作家とは言え、それじゃあなぁ。一応、昼ぐらいまでには解決する予定だし、やっぱり見て話せる生身の空と対面させてあげるのが一番喜んで貰もらえそうだ。

『はああ……はああ……お～もちかえり～♪　したいですわ～』

　まあ、こんな変態だと知ったら夢も覚めそうだけど。

　オレ以外の誰だれにも聞かれないからって、すでにオレに正体がばれてるからって、暴走しすぎだろ、おまえ。

「……まあ、先輩をお持ち帰りしたい気持ちだけはわからないでもないけど、な」

「っ！　…………お持ち帰り、したいの？」

　ぐあっ、独り言のつもりだったのに聞かれてたぁっ!?

　やべ、こんな下心丸出だし発言、思いっきり引かれるに決まってる。実際、先輩ってば真っ赤な顔でうつむいてるしぃっ！

　あああっ！　また女たらしとかすけべとか罵ののしられるのか!?

「い、いや、今のはですね、言葉の綾あやというか、つい口が滑ったというか、け、決していかがわしい意味じゃなくて！」

　必死に弁明するオレ。

　くそっ、これというのも隣でクネクネと妖あやしい踊おどりを踊ってる変態幽霊のせいだ。こいつが変なこと言うからっ！

　だが、予想に反して、先輩には特に怒ったそぶりはなかった。

　真っ赤な顔のまま、思わず吸い込まれそうな蠱こ惑わく的てきな流し目を送ってくるではないか。

　そしてかすれた声で囁ささやく。

「……お持ち帰り、してもいいよ？」

「え、えええっ!?」

「むしろお持ち帰りしてください？」

「ちょっ!?　先輩、いったいなにをっ!?」

「お持ち帰りしやがれーっ！」

「って命令!?」

「そして警察へ」

「美人局つつもたせじゃないですかっ！」

　突っ込みつつ、オレはがくっと肩かたを落とす。

　ちくしょう、またからかわれた。

　男の純情をもてあそばれた！

　先せん輩ぱいってほんと小こ悪あく魔まだよなぁ。いっつも振り回まわされてばっかりだ。

「バカバカバカ、わたしのバカーっ！　なんでオチつけちゃうのよーっ！　折せつ角かくのチャンスだったのにぃっ！　わたしの意い気く地じなしっ！」

　先輩は唐とう突とつにその場にしゃがみこんだかと思うと、プルプルと震ふるえ出す。よっぽどぐったりするオレがおかしかったみたいだ。

　笑い上戸なのは知ってるし、そこまで必死に笑いこらえなくてもいいっての。

「ま、まあ、冗じよう談だんはともかく、サヤさんももちろんだけど、君と聡里ちゃんとのことも、ちょっと心配だね。なんかますます溝みぞが深まってるみたいだし」

　は～っと悩なやましげな溜ため息いきをついて、先輩は視線をさまよわせる。昨日一いつ緒しよに登校していたのに今はいない存在を探しているようだった。

　いないことはすでにわかっているのに探さずにはいられない、そして当たり前ながらいないことを再確認し、最後にまた溜息。

　何気に聡里を猫ねこっ可愛かわいがりしてるひとだからなぁ。あいつとの毎日の登下校を心から楽しみにしていたのだろう。

　ちょっと、いやかなり罪悪感。

「まったく一応、恋こい敵がたきだっていうのに。聡里ちゃんっていい子だね。ほんっっっとーにサヤさんが大好きなんだなぁ。かなりジェラシーかも」

「他人事だからって呑のん気きなこと言わないでくださいよぉ。こっちはけっこう深刻なんですから」

　情けない声で訴うつたえる。

　多分、最初はほんの些さ細さいなボタンの掛かけ違ちがいだったんだとは思う。でもそれがどんどん悪化している感じがする。このままじゃ取り返しのつかないことになるんじゃないか、そういう漠ばく然ぜんとした不安に心がさいなまれる。

　ほんの些細なことがきっかけで、永遠の愛を誓ちかい合った夫ふう婦ふが離り婚こん、なんて話もよく聞く話だ。そんなことだけは絶対に避さけたい。

　いや、あいつとはそういう関係ではないけども、最愛の義ぎ妹まいではあるのだから。

「あ～、でも、ほんとどうすりゃいいのやら……」

　途と方ほうに暮れたように呟き、ぐしゃぐしゃっと頭を掻かきむしる。

　サヤ姉への態度を改めればいいのか？　歯が浮くような優やさしい台詞せりふを速発し、細やかに気き遣づかってあげる？

　そんなのはもうオレじゃないし、所しよ詮せんそんなのは表面上の見せかけだ。すぐにボロが出るに決まってる。そうなった時、余計に問題がこじれる可能性が高い。

　サヤ姉だって、オレにそんな態度取られたらうすら寒いだけだと思うし。

　ほんとどうしたもんかなぁ？

　空に取り憑かれてしまったことといい、つくづくオレの未来は前ぜん途と多た難なんなようだった。







ACT3







　つくづく今日はおかしなことばかり起きる日です。

　いきなり引き寄せられたと思いましたら。

　今度は離れられなくなりました。

　どうやらこの引力はバトラから発せられているようです。

　いったい何者なのでしょうか、彼かれは？

　そしていったい何が起きているのでしょうか？

　むずむずと作家の血が騒さわいできます。

　とは言えその検証はまた後で良いでしょう。

　というかそんなことどうでもいい！

　なぜなら。

　そう、なぜなら。

　今、わたくしの目の前にはパラダイスが広がっているのですから!!







「よう」

『シン様キター!!』

「うわぁっ！」

　いきなり両拳を天へと突つき上あげて、高らかに吼ほえる空そらに、オレは思わずのけぞり驚おどろきの声をあげる。

　多少、こいつの奇き行こうにも慣れてきたけれど（まだ出で逢あって数時間しか経っていないのにもかかわらずだ！）、それでもさすがに間近で大声だされりゃびびる。

「あっ……」

　遅おくればせながら数十という奇き異いの視線がオレへとそそがれていることに気づく。

　そりゃそうだよな。教室入ってくるなり悲鳴をあげたりするやつがいたら、何事かと誰だって思うに決まっている。

「いきなりどうしたよ？」

　声をかけてきたのは信しん司じだった。目を見開ききょとんとした顔をしている。まあ、こいつにしてみれば肩を叩たたいただけであのリアクションだからな。呆あつ気けに取られるのも無理はない。

「な、なんでもねえ。さ、昨晩ちょっと肩を打だ撲ぼくしちまってな。そこを叩かれたから思わず叫さけんじまった」

「ああ、そうなのか、わりい」

　信司が右手を顔の前で立てて謝罪してくる。

　こっちこそ嘘をついちまってわりいな。でも説明が難しいんだよ。

「そういえば今朝はサヤさんと一緒じゃなかったんだな」

「サヤ姉ならなんか風邪が悪化したみたいで今日は休み」

「なにぃっ!?　そうか、そこまで無理を押おされて始業式の挨あい拶さつに立たれておられたのか。その責任感、覚かく悟ご、この小お沢ざわ信司、その崇すう高こうなる御み心こころに感動を覚えずにはいられません！」

　はらはらとその双そう眸ぼうから涙を溢あふれさせつつ、信司はサヤ姉の家の方角に向けて敬礼する。いちいち大げさなやつである。

　そして、そんな信司を、欲望にギラついた猛もう禽きん類るいの目で見て、吐と息いきも荒あらくいやらしくほくそえんでる変態がひとり。

　さっき叫んでいた「シン様」って、空の書いてる小説『パラダイスガーデン』の登場人物だよな。確かバトラの相手役だったっけ。

「……おい、空。もしかして、シン様とやらは信司に似ていたりするのか？」
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『その通りですわっ！　まさかバトラだけでなくリアルシン様とまで邂かい逅こうできるなんて……我わが生しよう涯がいに一片の悔くいなしっ!!』

　右拳を突き上げたまま、満足気な実にいい笑え顔がおで空が打うち震える。身体を燃もえ尽つきた灰のごとく真っ白にエフェクトしてるあたり芸が細かい。幽ゆう体たいって要は空のイメージだから無意識にこうなるのか？

　しっかし安い人生だな、おい。

『ちなみにシン様はバトラの主人にして、文武両道に優すぐれた完かん璧ぺき超ちよう人じんです。その高スペックと甘あまいマスクに言い寄る女性は多いのですが、どこまでもバトラ一筋。言うなれば伊達だて政まさ宗むねと片かた倉くら小こ十じゆう郎ろうのごとき身分の差を超ちよう越えつした竹馬の友！　桃とう園えんにて、生まれた時は違えども、死す時は一緒と誓い合った仲ですわ！』

　なにその絶ぜつ妙みようなまでにリアルの信司とニアミスしている設定!?

　しかも、信司がオレ（バトラ）の主人とかふざけろよ。いくら現実じゃないとはいえ、オレがこいつにこきつかわれてるのかと思うと、非常に納なつ得とくがいかない。

　ま、まあ、あくまで空想の中のことだ。

　そう目くじらたてるものでもないんだろうけど……。







『はあ……はあ……いい……いいわぁ……もっと……もっとよ』

　空の口から艶つやを帯びた嬌きよう声せいが漏もれる。

　その瞳ひとみはとろんとしていて、表情は恍こう惚こつに染まっていた。

　なんで、なんでこんなことになっているんだろう？

『そんなっ！　いきなり足あし蹴げにするなんて……もう可愛い顔してＳなんだから。そんなところもそそるんだ・け・ど♡』

　真上から照りつける太陽は未いまだ夏の面おも影かげを強く残していた。フェーン現象特有のじめじめとまとわりつくような空気の中は実に不快極きわまりない。

　だが、オレにまとわりついてる空気のようなヤツがとにかく不ふ愉ゆ快かい極きわまりない！

『まあ、そんなにお尻しりを突き出して……そんなに欲ほしいのね』

　いい加減にしやがれこんちくしょうっ!!

　再来週に行われる体育祭の組体操の練習してるだけだっての！　思わず声を荒らげてツッコミたくなったが、なんとか心の中だけで堪こらえる。

　突っ込んだら負けだ。ここには人目もある。ただでさえクラスで変人扱あつかいされ始めているのだ。ここは忍にんの一いち字じである。

　ちなみに突っ込むと言ってもそういう意味ではない。ってこんなこと考える時点で完全に彼かの女じよに毒されているよ、オレ！

　それというのも、

「おい、なにしてんだよ、さっさと乗れよ」

『乗れ、乗れってどこにっ!?　あそこ!?　あそこに乗れって言うの!?　きゃああっ！　し、信司くんってばやっぱりだ・い・た・ん♡　じゅるっ』

　ええい、鼻息荒くしてよだれすすらないでくれ。いろいろ悲しくなるから。ほんと口さえ閉じていればまさしく深窓の令れい嬢じようといった面おも持もちなのに……。

　なんでもかんでもそういう方向に結びつけやがって！　信司を見てからというものずっとこんな感じだ。

　しかも作家だけあってさっきから表現力豊かに実に生々しく描びよう写しやしてくれやがるんだよ。いやがおうにも想像させられ、正直、信司に触れるのすら気持ち悪くて仕方がない。

『ああ、これから二人は○○して、××するのね。そして△△で■■で……』

「だああっ！　○○だの××だの卑ひ語ごを連呼するなぁっ！」

　さすがに限界だった。あまりのおぞましさに絶ぜつ叫きようして空の言葉を遮さえぎる。コレ以上聞いていたらオレの脳が腐くさる！

　そしてすぐにはっと気づく。

　誰もいない虚空に向かって卑ひ猥わいな言葉を叫んでるなんて、危ないヤツ以外の何物でもない。

　や、やっちまった……またやっちまったよ、オレ。

「お、おい、日差しに頭やられたか？」

　信司に思いっきり引いた顔で心配された。

　よせ、その生暖かい同情の目はやめろ！　くそ、よもや隠かくれ変へん態たいの信司にこんなこと言われることになるなんて。普ふ段だんはオレのほうが言うはずなのに。屈くつ辱じよくすぎる。

『あっ、ご、ごめんなさい、バトラ。わたくしったらまた暴走してしまって……』

　おおっ、ようやっと空が我に返ってくれたらしい。

　ほんとこいつの暴走癖はどうにかならないんだろうか？　まあ、落ち着いたみたいだしこれでやっと普通に授業を――

「なあ、ほんと大丈夫か？　保健室行ったほうがいいんじゃねえか？」

『保健室のお誘さそいキター！　バトラ、シン様はウケだからね？　普段オレサマな暴君が、自らの部下に好き勝手にされるのってステキでしょ？　そして最初は屈辱に身を焦こがすんだけどやがて少しずつ支配される快感に目覚めていくの。ああ萌もえる！　心底萌えるわぁぁっ！』

　と思ったらまた暴走かよ！

　誰か……誰かこのもう腐るを通とおり越こして発はつ酵こうしているひとをどうにかしてください。

　正直もう、オレが発はつ狂きようしそうです。

『ばぁぁぁぁぁぁにぃぃぃぃんぐっっ!!』







「ガハハハっ！　やはり漢同士で食う飯は格別だな後輩！　やはり漢には女にはわからぬ世界がある！　例えるなら空を翔かける一筋の流れ星だ！」

　なんかよくわからんことをのたまいつつ、オレの隣となりではまさしくゴリラとしか形容し難がたい筋骨隆々の巨きよ漢かんがラーメン丼どんぐらいの巨きよ大だいな器うつわでご飯をその口へと掻き込んでいた。

　このひと――剛ごう田ださんはオレが中学時代所属していた空手部の先輩で、れっきとしたプロのＫ１ファイターだ。目下八連勝中、無敗。まだ高校生だというのに、ヘビー級の日本予選で準決勝へと駒こまを進めている怪かい物ぶつだ。しかもマスコミからは優勝確実とまで喧けん伝でんされている。

『お、漢同士。ごくりっ』

　再び妄もう想そうモードに入った変態は無視。

『力でバトラを無理やり押さえ込み、覆おおいかぶさってくる巨漢……もちろんバトラも抵てい抗こうするんだけどなすすべなく、ついにゴリラはバトラのズボンに手をかけ、ああっ！』

　無視ったら無視である。

　まあ、諸しよ般はんの事情は割かつ愛あいするが、入学以来、オレは平日の昼時は剛田さんに学生食堂へと拉ら致ちられるのが恒こう例れいとなっている。二学期もこれ続くのか、と多少げんなりしながらオレは目の前にある鮭さけの切り身をほぐす。

　明あ日す香か先せん輩ぱいも学食来ればいいのになぁ。そうすれば一緒にご飯食べられるのに。『絶対ラ不可避の不吉を告げる魔女プラス』の噂うわさを気にして「せっかくのお食事なのに気分悪くさせたら可か哀わい想そうでしょ」と頑がんとして足を踏ふみ入いれようとしない。

　仲間内で学食のメニューの話とかになると、「美味おいしそうだね～」と目を輝かがやかせるぐらい興味あるくせに、な。

『少々よろしいでしょうか？』

　いつの間にか平常モードに戻もどっていた空が、妙に真しん剣けん味みを帯びた顔で話しかけてきた。

　すぐには答えず、ちらっと周囲の様子をうかがう。生徒たちは友人たちと思い思いに好きに話している。この雑ざつ踏とうの中なら空と話していても奇異の目で見られることはない、か。剛田さんも食事に夢中だ。

「なんだよ？」

『やはり、おかしいのです』

「ああ、おまえは存在そのものがおかしいな」

『あの、今は真ま面じ目めな話をしております。冗談は控ひかえていただきたいのですが』

「オレも冗談を言ったつもりは一いつ切さいないぞ」

『…………』

「…………」

『ま、まあ、話を戻しましょう』

　頬ほほをひきつらせつつ、空。

　自分がおかしいやつだという自覚は一応あるらしい。けっこうなことだ。

「昼になったってのに一向に戻れないってんだろ？」

『まあ、わかっていらっしゃったのに意地悪をなさったのですね！』

　ふん、こいつのせいで今日は本当に散々な目に遭あっているのだ。そして予定の時間を過ぎたのに結局まだ一緒にいなければならないっぽい。

　皮肉の一つぐらい言いたくなるのが人情というものだろう。まあ、ちっとはおかげで溜りゆう飲いんが下がっ――

『……ギャップこそ萌えの真しん髄ずいの一つ。いずれデレたときを堪たん能のうするため、このツンなバトラを心ゆくまで味わっておくのも大いにアリかもですわね。いえ大いにアリですわ！　ふふふふふふふふふ』

　――駄だ目めだ、この変態はやっぱりオレの手に負えねえ。

　さっさと本題に入ろう。

「空、もう一度聞くけど、お前が寝ねたのは四時頃ごろ、なんだよな？」

『ええ。ついでに言えば、本日正午に実装されるハルマゲドンの新クエストの攻こう略りやく一番乗りのため、一一時半に目覚ましもセットしておいたはずなのですが……。ちなみに神速のスカイルージュと言えば、その筋ではけっこうなビッグネームですのよ』

「あーそーかい」

　げんなりとオレは吐はき捨すてる。

　ハルマゲドンってのはその方面には疎うといオレでも知ってるぐらい、かなり有名なオンラインゲームのタイトルだ。

　超ちようがつくほどのオタクで、むっつりすけべな上に暴走癖のある変態で、学校にも通ってる気配がなく、さらにはどうやらネトゲ廃神。

　なんて……なんて典型的なダメ人間なんだ、こいつは……っ！　作家じゃなかったらほんと救いようがないぞ!?

　ま、まあ、そんなことは今はどうでもいい。

「つまり、起きないではなく、起きれないんだな？」

　想定外の事態、ではなかった。

　いつもなら普ふ通つうにできていたはずの瞬しゆん間かん移動に、空中遊泳、そのどちらもがおかしくなっていたみたいだし、な。

　なんとなく、こうなる予感はしていたんだよなぁ。

　心底外れて欲しかったが。







　放課後、オレは空の家へと向かうことにした。

　はっきり言ってもうオレの手には負えるレベルではなく、サヤ姉に打ち明けてその助けを借りた方がよさそうなんだけど、タイミングが悪いことに今、風邪かぜで寝込んでしまっている。

　聡さと里りに冷たいとか言われてもいる手前、押しかけてさらに無理をさせるのはなるべく避けたい。

　というわけで、とりあえず空の身体の状態を確かく認にんに来た次し第だいである。

　ちなみに明日香先輩に、急用が出来て今日は一緒に帰れないことを告げたら、

「わたしは今日、特に用事がないし付き合うよ？」

「あ、いえ。それはちょっと……」

「（ぴくっ！）他の女の匂においがする。ふ～ん、そっかそっか」

　と冷ややかに言われて、泣きたくなったりしたが。

　当たってるけど！　当たってるんだけどさぁっ！

　オレに急用が出来た＝別の女、って連想するのは明らかに何か間ま違ちがってるよね!?

　先輩はオレという人間を激しく勘かん違ちがいしてると思う。

「しかし……すっげえなぁ」

　目の前にでーんっとそびえ立つ、歴史の重みを感じさせるような木造の門構えを見上げ、オレは感かん嘆たんの声を上げる。

　右を見ても左を見ても土ど塀べいが延々と一〇〇メートルほども続いている。その前には堀ほりが掘ほられ、せせらぎの音がなんとも言えない落ち着いた風ふ情ぜいを醸かもし出だしていた。

『尼あま塚つか家は四〇〇年続く由ゆい緒しよ正しき華か道どうの家元ですからね』

　自分の家のことなのに、空はどこか他人事のように冷めた声で淡たん々たんと言う。

　こいつ、とんでもないお嬢じよう様さまだったんだなぁ。口調や物もの腰ごしが妙みように洗練されている理由がよくわかった。多分、幼い頃から厳しく躾しつけられてきたんだろうなぁ。

　ただまあ、そんな古風な、格調とか伝統とかが重視されそうな家じゃ、こいつは間違いなく異い端たん児じだろう。

　無機質な空の声からはその辺の深い確かく執しつのようなものを感じた。

『ここは正門ですから、使用人向けの裏口へと回って下さい』

「了りよう解かい」

　言われた通りにすると、裏手に人ひとりが背中を丸めればなんとか通れそうな勝手口が取り付けられていた。

　そしてその脇わきに、二〇代半ばぐらいだろうか、青地のつなぎに身を包つつんだ背の高いポニーテールの女性がひらひらと手を振ふっている。

「待ってたよ～。あら、本当にバトラそっくりなのね。一目でわかったわ」

　キーホルダーを人差し指でクルクルっと回しつつ、女性が言う。ニカッとした快活そうな笑えみが、その日焼けした顔によく似合っていた。

　波は戸と芽め衣いさん。若いながらこの家のお抱かかえ庭師だそうだ。空の腐女子仲間でもあるらしい。年こそ少し離はなれているけれど、生涯共に戦うと誓い合ったのだとか。

　つーか何と戦うつもりなんだよ。世間か？

「ごめんねー。空がなんか迷めい惑わくかけちゃってるみたいで。あんたも変なヤツに取とり憑つかれちゃったわねー」

　芽衣さんがケラケラと笑う。

　実は信司のスマートフォンをちょっと拝借して、事前に空のメールアドレスから芽衣さんに向けて今朝からの一いつ切さい合がつ財さいを書き記したメールを送っておいたのだ。

　空がメインに使っているメルアドは、某ぼう検けん索さく最大手が運営しているフリーメールで、メルアドとパスワードさえ控えておけば他人のスマホからでもアクセスできるし、メールを送ることもできる。

　じゃなかったら、空の部屋に入るのは相当骨が折れたと思う。本人はまだ寝たままのはずだしな。芽衣さんは空と仲良しだけあって、空の能力のこともしっかり知っていたらしく、ほんと話が早くて助かったぜ。

「み～た～ぞ～」

　びくっ！　条件反射的に身体が竦すくむ。

　実に聞き覚えのある、でも、ここで聞くはずのない声だった。

「ここがあの女のハウスね！」

　恐おそる恐る振り向むくと、明日香先輩がびしっと芽衣さんを指さし、じと～っとした目でオレを睨にらんでいた。

「せ、先せん輩ぱい、なんでここにっ!?」

「今日の君がめちゃくちゃ怪あやしかったからに決まってるでしょ！　案の定、やっぱり女の子……」

　言いかけて、ちらっと芽衣さんを見てこほんと咳せき払ばらい。

「じゃなくて女のひとと逢あってるしっ！　もうっ！　なんでこう年上キラースキルをどんどん磨みがきあげちゃうかなぁ!?」

　両手を腰こしに当て、ぷりぷりと先輩はほっぺを膨ふくらます。

　不満そうにしていながらやけにあっさり引き下がるからちょっとおかしいと思っていたけれど、どうやら後をつけられていたらしい。

「……いやぁ、アタシとしては女の子のままで良かったんだけどなぁ。まあ、いいや。ここでワイワイやって家の人に見つかるとちょっとメンドイから中で話そうか」

　芽衣さんがその顔に哀あい愁しゆうを漂ただよわせつつ、鍵かぎを差し込み勝手口を開け中を指し示す。

「あ、は、はい。ごめんなさい」

　素す直なおに頭を下げる先輩。騒さわいだことを謝あやまったのか、女の子扱いしなかったことを謝ったのか、その辺はきっと曖あい昧まいにしておいたほうがいいのだろう。

　[image: ]歳クリスマスをすぎた女性に年の事は禁句らしいからな。

『ちなみに芽衣さんは一七歳さい教の入信者で「永遠の一七歳」だそうです。わたくしも一八歳になったら帰き依えする予定ですわ』

　うん、なんかいろいろどうでもよくなった。見た目は普通そうなんだけど、やっぱり芽衣さんも空の同類なんだなぁ、と。

　芽衣さんに続いてオレと先輩も勝手口をくぐる。

「う～わ～」

　先輩が口元に手を当てて感嘆の声を上げた。

　ドアの奥おくは京都の観光ガイドで見るような日本庭園が広がっていた。決して華か美びではなくむしろ地味、刺し激げきと呼べるものはなにもないはずなのだけど、なぜか目が離せない。吸い込まれるような荘そう厳ごんな美が間違いなくそこにはあった。

　実に落ち着いた空間なのに、妙に落ち着かない。やはりこの辺はオレが庶しよ民みんだからか。どうにも場ば違ちがいな気がしてならないんだよなぁ。

　庭園の中央には、なんかＮＨＫの大河ドラマに出てきそうな長屋の武ぶ家け屋や敷しきが佇たたずんでいた。あれが空の家か。

『わたくしの部屋はあの西の離はなれですわ』

「離れっていうと本宅っぽいやつから通路で繋つながっているあれか？」

『はい』

　本宅のどでかさのせいで相対的に小さく見えるけど、普通にそこらの一いつ軒けん家やぐらいの大きさはあるんですけど？

　金持ちになると自分の部屋ではなく、自分の家がもらえるのか。

　まあ、庭園を歩くだけでここまで身が縮こまる思いなのだ。あの本宅に足を踏み入れるのは御ご免めん被こうむりたいので都合がいいといえば都合がよかった。

「ふう、とりあえず誰だれにも見られなかったかな」

　芽衣さんが安あん堵どの息とともにガラっと離れの格こう子し戸どを開け、半ば引き込むようにオレと先輩を中へと誘う。

「なぁっ!?　なんじゃこりゃああああああああ!?」

「え、え、ええええええええええええっ！」

　室内に足を踏み入れた瞬間、オレと先輩の絶叫が重なる。

　目の前に広がる光景に、オレたちはただただ圧あつ倒とうされていた。

　そのあまりの悪趣味さに。

　豊とよ臣とみ秀ひで吉よしは成金趣しゆ味み丸出しの黄金の茶室を作ったそうだけど、ぶっちゃけそれよりこの部屋のほうがはるかにけばけばしく人の醜みにくい欲望に満ち満ちているとオレは思う。

　オレの目と意識と常識を打ち破ったのは、ポスターだった。おそらくは空が好きなアニメか何かのキャラクターなのだろう。

　問題は、それらが壁かべと天てん井じようをわずかの隙すき間まもなく覆い尽くしていることだった。

　実にカラフルに、そしてバリエーションも豊かに数百という男どもがキラキラと微笑ほほえんでいた。

『ふふふっ、すごいでしょう？』

「恥はずかしげもなくむしろ誇ほこらしげにそう言い切れるお前のほうがいっそすげえわっ！」

　いやいやいやいや！　さすがにありえねえだろこれぇっ!?

　四方八方どこを向いてもキラキラ二次元男子。

　空の格好も目のやり場に困るが、これはこれで目のやり場に困る。まったく真逆の意味で！

　そんな世にもおぞましい拷ごう問もん部屋の中央、天てん蓋がい付きベッドの中に眠ねむり姫ひめはいた。







「で、もちろんどういうことか説明してくれるんだよね？」

　畳たたみに正座したオレを見下ろし、頬に手を当てにっこりと先輩は言った。

　なんだろう、この浮うわ気きした亭てい主しゆを叱しかる妻の図みたいなのは？

　オレ、まだ先輩と付き合ってないと思うんだけど。でも「カーくん、そこに正座」と言われて、逆らえる雰ふん囲い気きではなかったのだ。

　ついでに言うと、ここだと衆しゆう人じん環かん視しの中、説教されているみたいでさっきからすっげえ恥ずかしいです。

　芽衣さんも「おやおや」という感じでニヤニヤ目を見張ってるし。

『これが痴ち情じようのもつれというやつですね！　今後の勉強になります』

「って空！　てめえ他人事のようにっ！　元はといえば全部お前のせいじゃねえか！」

「そうそれっ！　カーくん、今朝からちょっと気になってたんだけどな～んか今日独り言多いよね。しかもまるで、誰かに話しかけるようなのが」

　じっと「何を隠しているの？」と訴うつたえるような目で見つめられる。

　うん、まあ、ここまで来たら、あんまり隠す意味ないよなぁ。むしろ事情を話さないと変な誤解されそうで怖こわい。

「ええと、その、何といいますか、実は今朝から変な幽ゆう霊れいにとりつかれまして」

「幽霊っ!?」

　先輩が素すっ頓とん狂きような声をあげ、オレと芽衣さんの顔をちらちら見比べる。

　ああ、オレと芽衣さんの関係が気になっていたのか。それがいきなり幽霊話じゃ青せい天てんの霹へき靂れきで戸と惑まどうよなぁ。

「はい。実は今もすぐそこにいたりします」

「ええっ!?」

『空でございま～す♪』

　どうせ視えないだろうと高をくくっているのか某ぼう長ちよう寿じゆ番組風にふざけた調子で空。

　とりあえずお前はお魚くわえたどら猫ねこでも追っかけてろ。誰のせいでこんな面めん倒どうくさい事態に陥おちいってると思ってんだ。

「ん～？　ほんとにいる？」

「はい、います」

　先輩がオレが指し示したあたりを目を細めて凝ぎよう視ししている。やっぱり先輩には視えないし声も聞こえないようだった。

「で、あっちで眠ってるのがその幽霊の本体なんですが」

「へ～、可愛かわいい娘こだね。でも死んでるようにはまるで見えな……もしかしなくても《オーバーライン》、だよね？」

　さすがに明日香先輩もオレと同じように何度となく《オーバーライン》の超ちよう常じよう現象に触ふれてきただけあって、察しが早かった。

「はい、どうやら幽ゆう体たい離り脱だつできる能力者のようです」

「ふ～ん、可愛い娘だね」

「なんでかオレに取り憑いたまま離れられなくなって自分の身体にも戻れなくなっちゃったみたいで。それでとりあえず本体の確認に……」

「そうなんだ？　可愛い娘だね」

「いや、あの、幽体離脱能力と空の容姿はまったく関係ないんじゃないかな～と思うんですけど」

「その娘、空ちゃんって言うんだ？　もう下の名前で呼んでるんだね。うん、とっても可愛い娘だね」

「せ、先輩？」

「なにかな、カーくん？　めちゃくちゃ可愛い娘だね」

　なんでここまで先輩は空が可愛いことを繰くり返かえし強調するのだろう？

　同意を求めているのだろうか？　でも頷うなずいたが最後、恐ろしいことになるとオレの勘かんが最大級の警報を発している。

　なんだろう、家の中だってのに蜃しん気き楼ろうでも見てるのか？　明日香先輩の背後に鬼おにみたいなオーラが揺ゆらめき立っているように見えるんだけど。

　は、ははは、気のせい、気のせいだよね。

「カーくんのお嫁よめさんになる娘って、きっと苦労するんだろうなぁ」

　なんでいきなりそういう話に!?

　今のは皮肉を込めた嫌いや味みなんだろうか。それとも遠回しにオレとは付き合えませんという意思表示だったりする？

　出来れば前者がいいなぁと思いつつ、前者も大たい概がいひどいなぁと気づく。ううっ、新学期こそ汚お名めい返上するはずだったのに！　なんかどんどん泥どろ沼ぬまにはまってるような。

　……泣きたい。

「さっきちらっと下の名前言っちゃいましたけど、フルネームは尼塚空。まあ、オレなんかより実は先輩のほうがよく知ってるはずです」

「え？　わたし尼塚なんて娘知らないよ？　顔も見覚えないし」

「こいつにはもう一つ、別の名前があるんです。空乃瑠雨樹、先輩がファンだと言っていた女子中学生小説家本人です」

「え、え、ええええええええええええええええええええ!!」

　先輩、本日二度目の大絶ぜつ叫きよう。しかも声の大きさからすると、このとんでもない部屋を見た時より衝しよう撃げきは大きかったようだ。

　ムンクの叫さけびのごとく両頬に手を当てたまま、空の本体をまじまじと凝視する。

「……はっ！」

　かと思ったら何故なぜか怯おびえるような目でオレのほうを振り返るではないか。

　いったいどうしたんだ？

「な、ななな、なん……で、わたしが空乃先生のファンだって、知ってるの？」

　あっ、そう言えば先輩、このこと隠かくしてたんだっけ。

　そりゃ教えてないことを知られてたらそりゃストーカーされてるみたいで怖いよなぁ。これ以上、変な誤解をされても困る。さっさとネタ晴らししてしまおう。

「えと、ほら、サヤ姉が紙かみ袋ぶくろから出した時ちらっと作者名が見えてそれで」

「あの時見られてたの！　うううっ！　中身！　中身は知ってるの!?」

「え、あ～、読んでないですけど」

「そう……ほっ」
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「空から概がい略りやくだけ。なんかオレと信司がその……」

「いいいいいいやああああああああああっ!!」

　三度、先輩の絹を引ひき裂さくような悲鳴が離れに鳴なり響ひびく。喉のどが潰つぶれたりしてないかちょっと心配になるぐらいの大だい音おん声じようだった。

　まあ、他人にばれたくない趣味筆頭だろうしなぁ。

「か、かかか勘違いしないでね。別にわたしボーイズラブ好きじゃないからね！　そんな趣味ないからね！　わたしはただバトラのファンってだけで。そう、バトラがカー……」

　猛もう烈れつな勢いで弁明し始めた先輩だったけど、すぐにその言葉が詰つまり、みるみるうちに顔が赤くなっていく。

　そう言えば空から聞いた話だと一八禁スレスレのシーンもあったそうだしなぁ。それを思い出したりしたのだろうか。

「あーもう。バトラがカーくんに似てるから好きだなんて言えるわけないじゃない！　うっとりするような格好かつこいい台詞せりふを、カーくんの声で脳内再生して楽しんでましたなんて告白するより恥はずかしすぎるぅぅぅぅっ！」

　なんか頭を抱えて凄すさまじく懊おう悩のうしている。

　ぷすぷすっと頭から煙けむりが出てきそうな勢いだ。

　そしてしばらくの後――

「うううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう……わたしはボーイズラブが大好きです。もうそれでいいです」

　明日香先せん輩ぱいは断腸の思いを噛かみ締しめるようにそうカミングアウトしたのだった。







「おー、爆ばく睡すいしてんねぇ。ほんとにこれ、起きないの？」

　とりあえず先輩への説明をひと通り終えると、芽衣さんが安らかな顔で死んだように眠る空を見下ろし、その額をぺしぺしと遠えん慮りよなしに叩たたいていた。

「確かに起きないな」

　空の胸むなぐらを掴つかみ、ビビビビビッとその両頬ほほに平手を連続で打ち込み始める芽衣さん。

　あっという間に空の両頬が真っ赤に染まる。

　遠慮どころか容よう赦しやがなかった。

　オレもけっこうぞんざいにあつかってるけどさ、芽衣さんにとっては一応、雇やとい主ぬしの家の娘なんじゃなかったっけ？

「ず、ずいぶんと豪ごう快かいなひとだな」

『あれで草木の扱あつかいはとても繊せん細さいで優やさしく、母にも賞賛されるほど素す晴ばらしい華はなを活いけられるのですよ』

「へ～、ひとは見かけによらないってのは本当だな」

　改めて、ふわふわと宙を舞まう空を見つつ、しみじみと言う。

　こいつも見た目だけなら深窓のお嬢様だからなー。

「ふむ、これだけやっても起きないか。しぶといな。じゃあ……」

「な、なんでオレを見て、そんなにま～っと笑うんです？」

「いやぁ、やっぱり眠り姫を起こすのは、王子様のキッスって相場が決まってんでしょ？」

「なっ!?」「ええっ!?」『ちょっ!?』

　オレと先輩、そして空の声が重なる。もちろん、オレ以外には空の声は届かなかったんだろうけど。

　うろたえるオレの姿に、ますます芽衣さんの笑みがあくどさを増していく。思わず引け腰になる。

『な、なにを言い出しますの、芽衣さんっ!?』

　芽衣さんの前に立ちふさがり、身み振ぶり手て振ぶり必死に訴える空だけど、やっぱり、芽衣さんにはその姿は見えないし、声も届かない。

　ここはオレが説得するしかないか。初対面の年上女性ってのは、ちょっと気き後おくれするというか緊きん張ちようするんだけど、そうも言っていられない。

　ここ最近のオレは、なんでか先輩以外のひととキスしすぎてる！

　ここらで断固としてその連れん鎖さを止めないといい加減洒落しやれにならない気がする。

「そ、そんなの物語の中だけの話でしょ！　叩いても起きないひとがそんなんで起きるわけないじゃないですかっ！　それに……」

　オレはちらりと先輩の方を見る。

　先輩が「なに？　したいの？」と冷たく目で問いかけてきたので慌あわてて首を左右に振る。

「ほら、空だってぶんぶんすっげえ勢いで首を横に振ってるじゃないですかっ！」

「アタシには見えないもーん。そうねえ、じゃあ……」

　芽衣さんはまったく諦あきらめる気配を見せず、ピンっと名案を思いついたとばかりに人差し指を立てた。

「ほっぺ！　とりあえずほっぺならどう？　欧おう米べいとかじゃ親愛表現として友人にもするし」

「ここは日本ですっ！」

「いいじゃんいいじゃん、ほっぺにちゅーぐらい。試ためせることは全部試してみたほうがいいんでないの～？　昔話ってのは案外、馬ば鹿かにできないもんだよ～？　意外と真実を内包してるもんさ。じゃなかったらキスで目覚めるなんて話が世に氾はん濫らんしてるもんか」

「う、うううっ、一理、あるかも。実際、カーくん起きたし」

「せ、先輩!?」

　なにこんなむちゃくちゃな理り屈くつに説得されてんですか!?

「彼かの女じよさんの許可入りましたーっ！」

「か、彼女じゃないですっ！」

　脊せき髄ずい反射並みの速さで否定っ!?

　いや、実際、彼女じゃないけどさぁ。ここまで速そつ攻こうで否定されると悲しすぎる。

「そなの？　ならなおさら誰はばかることはない！　ほら、見た目だけなら空って文句なしの美少女じゃん。役得だろ役得ぅ」

『見た目だけならってなんですか、芽衣さん!?』

「空って妄もう想そう癖へきこじらせまくってる、つまり少女趣味全開の超ちよう絶ぜつ乙女おとめだから。絶対効くって。それにさぁ、こいつが起きないと困るんでしょ～？　ほら男ならとっとといっちまいな！」

　どんっと背中を押おされる。

　思わず身体がよろけ、空のベッドに手をついてなんとか堪こらえた。女性とは思えないすごい力だった。庭師だけあって土運びとかしてるからか見た目より随ずい分ぶんと腕わん力りよくがあるっぽい。

「あっ……」

　すぐ目の前に、空の顔があった。

　黙だまっていれば、本当に美少女なんだよなぁ、こいつ。その小さく瑞みず々みずしい唇くちびるから、どうしても目が離はなせない。

　ごくりっと我知らず喉が鳴る。

「んん！　こほんっ！」

　先輩の咳払いで我に返る。

　や、やばかった。そうだよ。大好きなひとの前で他の女の子にキスとかできるわけねえって！

「おおっと手がすべったぁっ！」

　がしぃっ！

　ぶちゅううううううっ！

　背後から唐とう突とつに後頭部を鷲わし掴づかみにされる。そして恐ろしい力で顔の向きを軌き道どう修正させられ、オレの唇が空の唇へと押しつけられる。

　いきなり過ぎて、予想外過ぎて、避さけようもなかった。

「な、なにしやがるんですかぁっ！」

　慌てて芽衣さんの手を振ふりほどいて顔を離すんだけど、空とキスしてしまったという過去は変えられない。

　ううっ、またやっちまったぁっ！

　なんでまたこんなことになってんだ!?

「ちょっ!?　芽衣さんなんてことするんですかぁっ!?」

『きゃああああ！　わたくしのファーストキスがぁっ！　満天の星空の下、二人っきりで見つめ合い、高まり切ったムードの中で自然と唇が近づいていって、とシチュエーションを決めていましたのにぃっ!?』

「あれ？　これでもまだ起きない？　え？　え？」

　驚おどろいたように目を見開き、今いま更さらのように芽衣さんが慌て出だす。

　まさか本気でこれで目が覚めると思ってたんかい、あんた！

「もしかして、本気でマジだったわけ？　バトラそっくりの格好かつこいい男の子見つけたからって、なんかいろいろ手の込んだ悪戯しこんで、アタシに見せびらかそうとしていたんじゃないの？」
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　……なるほど。友人が目を覚まさないって聞いて、実際にその姿も見ているのに、妙みように軽いと思ったら、狂きよう言げんだと思っていたのか。

　それで意い趣しゆ返ししていた、と。

　とんだとばっちりだよ、オレが!!

『わ、わたしのファーストキスがそんな勘かん違ちがいで……』

　空が愕がく然ぜんとしたまま頭を抱かかえている。

　気持ちはかなりわかる。オレだって同じ気持ちだ。なんとも言えない重苦しい空気が場を包つつみ――

「こんな真昼間から男を連れ込んで、いったい何をしてらっしゃるのかしら？」

　氷のように冷ややかで厳しい声が、それを切きり裂いた。

　知らない声だった。先せん輩ぱいでも芽衣さんでも、空のものでもない。

　驚いて振り向むくと、黒地に赤い花をあしらった鮮あざやかな着物に身を包んだ女性が、明らかに侮ぶ蔑べつのこもった眼まな差ざしでこちらを見み据すえている。年はだいたい四〇歳ぐらいだろうか、綺麗なんだけど、一方でとても冷たい印象があった。

　空がはっと口元に手を当てて、息を呑のむ。

『おかあ……さま……』







「相も変わらず不ふ愉ゆ快かいな部屋ですね。虫むし唾ずが走ります」

『あっ……』

　空の母親はあからさまに顔をしかめ、手近にあったポスターを一枚乱暴に剥はぎ取とり、その怒いかりの度合いを示すようにびりびりに破り捨てた。

　不愉快な部屋だ、というのはオレも同意だ。

　虫唾が走るってのも、まあ、わからないでもない。

　だが、この母親の言動のほうが、はるかにオレにとって不快極きわまりなかった。

　いくら親だからって、勝手に子どものものを踏ふみにじっていいはずがない。それがどんなに親にとって、くだらなく価値がないように見えても、子ども空にとってはかけがえのないものだったりする時があるのだ。

「まったくどこまで尼塚の家名に泥どろを塗ぬり続けるのかしらね」

　憎にくしみさえ感じさせる目でベッドに眠る空を睨にらみ、空の母親は忌いま々いましげに吐はき捨すてる。

　どれも実の娘に向ける類たぐいのものではなかった。

「奥おく様さま、そのようなことを仰おつしやってる場合ではございません。空が、空が目を覚まさないのです！」

　出で逢あったばかりの頃ころの軽さとは一変、芽衣さんが切せつ羽ぱ詰つまった顔で空の母親へと訴える。友人が叩いても目が覚めない――すなわち昏こん睡すい状態だと知れば当然な反応だろう。空が幽体離脱できることは知ってはいても、実際に姿を見ることが出来ないわけだし、な。

　あー、そっか。むしろオレが落ち着きすぎだったんだな。幽ゆう体たいとは言え暴走しまくりで元気いっぱいの空を見てるから。先輩にしても《オーバーライン》現象に慣れてるところあるし。それで芽衣さんは狂言だと思ったんだろう。

「起きない？　息はしているのですか？」

　怪け訝げんそうに問う母親の声に、オレはぞっと背筋が凍こおるような気がした。実に事務的に、事実確かく認にんをしているだけ。その声には心配の色がまるでなかった。

　我わが子こが目を覚まさないと聞けば、すぐそこにいるのだ。駆かけ寄より自分で見て触れて確認したくなるのが人情というものだろうに。

　妙な既視感デジヤヴがあった。これは……ああ、そうか。隣で息を呑んでいる先輩の顔を見て思い出す。オレが先輩の家族に先輩のことを尋ねた時と、まったく同じだ。

「……息は、あります。脈も」

「そう。死んでいないの」

　呟つぶやいて、空の母親は小さく溜ため息いきをつく。

　安あん堵どではなく、残念そうに見えたのはオレの気のせい、だよな？　いくらなんでも母親が我が子の死まで望むとか、考えたくはない。

「で、この方々は？」

　空の母親はオレたちを観察するように一度視線を上下に動かしたかと思うと、芽衣さんへと問いかける。

「あっ、えと、こちらは空のご友人の方々です。昨日、約束していたのに連れん絡らくが取れないとご心配されて……」

　少し迷った素そ振ぶりを見せた後、芽衣さんは嘘うその説明を述べた。どうやらこの母親、空が幽体離脱できることも知らないらしい。

　まあ、それじゃあオレと空が知り合った本当の経けい緯いを伝えても話がこんがらがるだけだろう。

「そう。それはわざわざご苦労様でした。後はこちらで病院なりなんなり手配しておきますのでもう帰ってもよろしいですよ。ああ、芽衣さん、救急車を呼ぶ前にこれを本ほん邸ていの客間のほうへと運んでくださいな。このような部屋、他人に見られて万が一にでも噂うわさになろうものなら末代までの恥です」

　ぷちん。

「あんた、それでも母親かよっ!?」

　気がつくと、オレは激しい剣けん幕まくで空の母親に詰め寄っていた。

　家には家ごとの事情がある。今日知り合ったばかりのオレごときが口を挟はさむべきじゃないってのは頭ではわかっているけど、これはさすがに我が慢まんできなかった。

　だが、オレの怒ど号ごうを空の母親はそよ風のごとく受け流し表情一つ変えなかった。

「聞いておられないようですわね。ワタクシはそれの母親じゃありませんわ。金輪際、そのようなことは言わないで。汚けがらわしいっ」

「……え？」

『わたくしはお父様の愛人の子、なのです』

　おそらくはぽかんと間ま抜ぬけな顔をしているであろうオレに、空がそっと教えてくれる。

　なるほど、確かにこの女性と空はまるで似ていない。空への憎ぞう悪おさえ感じさせる冷たい態度も納なつ得とくがいく。

　そして、空が本宅ではなく、こんな離れに住んでいる理由も。

《オーバーライン》はほぼ例外なく、家庭に問題を抱えている。一見イレギュラーな存在に見える空にも、そういうものはあったってことか。

　まあそうだよな。じゃなかったら、《オーバーライン》になるぐらいの切なる願望なんて、持てるものじゃない。

　多分きっと、継まま母ははのこととか、古い家特有のしがらみとか、積み上げてきた歴史の重みとか伝統とか。

　そういうあらゆる束そく縛ばくから逃のがれ、ただ自由に外を飛び回りたかったんだ。

「いろいろ合が点てんがいったぜ」

「ふん、わたくしを責めるのが筋すじ違ちがいだとわかっていただけたようで何よりですわ」

「ああっ!?」

　苛いら立だった声とともに、思わず眼がんを飛ばすオレ。我ながらチンピラじみてるとは思ったが、知ったことか。

　血の繋つながらない継まま子こにも、我が子と変わらぬ愛情を注ぐべき。

　こんなものは綺き麗れい事ごとなんだって、さすがにわかってはいる。血を分けた我が子でさえ、捨てたり虐ぎやく待たいしたりする人間がいるぐらいだ。自分が腹を痛めて産んでもいない子にまでってのは、きっと口で言うほど簡単じゃあないんだろう。

　しかも自分の夫を寝ね取とった女の子どもだ。憎悪を覚えるのもひととして仕方がないのかもしれない。

　だがオレは知っている。

　オレとたった一つしか違ちがわないってのに、ほんの数日遊んだだけの女の子のために自分の将来を賭かけ、身寄りのないその女の子を引き取って、友として、姉として、親として、厳しくも優しく愛情深く接しているとんでもなく器うつわのでっけえ強いひとを。

　その尊敬すべき、偉い大だいな背中をなっ！

　だから、確かな自信をもって、目の前の女性を鼻で嘲あざ笑わらってやる。

「はっ。あんたから華を習う生徒さんが不ふ憫びんで仕方ねえぜ」

「なっ！」

　ちゃんと気づいていたぜ。空だけじゃなくオレに対しても、高見から見下ろすような視線を向けていたことは、な。

　そんな見下していた人間からこんなこと言われちゃ、そりゃあムッともくるよな。

「オレも多少武道をかじってたから知ってっけどよ。華か道どうも『道』が付くぐらいだ。華を通して人の道を学ぶもんじゃねえのか？」

　オレはそこでいったん言葉を切り、ゆっくりと部屋を見回す。

　そして言う。

「こんな離れに住まわせて、さも家族じゃありませんって年とし端はもいかねえ子どもに突つきつけるような人間が、教えられるようなもんだとは思えねえがな？」

　どうしても子どもが愛せない、そのことに良心の呵か責しやくを覚えているような母親だったなら、オレも責めはしなかった。だけど、人に偉えらそうに「道」を説くからには、まず自分が範はんを示すべきだろう。

　うちの従姉あねは確かに天上天下唯ゆい我が独どく尊そんを絵に描かいたようなひとだけどよ、ただ偉そうにふんぞり返ってるだけじゃ人はついてなんかきやしない。行動でみんなにそれを認めさせているぜ？

「あ、あなたのような子どもに何がわかるというのです!?　無礼者！　と、とっとと出ておゆきなさい！　出てゆかぬなら人を呼んでつまみ出します。二度と、二度とこの家の敷しき地ちに足を踏み入いれないでっ！　芽衣さん、塩を！　塩を持ってきなさい！」

「言われなくても出ていくさ。こんな胸むな糞くそ悪い家は、な」

　ヒステリーを起こした空の義母の横をするりと通とおり抜ぬけて、オレはとっとと尼塚家を後にしたのだった。







「ごめんなさい、言い過ぎました！　ついカッとなってやってしまいました。今は反省しています！」

　一〇分後、ペコペコと頭を下げまくるオレの姿があった。

　あれだけ偉そうに啖たん呵か切っておいてこれである。所しよ詮せんはどこまでいってもオレはオレといったところか。

　だが仕方ない。

　謝あやまるしかない。オレが短たん慮りよだったと言わざるをえないのだから。

『ああ、いいよいいよ、散々皮肉は言われたけどねー』

　芽衣さんがケラケラと笑って言う。だがその声には明らかに疲つかれの色があった。

「ほんと申し訳ありませんでしたーっ！」

　電話越ごし、相手には見えないとわかっていても深々と頭を下げる。

　所詮オレはあの家にとって無関係の赤の他人でしかない。だけど、芽衣さんにとっては空の義母はちょくちょく顔を合わせる雇い主なのだ。

　そうだよなぁ。家の主にあそこまで好き放題無礼を働いたら、そりゃ叱しつ責せきは招き入れた芽衣さんに向くに決まってるよなぁ。これがどれだけ芽衣さんにとって迷めい惑わくだったか、考えるだけで恐おそろしい。

　さらに言えば、空にしたって、目が覚めればあの家で生活するのだ。オレのせいでさらに扱いが悪くなるかもしれない。

　こういうところがオレはまだガキなんだよ！　ああもうっ！　過去に戻もどる《オーバーライン》に目覚めたい！

　いつもいつも思いつきで行動して、ちったあ考えろよ、オレぇ！

『あっはは。だから気にしなくていいってば。アタシも内心思ってたことだから。正直スッとしたし』

　実にあっけらかんと言ってのける芽衣さん。

　実に大らかな、懐ふところのでかいひとである。

『とりあえず、空の身体のほうは救急車呼んだし、あとはお医者さんにお任せだね。だ～いじょうぶ。空は殺したって死ぬようなやつじゃないからね。明日にはひょっこり何食わぬ顔で目を覚ましているさ』

　明るい、しかし自分に言い聞かせるような声だった。

　たった一日の付き合いのオレなんかより、長年の友人であろう芽衣さんのほうがよっぽど心配であろうに、この気配り。

　よく漫まん画がとかだと、茶さ道どうの大家が、主人公の作法とかまるで無視した野や卑ひた言動を「あっぱれ！」と称たたえるシーンがあるんだけど、なんかその気持ちが今めっちゃわかる。

　そう、作法はあくまで作法。それは手段であり、決して目的になってはならないんだと思う。

　大事なのはやっぱり、相手に対する「心」だ。心がなければ、どれだけ綺き麗れいに作法をこなそうと、それは空くう虚きよな砂上の楼ろう閣かくにすぎない。

　ざっくばらんだけど、芽衣さんと話していると、心が温かなものに満たされていくのをはっきりと感じる。

「芽衣さん」

『ん？』

「全部片付いたら、芽衣さんの活けた華を見せてください」

　オレには華道の心得なんかまったくない。

　そもそもオレのような、すぐに手が出る足が出るような野や蛮ばんな輩やからには、名人の作品とちょっとかじった程度の人間のものとすら、見分けられるかどうか正直疑わしい。

　それでも、このひとの活けた華を見てみたい。

　心からそう思った。

　そう、そんな邪よこしまさなんてまったくない、純じゆん粋すいな尊敬からくる言葉だったんだ。

「カーくんって、やっぱりタラシだよね」

　だから先輩のこの弁には激しく納得がいかなかった。







『ありがとうございます。わたくしのために怒おこっていただいて。嬉うれしかったですわ』

　駅で先輩と別れ帰路に就くと、唐突に空が恭うやうやしく頭を下げてきた。

　正直、背中がこそばゆい。お礼を言われるようなことは一つもしちゃいない。ぶっちゃけ勇み足もいいところ、今はもうあるひとに記き憶おくを消し去ってもらいたくすらある。いや、もうあのひとにはそんな《力》はないし、もしまだ出来たとしても実際には断固として拒否するけどさ。まあ、そういう心境だってことだ。

　もっと後先考えられるようにならないとなぁ。

『いえ、本当に嬉しかったので。……ただ、義母ははを責めないであげてください。あの方も被ひ害がい者しやなのです』

「ん？　ああ、そっか。本を正せば空の親おや父じさんが……ってわりぃ」

　これまた口にするようなことじゃなかった。

　空にとっては実の父親のことだ。父親の浮気うわきでできた子、というのは、空にとってもあまり意識したくないことに違いない。

　まあ、でも実際、親父さんが浮気さえしなければ……ってそれだと空は生まれてこれなくなるのか。

　いやでもしかし……うが～、わけわかんなくなってきた。明日香先せん輩ぱいの予知夢の時にも陥おちいったパラドックスってやつだ。

『父も少々困ったおひとなのですが、やはり責める気にはなれませんね』

　父親を思おもい浮うかべたのか、空が面おも白しろげに苦く笑しようを零こぼす。

　浮気をして、家庭にいざこざを起こした、もっと言えば、空を離れに住まわせることを黙もく認にんしているような男に対して、なぜそんなふうに親しげに笑えるのか不思議だった。

『バトラは「人の道」を説くとおっしゃいましたわね。それは正しいです。ただ、正直なところ、所詮は建前でしかないとも思います。「人の道」では至れぬ境地があるのも、また事実だからです』

「なん……だよ、それ？」

　空が何を言っているのか、いまいちわからなかった。

　っていうか話つながってないだろ、これ？

『人の道を修めることと、他の何かの道を極めることは、全く別のことなのです。健全なる肉体には健全なる精神が宿る、素す晴ばらしき絵を描く画家は、きっと心も美しいに違いない。そんなものはただの理想です。いえ、正確に言えば、そうあってほしいという人々の願望に過ぎません』

「そんなことはないっ！」

　真っ向から否定する。

　武道から学んだことはそれこそいっぱいある。努力することの大事さとか、挨あい拶さつの大事さとか、最も単純なことでは、殴なぐられたらすげえ痛いってこととか。

　自分が武道を通して育てられたことを、オレは自分の体験として知っている。

「では、ボクシングの世界王者がみな、褒ほめられるべき人格者ですか？　婦女暴行を働いた方、その武ぶ威いを脅きよう迫はくに用いた方もおられます。暴力団の中には、空手の有段者だってそれこそ大勢おられましょう？」

「そ、それは……」

『友情の美しさ、約束を守る事の大切さをつづった『走れメロス』の作者、太宰だざい治おさむは借金のカタに置いてきた友人をほっぽらかして呑のん気きに師と将しよう棋ぎを指していたそうです。人民主権の概がい念ねんを打ち立て、フランス革命やそれ以降の社会思想にも影えい響きようを与あたえた哲てつ学がく者しやルソーも、高潔な人ひと柄がらとは程ほど遠とおく、婦女子の前にお尻を出して現れたりする露ろ出しゆつ狂きようの変態だったそうですわ。女遊びは芸の肥やし、なんて言葉も日本にはございますわね』

「一部がそうだからって、全体がそうというわけじゃないだろっ！」

『ええ、「道」を極めながら人としても素晴らしい方も、もちろんおられます。ただ、わたくし個人の意見を言わせていただくならば、人のままその領域に至れるのは、神に選ばれた人間のみ、ですわ』

「……いわゆる天才ってやつか？」

『ええ。でも、じゃあ、神に選ばれなかった才足りぬ只ただ人びとがその領域に至るにはどうすればいいのでしょう？』

「そりゃ……努力するしかないだろ。月並みだけどさ」

　努力した人間が、必ず報むくわれるって思うほど、オレもガキじゃない。中学時代、それなりに熱心に空手に打ち込んだけれど、結局オレは全国大会にもいけなかったし、な。

　でも、某ぼう名めい伯はく楽らくも言っていたじゃねえか。「成功した人間はすべからく努力している」って。オレが届かなかったのは、オレの努力が足りなかった、そういうことだ。

『半分正解、といったところですかね。そう、それのみを考え、本来せねばならぬ色々な雑事や責任を放ほう棄きし、それのみのために生きる。神に選ばれず、かと言って人のままで至れぬのなら、そんな「鬼おに」になるしかないのです』

　ゾクリと、背筋が凍った。

　オレより年下の中学生とは言え、その道のプロである空の言葉には、鬼気迫る凄みを感じた。

　正直に言えば、呑まれた。

『わたくしは、日本のサブカルチャー全ぜん般ぱんを愛しております。でも、その創つくり手がみな、神に愛されていたわけでは決してなかったと思います。様々なものを犠ぎ牲せいにしてそれこそ心身を削けずって創りだされた作品も多かったはずです。中には神に愛されながらなお鬼となった方もおりましょう。わたくしが敬愛するある作家さんは、突とつ如じよ腹部に激痛を覚え死を意識したとき、真っ先に脳のう裏りを過よぎったのは残される妻のことでも、溺でき愛あいする幼い子どものことでもなく、今書いている作品を完結させられないという恐きよう怖ふだったそうですわ』

「…………」

　ずいぶんと自分本位なやつだな、というのがオレの嘘偽らざるところだった。そりゃあ自分を好いてくれる読者が大事ってのはわかるけれど、やっぱり身近な人間こそ大事にするべきなんじゃないか、と。

　オレの周りには、そういう親の好き勝手で泣いている子がいっぱいいるんだ。顔も名も知らぬその作家に、オレは憤りさえ覚えた。

『わたくしも若じやく輩はいながらその末席に連なる身として、その心に鬼を飼う身として、「華道」に人生を捧ささげ、華道しか見えない、そんなお義母さまに心よりの敬意を抱いだかずにはいられません。それに、実の娘むすめで、わたしの腹はら違ちがいの妹の静しず香かには、あれで優やさしくも厳しい、素晴らしい母親だったりするのですよ？　静香は華道の才能にも恵めぐまれ、わたくしも安心して自分の道を進めるというものです』

　なんだ、こいつは……っ!?

　親近感さえ抱いていた友人が、いきなり得体のしれない遠い存在に――そうまるで宇宙人に取って代わられたんじゃないか、そんな錯さつ覚かくさえ覚えた。

　自らに言い聞かせる心を誤ご魔ま化かす為ための方便、ではない。実際に虐しいたげられている本人の、全く偽いつわらざる本心なのだ、これが。

　義母の言動に、自分の扱あつかいに、マジで心の底から、一点の曇くもりもなく納得してやがる。

　いや、納得どころか肯定さえしてやがる！

　いやがおうにも、サヤ姉から以前聞いた話を思い出さずにはいられなかった。

　医学史には、自説の正しさのために自らを、母を、妻を、さらには子どもまで実験体にした人間が少なからずいたらしい。麻酔やカテーテル、様々な予防接種などは、そうして確立した技術だ。

　今の空からは、そんな研究者たちと同一の、偏執的としか言いようがない狂気が垣間見えたような気がした。

【武の神様はケチでしみったれなんだ。あれもこれもどれも全て、差し出す者にしか本物はくれねェよ】

　人食いオロチと謳われた空手家の言葉だ。

　ここまで、ここまで全部捧げねえといけねえものなのかよ？　捨てられる、ものなのかよ？

　何かを得るために何かを犠牲にするなんて、オレには正しいとは絶対に思えないし、肯定もしたくない。

　その犠牲のおかげで、助かった命がたくさんあったこともまた、否定しようのない事実なのだろうけど……やっぱりオレにはわからない世界だ。

　だからこそ、こいつのプロとしての覚悟もひしひしと伝わってきた。

　サヤ姉も以前言っていたじゃないか。『いつも常識を超ちよう越えつするのは強い意志の力、願望の力だ』と。

　普通の人としての幸せを全すべてかなぐり捨て、捧げて、それでも道を極きわめることを狂くるおしいほどに求めたからこそ、こいつはこの年でプロとして、ベストセラー作家にまで登のぼり詰つめることができたのだろう。

「なあ、空」

『はい』

　オレは空の顔をマジマジと見て、感かん嘆たんとともに言う。

「お前って、ただの変態じゃなかったんだな」

『どういう意味ですかぁっ!!　うう、なんですか？　この芽衣さんとの扱いの違いは!?』







「はい、高たか尾おです。どちら様ですか？」

　インターフォンからは淡たん々たんとした聡里の声が流れてきた。西の空をすっかり紅あかく染め上げた太陽が、オレの影かげを長く伸のばしている。

　思ったより空の家に長居してしまったようだ。時刻はすでに七時を過ぎ、どうやら秘書の涼すず原はらさんはもう家に帰ったっぽい。

「よぉ、来たぜ」

「……今ごろ？」

　なんかすっごい冷たい声が返ってきた。

　あ～、そういやサヤ姉、昨日ちょっと無理したのが祟たたったのか、風邪かぜがぶり返して寝込んでいたんだっけ。

　さっさと見み舞まいに来なかったことを責めているのだろう。そして昨日からのことをまだ引きずっているっぽい。

　ったく、空のことだけでも頭が痛いっていうのに、こっちはこっちでさっさと解決しないと精神的にきつすぎる。

　ついでに胃い袋ぶくろ的にも。

　最近、母さんが仕事で遅おそくなる時とかこいつに頼たよりきりだからなぁ。さすがにこの冷ややかな空気を味わいながら食事を楽しめるほどマゾにはなれない。

「遅くなったのは謝るよ。サヤ姉の具合はどうだ？」

「なんとか熱が下がってきた。今、鍵かぎ開ける」

　ガチャンっと玄げん関かんのドアの施せ錠じようが外れる音が響ひびく。

　うちもこれにすればいいのに。いや、そんなに来客もねえしどうせ使わないってのはわかるんだけど、なんかこういう機械で自動的に、っての妙に心が踊らね？

　まあ、ンなことはいっか。

「ういーっす」

「あ～、いらっしゃい」

　勝手知ったる他人の家、早さつ速そくズカズカと居間へと向かうと、トレードマークのポニーテルを解き髪かみを下ろしたパジャマ姿のサヤ姉が、気だるげに出で迎むかえてくれた。

　その目の前には土ど鍋なべが置かれ、ほかほかと湯気を立てている。どうやらちょうど食事中だったらしい。中身は雑ぞう炊すいか。ネギに鶏とり肉にく、人にん参じん、他にもいくつか具材が盛られ、卵でとじたもののようだ。

　基本的にオレは健康優良児なのでここ数年病気らしい病気をした試ためしがなく、何気に縁えん遠どおい料理である。好こう奇き心しんも手伝い食欲がそそられた。

「いらっしゃい、カー兄。どうぞ。粗そ茶ちやだけど」

　台所からお盆ぼんを抱かかえて聡里も現れる。

　そしてオレが座すわった席の前に置かれたのは――

　茶は茶でも麦茶ではなくて、なぜかお茶ちや漬づけだった。

　オレたちの住む街は小京都などと呼こ称しようされるが、本家本元の京都ではお茶漬けのことをぶぶ漬つけと言うそうだ。そして家の人間にぶぶ漬けを勧すすめられたら、それは婉えん曲きよく的てきな「帰れ」の意であるらしい。

　……き、気にしすぎだよな。ここは京都じゃないし。腹が減ってるであろうオレへの気き遣づかいだよな、そうだよな？

　そう自分に言い聞かせつつも、つーっとオレの頬ほおを一筋の汗あせが流れ落ちていく。

　ずず～っと雑炊をすすりながら、サヤ姉が言う。

「入ってきた時の顔付きから察するに、お見舞いって感じじゃあないわね？」

「……オレ、そんな変な顔してたか？」

「ええ、長い付き合いだからね。一目でわかったわ」

「けどカー兄はサヤ姉のことわかってないよね」

「げほげほっ」

　横からの冷ややかなツッコミに、オレは思わずむせる。

　うん、結局お茶漬け食べてました。だって腹減ってたんだもん。隣となりに食べてるひとがいたら、ほら、無む性しように食べたくなってこねえ？

「さーとーりー。そりゃ仕方ないわよ。あたしはこいつほど単純じゃないし。むしろこいつに読み切られるようじゃ、あたしもお終しまいじゃない」

　クスクスとサヤ姉が笑って、聡里の頭をぐりぐりと撫なでる。「でも……」と聡里は何かを言いかけ、しかし押おし黙だまる。

　まだ鬱うつ屈くつしたものを溜ため込んでるなぁ、こりゃ。うーん、ほんといったいどうしたらいいものやら。

「で、なによ？　どうせまたなんかのトラブルに巻き込まれてんでしょ、ほんとしょうがないヤツねー」

「ああ、実はさ――」

　オレはざっと今朝からの顛てん末まつを語る。

　朝、何の前まえ触ぶれもなく、いきなり空に取とり憑つかれ、離はなれられなくなったこと。

　空が幽ゆう体たい離り脱だつが出来る《オーバーライン》の可能性が高いこと。

　またその《力》の源トラウマと考えられる家庭環かん境きようのこと。

　生業の華道ではなく、小説家・空乃瑠雨樹として頑がん張ばっていること。

　多分に空のプライベートも含ふくんでいたけれど、サヤ姉の家に来るまでに了りよう承しようを取っているので、本当に洗いざらい話して聞かせる。

「ここまで来ると、あたしゃもうあんたってそういう《オーバーライン》なんじゃないかって思えてくるわ」

　聞き終えるなり、やれやれと言った感じでサヤ姉が溜ため息いきをつく。

　よりにもよって最初に出てくる感想がそれですか!?

　そういえば明日香先輩にもなんか似たような感じで呆あきれられていたし！

「……同感。能力名はさしずめ『巻き込まれ体質トラブルメーカー』？」

「そこはやっぱり『青春劇場ボーイミーツガール』じゃない？」

「好き放題言うなっ！　こっちはこっちで大変なんだからなっ！」

　他人事だと思って～っ！

　何事もなく平へい穏おん無ぶ事じな日常を送りたいってのは他でもなくオレだっての！　こんな調子じゃ本当に先せん輩ぱいの言うとおり、将来結けつ婚こんしたって日にち常じよう茶さ飯はん事じに離り婚こんの危機が待ち受けまくってそうじゃないか！　洒落しやれにならなすぎる！

「まあ、冗じよう談だんはさておき。確かになんとかしないとねー。他の女と四六時中べったりってさすがに気に入らないし」

「……でもサヤ姉、大だい丈じよう夫ぶ？　無理はしないほうが……」

「その空って娘もいつまでも寝ねたきりってわけにもいかないし、放っては置けないでしょ。ふむ、まずはなんでカー坊とそんなことになったのか、よね」

　サヤ姉は腕うでを組み、自らの思考に集中するかのように静かに目を閉じて――

　そこで異変は起こった。

　ガタガタガタガタと普ふ段だん着ぎで北極にでもいるかのように、異常なまでに身体を震ふるわせ始める。

　ぶわっとサヤ姉の顔にびっしりと汗の珠たまが浮かびあがり、赤あか味みさえ帯びていた顔色は一気に血の気が引いて青ざめていた。

「……偏へん在ざいする電子……観測による固定……結合……電気陰いん性せい度……溶よう解かい……」

　そんな状態にもかかわらずキーワードめいた言葉を紡つむぎ出していく姿は、まるで天てん啓けいを授さずかった巫女みこか、もしくは何かの悪あく霊りようにでも取り憑かれたかのようだった。

　い、いったい何が起こっているんだ!?

　サヤ姉とはそれこそ物心付く前から付き合ってるけれど、今までこんな状態になったことなんて、一度もなかったぞ!?

　これは明らかに風邪なんかじゃない。もっともっと尋じん常じようじゃない何かだ！

「思考がまとまら……っく、頭が割れるように痛い……痛い……いた……」

　だだぁん！

　ぷつんっと、糸の切れた人形のように、サヤ姉が座っていた椅い子すから転がり落ちた。

「サヤ姉！」

　慌あわてて駆かけ寄より抱き起おこす。

　声をかけるけど、目を開かない。どうやら意識を失っているようだった。

　熱っ！　す、すげえ熱だ！　こんなに熱があったのに無理を……ってそうじゃない。さっきまでのサヤ姉は確かに熱っぽそうだったけど、決して無理をしてるそぶりはなかった。

　いったい、本当にいったい、サヤ姉の身に何が起こっているんだよ!?

「サヤ姉、しっかりしろ！　サヤ姉ーっ！」







ACT4







　バトラが頼たのみの綱つなとしていた女性が倒たおれてしまいました。

　今回は本当に何もかもが予定通りにいきません。

　もしかすると、このまま肉体に戻もどれないのかも。

　困りましたね。

　まだわたくしには続きを読みたい漫まん画がも小説もアニメもゴマンとあるというのに。

　いえ、何より、このままではわたくしはアレを完成させられません。

　それだけは避さけたいところです。

　しかし、バトラの周りには随ずい分ぶんと女の子が集まっているようですわね。

　いずれも美少女ばかり。

　しかも皆みな、彼に惹ひかれているご様子。

　まるで彼は惑わく星せいを従える太陽のようです。

　もしやわたくしも、彼の引力に捕つかまり抜ぬけ出せなくなっているのでしょうか？







「いやぁ、はっはっはっ。たぶん過労だろうって。やっぱり研究に没ぼつ頭とうして飯抜いちゃダメね～。若いから大丈夫って油断してたわ～」

　翌朝、ベッドに座り、すっかり元気な顔でからからと笑っているサヤ姉の姿がそこにはあった。

　ツーンと消毒のような臭においがかすかに部屋に漂ただよっている。ほぼ全てが白で統一された空間は、清潔感と開放感があるものの、一方で広々としすぎていてなんか無性に寂さみしくも感じた。

　ここは家からほど近いところにある公立大学付属の総合病院、その四階、サヤ姉にあてがわれた個室だ。

　昨晩、あれからオレたちはさすがにこれはヤバいと慌てて救急車を呼び、かかりつけのこの病院へとサヤ姉を運んだ。オレが腕を刺さされた時にも運ばれたところである。

　救急の医師によれば特に身体には異常は見当たらず、過労からくる風邪じゃないかとのこと、命に別状はないと聞き、ほっと安あん堵どの息をついたものである。

　とりあえず目も覚まさないしゆっくり静養するのが一番だと一日入院することになり、聡さと里りは残って看病すると主張したが、すでに面会時間は終しゆう了りようしており、他の患かん者じやの迷めい惑わくになると断られ、朝一番、病院が開くなり改めて駆けつけて今に至る。

　まったく今日が土曜日で良かったぜ。

「もうっ！　本当に心配したんですからね！」

「そうですよ、俺おれ、サヤさんが倒れたと聞いた時には心臓止まりかけましたよぉ」

「ごめんごめん」

　明あ日す香か先輩と信しん司じに詰め寄られ、ちょっと困り顔で頭を下げるサヤ姉。

　この二人もサヤ姉が倒れたと聞いて駆けつけてくれた。明日香先輩に至っては服装は上と下でどこかチグハグな印象があり、よく見れば右と左の靴くつ下したの色も違ちがっている。よほど慌てていたのだろう。

「サヤ姉、病やみ上あがりなんだからちゃんと安静にしててね」

　信司が買ってきたリンゴを果物ナイフでまったくあぶなげない手つきで切り分けながら、聡里がサヤ姉に釘くぎを刺す。

「はいはい、わかってるって～」

　首をすくめつつ、サヤ姉はちょっとおどけてみせる。

　すっかりいつものサヤ姉だった。点てん滴てきでしっかり栄養補給できたからか、復調しているように見える。

　……あくまで見える、だけど。

「そう言えば、カーくん、空乃先生どうなったの？　確かあのひともこの病院だったよね？」

「っ！」

　サヤ姉の身体が何かに怯おびえるように、ほんのわずかに強こわ張ばったのをオレの目は見み逃のがさなかった。顔色も心なしか悪くなっている。

　やっぱり、何かがおかしい。

「なんだよお前、ま～た別の女の子とトラブったのか？　で、今度の娘はどんな感じなんだ？　やっぱり可愛かわいいのか？」

「うん、すっごく可愛かったよ～。これだけ周りに綺き麗れいどころ取り揃そろえているのにまだ不足かって思うよね～」

　信司がオレの首を絞しめてゆっさゆさと揺ゆらし、先輩もくすくす笑いながら悪ノリしてくる。

「あ～、いや、えっと……」

　まったくいつも通りのじゃれあいなんだけど、オレは内心大いに焦あせっていた。

　明らかにサヤ姉の様子がおかしい今、その原因っぽい空の話題は極力避けたかった。でも咄とつ嗟さに別の話題が浮うかばない。

　あんまり露ろ骨こつにすると、サヤ姉も余計気にするだろうし、どうする、どうする!?

「リンゴ剥むけたよ。みんな食べて」

「おっ、なんだこれ、すげーっ！」

「わぁ、聡里ちゃん、まだ料理歴二ヶか月げつ足らずだよね？　なのにもうわたしより包丁使うの上手うまいかも」

「ふふん、あたしの教え方がいいのね」

　聡里がみんなの前に差し出した皿の上には、モミジのような真っ赤な木の葉が八つ並んでいる。皮に包丁で細工を入れて目で楽しめるようにする、いわゆる「飾かざり切ぎり」というやつだ。ガキの頃ころの弁当によくある、りんごのウサギカットなんかもこれだ。

　まあ、おかげで話題が一発で空からリンゴのほうに移ってくれた。

　ナイスだぜ聡里！　とオレがひそかに親指を立てていると、

「ちょっとトイレ」

　やおら聡里が立ち上がって言った。う～む、一応、ここにはオレに信司と男が二人いるわけで……この辺はまだまだもう少し情操教育が必要だな。

　なんて思っていたら、横を素す通どおりするふりをして、くいっと袖そでをこっそり引かれた。

　どうやらついて来いという意味らしい。

　ちょうどオレも、そろそろ聡里とじっくり話をしなければと思っていた頃だった。







　総合受付前の待合室ロビーは、人で溢あふれかえっていた。

　ガヤガヤとけっこうやかましく、時折かかるアナウンスすら聞き取りにくい有様だ。

　そう言えば母さんが一年ほど前に、咳せきが二週間ほど引かず、これはおかしいと診みてもらいに来たら、二時間待たされたとか言ってたっけ。さすがに街で一番大きく、また設備も揃っている病院だけはある。

　そうつまり、この喧けん騒そうでは、誰だれも他人の話になんて耳を傾かたむけちゃあいない。

「もう気づいてるよね？」

　ちょうど二つ席が空き、聡里はその片方に腰こし掛かけつつ訊きいてくる。

「ああ。オレが悪かった。お前が怒おこるのも当然だよ」

　オレも聡里の隣に腰掛けつつ、がっくりと肩かたを落とす。

　正直、今かなり落ち込んでいた。サヤ姉の異変にまったく気づけなかった自分に。

　そりゃプライドの高いあのひとが弱みなんて他人に見せるはずもなく、強がって見せていたせいも多分にあるんだけど、それでもオレとサヤ姉は、それこそ物心つく前からの付き合いなのだ。

　一いつ緒しよに暮らしているとはいえ、まだたった二ヶ月足らずの付き合いの聡里でさえ気づいていた異変を見逃している、ちょっと調子悪いだけだろうと安あん穏のんと放置していた昨日までの自分を思いっきりぶん殴なぐってやりたい。

　少しぐらいは勘づけよ、オレ。

「いつから……ってのは愚ぐ問もんだよな」

　問いかけようとして、すぐにその答えにたどり着く。

　聡里も重々しく頷うなずいた。

「うん、前も言ったけどアス姉の記き憶おくを取り戻しに行ってから、だよ」

「やっぱか。うーん、普ふ段だん他人から吸い取っているものを、逆に他人に送るって作業に、やっぱり相当の無理があったってことか？」

「多分、違う。能力を使った疲つかれとか、反動とか、副作用とかじゃなくて、もっと精神的なことで苦しんでいるような感じ」

「そっかぁ。ほんとなっさけねえなぁ、オレ」

　悔かい恨こんとともに、オレは遠い天てん井じようを見上げる。今この時ですら、聡里に教えてもらわないと、そんなこともわからないなんて、な。

　でも、今は自分を責めるのは後回しだ。そんなことより先にすることがある。

「サヤ姉はいったい何に苦しんでいるんだ？」

　今まで気づいてやれなかった分、何かしてやりたかった。

　その為ためにはまず情報収集だ。恥はじとか体面とか、オレのちっぽけなプライドなんかこの際、完全無視で年下の聡里に教えを請こう。

　だが、聡里はつらそうな顔で首を左右に振ふった。

「それは……聡里もわからないの。ここ数日、何度となく訊いてはみたんだけど、そのたびにはぐらかされるばっかりで……」

「そういうとこはほんとサヤ姉だな」

「うん……」

　聡里も頷くや、長い溜息とともに天井を見上げる。

　それきり言葉が途と切ぎれ、しばらく無言が続く。

　空気が、重かった。窮きゆう屈くつさに、澄すみ渡わたった空と流れ行く雲が無性に見たくなってくる。

　なるほど、こういう時、大人の男がタバコをくゆらせる気持ちがよくよくわかった。無む味み乾かん燥そうで代かわり映ばえしない天井なんかより、まだゆらめく紫し煙えんを眺ながめてるほうがはるかにマシだ。

　でも、少なくとも今のオレに関しては、そりゃ単なる現実逃とう避ひだな。

　訊いても答えてくれないようなことを、どうやって探さぐりだせばいいのだろう？　そもそも問題の存在にさえ今いま頃ごろ気づいているような情けないオレに。

「……カー兄ってさ。困ってる人とか、苦しんでいる人とか、見つけるの上手いよね」

　思考を巡めぐらせていると、聡里が唐とう突とつにそんなことを言い出だした。

　今まさにそれができなくて悩なやんでたところなんですけど？

　困こん惑わくした目を向けるオレに、聡里がクスっと小さく笑う。なんか久しぶりにこいつの笑え顔がおを見た気がした。

「聡里も助けられた口だし、アス姉もそうだって話だし、海かい原ばらさんだっけ？　あのひともそんな感じで、サヤ姉に聞いたところだと、中学時代も『ヒーロー』なんてアダ名がつくぐらい、いろんな人たちを救ってたんだってね？」

「……中学の時に関しては、ガキだっただけだよ」

　当時のことは、あんまり思い出したくはない。後こう悔かいはしていないけれど、それなりに反省はしているのだ。サヤ姉や剛ごう田ださん、いろいろな人に迷惑をかけたし。もっと上手いやり方があっただろうって。

「カー兄は聡里にとっても優やさしくしてくれてる。高たか尾お家の人間になってからもいろいろ気にかけてくれてたこと、ちゃんと知ってる。すっごく嬉うれしかったし、感謝してる。でもだから許せなかった！」

「……え？」

　意味がわからなかった。

　だって、文脈が繋つながっていない。嬉しくて感謝しているのに、それが許せない？　明らかに矛む盾じゆんしているじゃないか。

「聡里や、そしてアス姉には優しくできるのに、なんでカー兄はサヤ姉には冷たいの!?」

「…………」

　何も言い返せない。

　思えば、聡里とこじれたきっかけもこれだったな。その時は意味不明、今もしっかりつかめているかといえば自信がないというのが本音だけど、聡里の言葉は正しすぎるぐらい正しかったわけだ。

「聡里はサヤ姉が大好き、サヤ姉に誰よりも幸せになってほしい。サヤ姉のためならなんだってする。聡里は三番目でいいって、いつも言ってるよね。これはホントの本当に、本心。アス姉ほどにとまでは言わない。でも、聡里のこと気にかけるぐらいなら、サヤ姉を気にかけてあげて。聡里より、サヤ姉を大事にしてあげてほしい」

「……お前の気持ちはわかるけど、な」

　聡里のサヤ姉を想おもいやる気持ちが、痛いほど伝わってくる。そして、この期ごに及およんでも、歯切れの悪いことしか言えない自分が嫌いやになる。

　そんなオレに業ごうを煮にやしたのか、すくっと聡里が立ち上がる。目に涙なみださえ浮かべてキッとオレを見下ろす。

「言いたかったことは、全部言ったから」

　言い捨てて、タタタっと涙を拭ぬぐい走り去るその小さな背中を、オレは追うことも出来ず呆ぼう然ぜんと見送ることしか出来なかった。







　しばらくロビーで人の流れを目で追いつつ、呆然としていたオレだったが、いつまでもこんなところにいても仕方がない。よろよろと立ち上がりエレベーターへと向かう。

　ボタンを押しかけたところで、チンっと甲かん高だかい音とともにドアが開いた。どうやらタイミングよく誰かが降りてきたようだ。

　って信司じゃねえか。肩からカバンを下げ、その手には自転車のキーをひらめかせていた。その様子からピンときた。

「なんだ、もう帰るのか？」

「ああ。とりあえずサヤさんの無事は確かく認にんできたしな。俺、これから母さんの買い物に付き合わなくちゃならねえんだ」

「そういや妊にん娠しん中だったっけ」

「父さんは海外出張中で、今、家に男手は俺一人だからな。こき使われてんだよ」

　やれやれと信司が肩をすくめる。

　おめでたが発覚したのはちょうど信司が冤えん罪ざいで警察に捕まった頃だった。母親として心労は大きかったと思うが、流産することもなく順調にいっているようでなによりである。

「……お前一人か。ちょうどいい、な。こい」

　信司が目を細め呟つぶやいたかと思うと、ぐいっとオレの胸むなぐらを掴つかみ、強ごう引いんにエレベーターの中へと連れ込む。わずかな浮ふ遊ゆう感とともに、エレベーターは上へと動き出した。

　しかしオレを掴む手の力は緩ゆるむ気配がない。振りほどくこともできなくはなかったけれど、オレはされるがままにまかせた。

　こいつが何を怒っているのか、わかっていたから。

　再びドアが開くと、そこは屋上だった。天気が良いということもあって、視界には白いシーツが無数に舞まっていた。

　乱暴にエレベーターから引っぱり出され、近くの壁かべに押しつけられる。オレの首に腕を差し込み顎あごを押おし上げ、眼がん光こう鋭するどくオレの目を睨にらみ下ろしてくる。

「何があった？」

　普段の信司からは想像もつかない、底冷えするような声だった。

「あんな覇は気きのないサヤさんは初めてだ！　強がってるのが丸わかりで、痛々しくて仕方がねえ！　なんでこんなことになっている!?」

「……オレが知りてえよ」

　腹の底から絞しぼりだすように、オレは答える。

　信司が視線の圧力を強めてくる。こいつの苛いら立だちが、直に伝わってきた。でも、本当にわからないものはわからないのだ。

「ちっ」

　舌打ちとともに信司がオレを解放する。

　それからしばらく、ポリポリと頭を掻かきながら何かを言いにくそうに口をもごもごとさせていたが、やがて――

「なあ、お前、サヤさんの気持ち、知ってんだよな？　知らないとは言わせねえが」

「……ああ」

　サヤ姉に「あたしの彼かれ氏しになりなさい」って言われたことを、忘れたことはない。いつかは「答え」を返さなくちゃいけないってことも、わかっている。

　そう、いつか。

　答えてしまったら、多分、これまでの二人じゃいられなくなる。だから、少しでもそのいつかを先延ばしして、この温かくも優しい時間を維い持じしたかった。

　それが、甘あまえだということは、もちろん知っているけれども。

「ならせめて、もう少しサヤさんのこと、女の子として見てやれよ」

　言い捨てて、信司は一人エレベーターに乗って降りて行ってしまう。

　奇くしくも、言われたのは聡里と同じことだ。

　やはり、そういうことなんだろうか。

　オレはサヤ姉のこと、まるで見てない最低野や郎ろうなんだろうか。

　屋上に残されたオレは、ただ一人、空を見上げることしかできなかった。

『ぐあああ！　なぜ！　なぜ今手元にデジカメがないんですのぉ!?　バトラとシン様があんなに顔を寄せあって！　こんなお宝映像を永久保存できなかったなんてぇっ！　尼塚空、一生の不覚ぅっ！　口惜しい！　口惜しいですわァァァっ！』

　そんな空の慟どう哭こくをＢＧＭに。







『わたくしたちの頃を、青い春と呼び表すなんて、昔のひとは洒落しやれてると思いません？』

「……いきなりなんだよ？」

　緊きん張ちようのためかカラッカラに渇かわいた喉のどを潤うるおすため、自動販はん売ばい機きのスペースで烏うー龍ろん茶ちやを飲んでいたら、空が話しかけてきた。

　相変わらず幽ゆう霊れいなくせして宇宙人だった。

　正直、言葉の意味をつかみかねた。

『青あお臭くさい。青二才。日本では古来より、若さや未熟さを「青い」と表現してきました』

「うん、まあ、なんとなく言いたいことはわかった。でも、できればもう少し言葉を選んでくれ」
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「言葉を選べって違う言語を選べって意味じゃねえよ！　っつか何を言ってんのかわかんねえよ！」

　思わずキレ気味に突っ込む。

　しかも発音ネイティブだし！

　学を見せつけやがって！　ああ、どうせオレは英語ができねえよ！　ここは日本でオレは日本人だ。日本語ができりゃ十分だろ。くそっ。

『略すなら、判断が未熟だった我わが青春時代、と言ったところですか。シェイクスピア「アントニーとクレオパトラ」の一節です。でもあちらの人たちも、わたくしたちの年とし頃ごろを「青い」とイメージしてるなんて面おも白しろいと思いません？』

「だからなんだよ!?」

　自然、声が荒あらくなる。

　サラダにグリーン、ああ、確かに言うとおりだな。草木のことを、青々と茂ったとか言うしな。

　でもな、中学生にまで手を替え品を替え青臭いと連呼されるとさすがに腹が立ってくるんだよ。図星だけにな。

　ああ、わかってるよ。オレが青臭いやつだってことは、オレが一番わかってんだよ。そのせいでサヤ姉や聡里を傷つけてたってことも、な。

　そこまでわかってるのに、肝かん心じんのどうすりゃいいのかがわからない。今はとても、部外者空の言葉遊びになんか付き合ってられる気分じゃなかった。

『あ、ええとですね、結局何が言いたいのかと申しますと、言葉が示す通り、古今東西を問わず、若い頃というものは、判断が未熟なものと相場は決まっているということです！　某赤いひともおっしゃっておりました。「認めたくないものだな、自分自身の若さゆえの過あやまちというものを」とっ！　かの英えい雄ゆうですらそうなのですから、あまりそう、自分をお責めになるものではないとわたくしとしては――』

　拳こぶしを握にぎり、なにやら熱く語り始める空。これが漫まん画がとかだったら背後にドーン！　とか効果音が入っていたことだろう。

　オレは小刻みに缶かんを振り、中身がないことを確認しつつやや白けた目を彼かの女じよに向ける。

　うん、まあ、やっとこいつの話が飲み込めてきた。いや、まあ、内容に関してはやっぱり意味不明な部分が多いんだけど。こいつが何をしようとしていたのかはわかった。

「もしかしておまえ、オレをはげましてた？」

『…………そ、そうとも言うかもしれませんね』

「ぷっ。おまえ、やっぱ変わってんなぁ」

　真っ赤な顔でオレから目をそらす空に、オレは思わず吹ふき出す。

　文学的すぎる上に高こう尚しようすぎ、さらにはスケールまで壮そう大だいすぎて、完全に置いてきぼりを食くらったぜ。

　まあ、でも、何百年も前から、そしてどこだろうと、そしてどんな大人物であろうと、人間ってのは若いころは未熟なもんだって思えば、確かに多少気は楽になる……か？

　な～んか煙けむにまかれた感じがしないでもない。

「でも、そうだな。自分の馬ば鹿かさを嘆なげいてたってしゃーないよな、特に今は」

「いやいや、君は馬鹿だと言う自覚をきちんともったほうがいいとは思うよ～」

「……へっ!?　薫かおる？」

　聞き覚えのある、しかしこんなところで聞くとは思ってもいなかった声に、オレは慌あわてて振り向むく。

　予想通りの顔が、ひまわりのような笑顔で微笑ほほえんでいた。

「やぁ、こんなところで逢あうなんて、運命かな？」

「なんでおまえ、こんなとこに？　あと運命ちがう」

「カッちゃんってばつれない、よよよ。まあ野や暮ぼ用ようだよ。使いっ走り。まったく人使い荒いヤツでさー」

「誰か知り合いでも入院してんのか？」

「そんなとこかな」

　肩をすくめやれやれと言った感じに薫は首を振りつつ、目の前の自じ販はん機きに硬こう貨かを投入する。

　察するに、いろいろアレ買って来いこれ買って来いって言いつけられてるみたいだ。まあ、愚ぐ痴ちりつつも言うこと聞いてるあたり、面めん倒どう見みいいんだよな。オレが怪け我がした時もあれこれ世話を焼いてくれたし。

「君も誰か入院してるの？」

「ああ、サヤ姉と、あともう一人はお前の知らないヤツが」

「へえ、生徒会長さんが入院!?　そういや昨日休んでたっけ。そんなに重態だったんだ？」

「ああ、まあ今はピンピンしてるけどな」

　あくまで身体に関しては、だけど。

　ガシャンっと自販機がペットボトルを取り出し口に落とし込む。それを拾いつつ、実に何気ない口調で薫は言った。

「ふ～ん、なるほどなるほど、じゃあポニーテールな彼女と、ツインテールな彼女にお大事にって伝えてね？」

「――っ!?」

　オレは思わず横目でオレ以外には視えないはずのヤツのほうを見る。

　オレは薫に空のことは一いつ切さい教えていないぞ、なんで!?

　そういえばサヤ姉、『あたしたちは小鳥遊たかなしに監かん視しされている』とか言ってたぞ。まさかこいつがそうなのか!?

「どったの？　鳩はと豆な顔して。ほら、生徒会長の妹さんのことだよ。最近尻尾二つ付けてるじゃん」

「あ、ああ、聡里のことか」

　確かに最近のアイツのアクセは猫ねこ又またスタイルだった。

　尻尾が二つツインテール。ははっ、そういうオチね。緊張して損したぜ。

「なぁにぃ？　他にも尻尾つけさせてる女の子がいるのぉ？　カッちゃんって実はとんでもない変態さんだったんだね」

「だ～、変な誤解すんな！」

「え～、な～んか貞てい操そうの危機を感じちゃうなぁ。にげよにーげよっと。まったね～。ほんっとかわいいよね、カッちゃんは♡　思わず、お～もちかえり～、しちゃいそうになっちゃったよ」

　いたずらっぽく無む邪じや気きに笑いながら、薫はひらひらっと手を振って去っていく。

　あいつが見み舞まう客はどうやら別病棟らしい。なんでわざわざこっちに来てんだ？　こっちにしかない種類でもあったのか？

　なんとなく狐きつねにつままれたような気分のままクシャッと潰つぶした空きカンをゴミ箱に放ほうり捨てて、オレは向かいのエレベーターのボタンを押した。ちょうど一階に来ていたらしく、チンっと甲高い音を立ててすぐドアが開く。

　乗り込む前にチラリと振り返かえる。

　すでに薫の姿は突つき当あたりの影かげに消えていた。

　あれ？　よくよく考えたら、聡里に対しても「お大事に」ってのは何かおかしくね？







　目的地の階数を押すと、エレベーターがガコンっと音を立てて上じよう昇しようを始めた。

　目指すはサヤ姉の病室のある四階ではなく、三階。事前に聞いておいた、もう一人の入院患かん者じやの元へと向かう。

　こちらも個室だ。だが、実ににぎやかだったサヤ姉の部屋と打って変わって、シーンと静まり返っている。ベッドへと歩み寄るオレの靴くつ音おとが妙みように響ひびいた。

『あのバトラ……』

　空はうつむき、眠る自らの顔を見つめ、囁ささやくように呼びかけてくる。

　空の腕うでからは痛々しく細い管が伸のび近くのポールに取り付けられた黄色い液体の入った袋ふくろへと続いている。どことなく昨日より顔色も悪くなっているような気がした。傍にズラリと並ぶ計器類もものものしく、さすがに呑のん気きなこいつも事態の深刻さを思い知ったのかもしれない。
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　さっきはオレが励はげましてもらったし、今度はこっちの番か。

「大だい丈じよう夫ぶ、きっとなんとか――」

『顔に白い布とか被かぶせておいたら、見舞いにいらっしゃる芽衣さんをびっくりさせられると思いません？』

　顔を上げた空は、ワクワクとそりゃあいい笑顔をしてやがった。

　この野郎、単に悪わる巧だくみしてやがっただけか！

「あのなぁ、実に古典的なお約束ではあるけれど……わざわざ見舞いに来てくれた友だちに対してそれは、いくらなんでも不ふ謹きん慎しんすぎだろ……」

　しかもすでに二日、寝ねたきりのまま目を覚まさないのだ。ぶっちゃけ洒落になっていない。本当に死んだと思われかねない。

『う～ん、確かに芽衣さんには悪いと思うのですが、でも、そういう時、彼女がどういう反応をするのか見てみたいんですよね～』

　好こう奇き心しんで目をキラキラさせ、空はうっとりと呟く。

　やっぱりこいつは純正のダメ人間だ。普ふ通つうの人なら道徳に基もとづいてブレーキを踏ふむところを、思いっきりアクセルを踏んできやがる。

　本当にタチが悪――っ!?

　唐突に脳のう裏りをよぎる想像に、オレはバッと空の顔を凝ぎよう視しする。昨日、こいつからあの話を聞いていなかったら、多分スルーしていただろう。

　だが、オレは今、こいつの本性に触ふれたような気がした。

《オーバーライン》らしくない？　イレギュラーな存在？

　どこがだ？

　こいつほど、らしい《オーバーライン》はいないんじゃないか？

　こいつは、空は、倫りん理り観かんがないわけじゃない。むしろ人並み以上にある。この年で小説家をやってるぐらいだ。その言葉や行こう為いが相手にどういう気持ちを抱いだかせるか考えられないはずがない。

　先さき程ほど、「芽衣さんには悪いと思うのですが」と口にもしているところからして、罪悪感も覚えてないわけじゃあ、ない。

　それでも自分が楽しむことを、好奇心を満たすことを、ナチュラルに最優先している。

　そこに一切の迷いがない。

　どこまでも確信犯で、愉快犯。破滅願望があるわけでもないのに、あまりにも刹那的。

　不意に希き優ゆさんのことを思い出した。あのひとは自らの心の「歪ゆがみ」を、必死に抑え込もうとしていた。こいつは全くの逆だ。

　矯正しようなんて気ははなはだなく、心の「歪み」を受け入れ、肯こう定ていし、隠かくそうともせず、その狂きよう気きに身を委ねている。あまりに自然体すぎて、違い和わ感かんが全くなくて、だから今まで気が付かなかった。

『むむ……どうやら遅かったようです』

「あれ？　来てくれたんだ？」

　噂うわさをすれば影、振ふり向くと花束を抱いた芽衣さんが立っていた。

　正直、助かったというのが素す直なおな心境だった。今はちょっと空と二人っきりではいたくなかったから。

　テレビでも漫画でもラノベでも、教育的で道徳的なものは面白くない。エンターテイメントは毒があるから面白いのだ。だから空とも、適切な距きよ離りで、たまに会う分には刺し激げき的で楽しいと思う。

　だが、やはり毒は毒なんだよな。

　悪いやつではない……じゃあ語弊があるか、憎にくめないヤツではあるんだけど、意識してしまった分、ずっと一いつ緒しよにいるとオレの常識までこいつの歪みに蝕まれそうな、そんな恐きよう怖ふを覚えずにはいられなかった。

「まだ、君の隣となりに空、いるんだよね？」

「え、ええ、まあ。あの、どうしたんですか？」

　手馴れた手つきで花を花瓶に飾る芽衣さんだったが、よくよく見るとその表情が昨日に比べかなり憔悴しているように見えた。

　まあ、あの母親が空のために諸所の入院手続きをこなしてくれるとは考えづらい。その辺で疲つかれたのかなとも思ったけれど、それにしては少々深刻な感じがした。

「空の身体。衰弱がとにかく激しいんだって。点てん滴てきとかで栄養補給はしているけれど焼け石に水って感じなんだって。お医者さんは原因不明って仰おつしやっていたけれど……」

「どう考えても幽ゆう体たい離り脱だつのせいっすよね、それ」

　こいつがいったいいかなるエネルギーを用いてこの幽ゆう体たいを維持しているのかは見当も付かないけれど、とりあえずその原資がこいつ自身から消費されているであろうことは間ま違ちがいないと思う。

　それに病は気から、とよく言う。前に田舎で、サヤ姉も言っていた。心の力で不治の病を克服した人間もいる、と。それだけ心が身体に与あたえる影えい響きようは大きい。心がないことで、空の身体から活力が失われるという部分もあるんだと思う。

　また寝たきりってのはとにかく筋力がガタ落ちする。ネットでちょっと調べたんだけど、たった一週間で実に二〇％、一ヶか月げつで九〇％以上も低下する。身体だって硬くなるし、リハビリにも時間がかかる。

　パッと見、気持ちよさそうにスヤスヤ眠ってやがるけれど、刻一刻と恐おそろしいスピードでこいつの身体は弱っていっているのだ。

　それぐらいは、頭の片隅で考えてはいた。だから早くしないとって。

　だが、ぜんぜん甘かった。

　芽衣さんが発した次の言葉に、オレはそれを痛感することになる。

「……今のままじゃもってあと二日だ……って」







「もう、いつまでも帰ってこないと思ったら、こんなところで何してるの？」

　サヤ姉の病室に入る気になれずその近くの長椅い子すに腰こし掛けうなだれていたら、春風を思わせる優しげな声が降ふってきた。

　そういう場合じゃないってことはわかってるんだけど、この声を聞くとほっとした。

　顔を上げると、柔らかな笑え顔がおの中に、その瞳ひとみが心配そうに揺ゆれている。

「ちょっと……途と方ほうに暮れてました」

　ついぽろりと弱音がオレの口から滑り落ちる。このひとの前であんまり格好悪いところを見せたくはないのだけれど、あまりにも打つ手がなさすぎる。

「……どうしたの？」

　先せん輩ぱいがそっとオレの隣に腰掛けて、こちらを見ずに話しかけてくる。

　ちょっとありがたい。

　今のオレはきっと情けない顔をしているから。

「このままじゃ空の身体は二日持たないらしいんです……」

「空乃先生がっ!?　ふ、二日って、もうぜんぜん猶ゆう予よないじゃない!?」

　事態の深刻さに明日香先せん輩ぱいが目を剥く。

　先輩ももちろんなるべく早急に解決しなくてはいろいろ問題が起きる、とは認識してはいたんだろうけれど、ここまで時間が差し迫っていたとは思っても見なかったのだろう。

「はい、一刻も早く空を身体に戻さないとヤバい。でもオレだけじゃ解決の糸口はおろか、空がオレに取とり憑ついて離はなれられない原因すら雲を掴つかむような話で……」

『はっ！　ならば覇気を身に付ければっ！』

「空……とりあえず空気読め」

『そう、わたくしはバトラの空気嫁』

「誰だれも上手うまいこと言えとは言ってねえ！　あと嫁違うっ！」

　つーかお前の命が危ないんだろうが。さすがにもっと緊張感持てよ！

　たわ言に今は付き合ってられねえってんだ。

「カーくん？」

「あっ、すいません、今のは空と……」

「空乃先生、元気？」

「ええ、ピンピン……でもないみたいですね」

「え？」『はい？』

　ノリはいつも通りだし、本人もまるで気がついていないみたいだが、今あらためてよく見ると、透明度が昨日より明らかに上がっていた。昨日はオレの目には綺き麗れいに色が映っていたのに、今はかなり薄ぼんやりしている。

　やはり時間はほとんどないらしい。

「くそっ、今すぐサヤ姉の手を借りなきゃダメなのに……」

「……聡里ちゃんからさっき聞いたよ、サヤさんが倒たおれた顛てん末まつ。わたしのせい、だよね。聡里ちゃんは言葉を濁していたけれど、どう考えてもやっぱり……」

「それは違います！　先輩はただの被ひ害がい者しやじゃないですか！」

　家が強盗に入られたら金持ちだったのが悪い、男に襲われたら美人だったのが悪いって言ってるみたいなもんだ。

　そんなことあるわけがない。

「悪いのは、むしろオレっすよ。聡里に冷たいって言われて当然です。よくよく考えればオレってほんと情けなくて、いつもいっつもサヤ姉に頼たよりきりで、いっつも迷めい惑わくばっかりかけて……」

　いつも何かをしてもらうばっかりで。

　オレのほうからはほとんど何も返していなくて。

「そんなに世話になってるのに、物心つく前からの付き合いなのに、サヤ姉の異変にぜんぜん気がつかなかった」

　サヤ姉なら大丈夫って一人勝手に思い込んでいた。

　気づける機会はきっとあったはずなのに、先入観でそれをスルーしてた。

　理由は不明だけど、今のサヤ姉は明らかに《力》を使うことを忌避している。さっきも空のことを耳にした途端、表情が強こわ張ばっていたし、多分、これは間違いない。

　そうだよな、明日香先輩や聡里、そして希優さんと、みな自らの《力》には強い嫌けん悪おを抱いていた。何で今いま頃ごろ、気づくんだよ、オレは。昨日倒れたのは、まさに拒絶反応だったんだ。

　今まで無自覚だった分、自覚した瞬しゆん間かん、より強い形で心が反応したんだ。

　聡里に冷たいとか大事にしろとか言われまくっておいて、こんなこと言う資格はないのかもしれないけれど、それでもサヤ姉はオレにとってたった一人のかけがえのない義姉なんだよ。それほどまでに嫌いやがっている《力》を、使わせたくなんかない。

　とは言え、人ひとりの命がかかっている。悠長なことも言ってられないってのも確かだ。

　サヤ姉の力は、絶対必要なのだ。

「でもサヤ姉はいったい……何に苦しんでいるんだ？　それがわからないままじゃ、また倒れられるだけだ」

「サヤさんプライド高いから、多分教えてくれないよね」

「ええ、聡里もそれとなく訊きいてみたらしいけど結果は芳しくなかったみたいで」

「う～ん、あれかな？　人類全すべての経験と知識を我物にできるんでしょ、サヤさんの能力って。そんな凄すごい《力》、やっぱり使うの怖こわくなるんじゃ」

「断言はできませんけど、サヤ姉に限ってそれはないように思いますね」

　それこそ「協議の結果如何いかんによっては核戦争！」とかいう場面であっても雌めす獅じ子しの笑えみを浮うかべて乗り込めるようなひとだ。

　力の大小で、うろたえるようなひとじゃないと思うんだよな。

　いや、このような事態になるまで気づかなかったオレが言っても説得力ないかもだけど。

「悩なやんでいるのは、もっと別の何か、だと思うんですよね。その正体がわかれば――」

『ああ、それでしたら多分わかりますわよ』

「――まだ対策を考えることもって、なにぃっ!?」

　ぐりんっと鞭打ちになるんじゃないかという勢いでオレは空のほうを振り返る。

　まったくもって予想外もいいところである。物心つく前からの付き合いのオレや、一緒に住んでいる聡里もわからないようなことが、なんでサヤ姉とは一度も話したこともないこいつにわかるっていうんだ？

　適当言ってるだけかと思ったが、空の顔は自信満々だ。正直、今は藁にもすがりたい心境だ。コイツの場合、途と中ちゆうで切れる蜘蛛の糸な気がしないでもないけど、でもやはり今は少しでも手がかりが欲ほしかった。

「なんだよ、サヤ姉の悩みって」

『それを答える前に改めて確かく認にんさせていただきますが、沙さ耶やさんの《力》は、人類全ての経験や記き憶おくや知識がたゆたういわば《世界の記憶アカシツクレコード》ともいうべきところから情報を吸い出せる、というものでしたよね？』

「ああ、そうだよ」

　空に《オーバーライン》のことを説明する際、教えたことだ。昨日の事とはいえ、それまで一度の面識もない赤の他人の情報をここまで詳細に覚えていられるのは素直に凄いと思った。この辺はさすが作家といったところか。

『沙耶さんのご高名はわたくしも聞き及およんでおります。一六歳さいにして数々の、そして様々な分野の特許を取得し、いわく一〇〇〇年に一人の超ちよう天てん才さい、人類史上最高の知能の持ち主。そういう《力》があるのでしたら、それもさもありなんと言ったところでしょうか』

　うんうんと一人納なつ得とくしたように頷うなずく。

『ご本人のお人ひと柄がらも、極めて誇ほこり高たかい、自分に強い自信を持った、非常に凛とした女性だそうですね？』

「うん、まあ、実際、その通りだな」

『ならやはり、答えは明白ですわね』

「今のやり取りのどこに答えへのヒントがあった？　ぜんぜんわからんぞ」

『ふふっ、創つくり手は創り手の心を知る、ですわ』

　確かに空は中学生とは言え正真正銘プロのクリエイターであり、そして常人とはかけ離はなれた、狂気に近いものをはらんだ思考の持ち主だ。

　サヤ姉は小説家ではないが、数々の特許を取得しており、何かを創り出す側の人間という点では共通している。

　天才とは誰にも理解されない孤高の生き物だとよく言われる。実際、サヤ姉と肩かたを並べられるような人間はいないだろう。

　いやがおうにも、昨日の空との会話を思い出した。

『人のままその領域に至れるのは、神に選ばれた人間のみ』

『神に選ばれず、かと言って人のままで至れぬのなら、そんな「鬼」になるしかない』

　空ならば、この鬼女ならば、登っている山は違えども、サヤ姉のいる領域から物を見ることができるってことか？

「もったいぶってねえでさっさと言え」

　逸る気持ちを抑おさえきれず、オレは続きを促す。

　空はふぁさっとツインテールの一本を後ろに優ゆう雅がなしぐさで流してみせ、そしてきっぱりと言い切った。

『では結論から先に。沙耶さんの悩みは一言で言えば、独創性オリジナリテイ、ですわ』







「ふ～ん、さっすが超天才、贅沢な悩みだなー」

　空の言葉をオレがそのまま通訳する形で説明を受けていた明日香先輩は、全すべてを聞き終えると、どこかしらけたような声でそう言った。

　さらに言えば、どこか怒おこっているようにも見える。

　オレ的には怒る要素なんか見当たらなかった。

　むしろ空の説明に得心がいったものだ。それは確かにサヤ姉も折れる、と。否いや、サヤ姉だからこそ折れる、と。

　どうやればサヤ姉を立ち直らせることが出来るのか、オレとしては余計に途方に暮れたというのが正直なところだったりするのだけれど……

「まったく」

　先輩はつまらなさそうに立ち上がると、トコトコとサヤ姉の病室へと入っていく。

　い、いったい何するつもりなんだ、先輩!?

　オレも慌あわてて後を追う。ドア枠に手をかけ中を覗のぞきこむなり――

「サヤさん、借り物の力は嫌ですか？」

　先輩いきなりど直球すぎる―――っ！

　拒絶反応で倒れるぐらいトラウマ化していることですよ？　も、もう少し婉えん曲きよく的てきに言ったほうがいいかと!?

「いきなり、なに？」

　すうっとサヤ姉の目が細まる。

　人は図星を指された時ほど、気に障るものだ。そりゃ虎穴に入らずんば虎子を得ずって言うけどさ、サヤ姉は虎は虎でも「白虎」とか幻獣クラス！　下手に虎の尾を踏めばいくら友だちの先輩だってただじゃ済まない。

　こ、これはさすがに止めないと。

「あ、あのせんぱ……」

「他人の栄光をかすめ取っていた自分が許せませんか？」

　ぎゃあああああああああああ！

　さらにど真ん中ストライクゥゥゥっ！

　そう、これが空が指摘した、サヤ姉の不調の原因だった。

　サヤ姉の《力》は他人の閃きまで吸い上げる。もちろん、誰かの閃きがサヤ姉に流れ込むまでタイムラグはある。

　しかし、閃きなんてものは結局はきっかけ、取っ掛かりに過ぎない。きちんと論文なりなんなり誰の目にもわかる形に整えるのには相応の時間がかかるものだ。そしてその間に、サヤ姉の《力》がもたらす広こう範はんな知識は、スタートの遅れなんか容易く挽回し追い越こし周回遅れにさえさせてしまう。

　サヤ姉の取得した数々の特許、学会の注目を集めた様々な論文は、元々はそういう他の誰かの閃きをベースにしていた可能性があるのだ。

　エジソンの名言『天才とは一％の閃きと九九％の努力』。これは世間一いつ般ぱんでは才能より努力が大事だという美談に仕立て上げられているが、エジソン本人としては、一％の閃きがなければ九九％の努力も無む駄だになる、という意味だったらしい。

『クリエイターならばこそ、この言葉の意味がよくわかります。このたった一％はまさに家で言えば大黒柱、船で言えば竜骨なのです。それがなくては何も始まらない、全体の核であり、芯なのです』

　とは空の弁だ。

　おそらく、サヤ姉も同意見だと思う。オレの閃きを、他の誰よりも、認め賞賛してくれたのは、あのひとなんだから。

　もちろん、世間的には一番最初に発表したサヤ姉が盗作者だなんて誰も思わないし言わないだろう。だが、他の誰でもなく、サヤ姉自身が、他の誰かのアイディアを盗ってしまったことを知っている。

　もちろん、閃きの中にはサヤ姉オリジナルのものもあったのだろう。しかし、それがどれかわからない。これからの閃きも、それが自分のものか他人のものかはわからない。

　サヤ姉は超天才である自分に確固とした自負と、自信を持っていた。そして空と同質の創作者としての矜きよう持じも持っていたに違いない。

　それら全て、『高尾沙耶』という人格を構成する上でも重要な部分を占めていたであろう屋台骨が、ぽっきりと根本から叩き折られたのだ。

　そう、オレが《力》の正体に気づかせてしまったばっかりに。

　オレは、ほんとなんてことをしてしまったんだよ。正直、なんて詫わびればいいのかすらわからない。

「……まさかあなたに言い当てられるとは思ってもいなかったわね」

「空乃先生の入れ知恵です。わたしじゃありません」

「ああ、なるほど。そう言えばカー坊に憑いてる幽ゆう霊れいはプロの小説家だったっけ。そうよ、超天才とか何とか偉えらそうにしておいて、実はな～んにもないからっぽな女、それが本当のあたし」

　観念したように、サヤ姉は先輩の言葉を認めた。

　意地だけでなんとか維い持じしていたであろう気丈な仮面が、ついにその最後の拠り所を失い剥がれ落ちていく。その瞳から意志の輝きが消えていき、代わりに暗く虚うつろな、絶望を映し出す。

　ガシャン！

　甲かん高だかい音が室内に響き渡った。

「サヤ……姉……!?」

　振り返かえると、聡里が愕がく然ぜんとした顔で口元に手を当てていた。その足元は水浸し、陶器の破片が散らばる。

　オレも気持ちは一緒だった。これがサヤ姉……なのか!?　まるで別人じゃないか。

「で、こんなこと暴け出してあなたは何がしたいのよ、明日香？　安い同情ならいらないわよ。そこまで落ちぶれちゃいないわ」

　ことここにいたってさえサヤ姉はプライドが高い。でもそれがサヤ姉自身を縛り苛さいなめる茨の鎖となってしまっている。

　捨てられれば楽なのに、どうしても捨てられないのがこのひとだった。

「なんで同情なんかしなくちゃいけないんですか？」

　心底不思議そうに先輩が首をかしげる。さすがに酷すぎる、と止めようとして、思い留まる。後ろ手に回した先輩の拳こぶしがぎゅっと固く握にぎり締められ、震ふるえていた。

　やっぱり先輩は嘘うそつきだ。心にもないことを言う。

　きっとすごくすごく、サヤ姉のことを心配してる。そして無理をしてる。じゃなかったらこんな、自分自身をも傷つける諸刃の剣を振るったりしてない。

「確かに、サヤさんの《力》は、創造者クリエイターとしての高尾沙耶を終わらせてしまったんでしょう。でも、例えばお医者さんで、新しい治療法を作れるひとだけが偉いんですか？　新しい技術を生み出さなくても、いっぱいのひとの身体や命を守ってらっしゃるお医者さんは、何にもないんですか？　わたしはそうは思いません」

『そうですわね。小説も作家がいないと始まらないのは確かです。でも作家だけで、一冊の本にはできません。スケジューリングや関係各所への手配や調整などいろいろと面倒な管理をしてくださってる編集者さんや、誤字脱字がないよう何度も何度も同じ文章を読み直して下さる校正さんとか、他にもいっぱい、目立たない地味で細やかな作業をしてくださる方々がいて初めて、本は世に送り出せるのです』

　うんうんとしきりに空も頷いている。そうだな、サヤ姉だって、秘書の涼すず原はらさんがいなかったらとても研究に没ぼつ頭とうなんてしていられなかっただろう。何かを生み出すというのはやりがいがあって尊い仕事ではあるけれど、でもそれが全てじゃあやっぱり決してない。

「いいじゃないですか、借り物だって。その借り物の力がなかったら、きっとわたしは今頃、こうして笑ってなんていられなかった。聡里ちゃんは小鳥遊さんのところで心を失ったまま道具として使われていた。そして……カーくんだってきっと、誰も救えないことに、絶望していた。そして今、失われようとしている命を救えるのも、その借りものの力だけです」

　毅然と一息に言い切って、先輩はそっと自分の胸に手を当てる。

「むしろ、何もないのはわたしのほうです。いつも、そういっつも、わたしはカーくんやサヤさんに守られて助けられてるだけで、何にもできない。本当に、何にも」

「明日香……」

「聡里ちゃんはカーくんがサヤさんに冷たいって言ったけれど、わたしはそうは思わないんですよ。カーくんはサヤさんのことを心の底から信頼していただけ。ずっと一いつ緒しよにいたからただ近すぎただけ。サヤさんに甘えていただけ」

　先輩がじとっとした目をオレに向ける。

　思わず身体がちぢこまる。ううっ、そんなふうに思われていたのか。やっぱりオレって頼りねえんだなぁ。

「うん、カーくんはサヤさんに甘えてた。どっぷりと甘えきっていた。そう、サヤさんだけに、ね」

「え？　サヤ姉……だけ？」

　聡里がパチクリと目をまたたかせる。

　そんな彼かの女じよに、先輩はクスリと吹ふき出す。

「やっぱり気づいていなかったんだね？　そう、いつもカーくんは、誰かを守ろうと必死になっている。でも、サヤさんだけは違ちがうんだよ。わたしの絶対予知を覆そうとした時、聡里ちゃんを守ろうとした時、そしてわたしの記憶を取り戻そうとした時。カーくんは、サヤさんだけには無茶なこともお願いできちゃうんだよね」

　改めて、ほんと酷いよな、オレ。

　先輩の言うとおりだ。今だってこんな状態なのに、無理させたくないのに、それでもオレはやっぱりサヤ姉を頼ってる。

　無自覚だったけれど、ほんとサヤ姉に甘えてる。

「頼られるのが、迷惑だった？　信頼が、重かった？　違うよね？　そんなわけないよね？　サヤさん、なんだかんだで尽くす女だもん。母性本能全開なひとだもん。好きなひとにこんなに甘え切られて、頼りにされて、こんな女冥利なこと、ないよね？」

「あ、明日香っ!?　な、ななな、なにを」

　サヤ姉の顔が一いつ瞬しゆんで真っ赤に染まる。

　明らかに慌てふためいていた。

「これはサヤさんだけの『特権』。わたしや聡里ちゃんが欲しがったところで、手に入れられないもの。だからわたし、サヤさんが妬ましかった。憎たらしかった。何より羨ましかった！　カーくんを守れる、助けられる、いつも頼りにされる、《力》を持ったサヤさんがっ！」

　そこで先せん輩ぱいは、かなりオーバーアクション気味に、おどけたように肩をすくめてみせる。

「あ～あ～、本当はこんな醜みにくい自分、カーくんとサヤさんだけには見せたくなかったんだけどなぁ。こんな癪しやくなこと、教えたくなかったんだけどなぁ。まあ、でも、今までの借りはきっちり返すよ。一生モノの親友だからこそ、勝負はフェアじゃないとね」

　ウインクとともに、先輩は不敵に、挑発的な笑みを浮かべる。

「これからはわたしたちみたいにカーくんに守ってもらいます？　そんなヒーローに守られるか弱い女が、貴女の流儀？　そんなタマじゃないよね!?　どうなの、高尾沙耶!!」

「……ったく、あんたって、とことんいけすかない女ね、明日香」

　ジロリと闘志の蘇った瞳で先輩を睨にらみつけつつ、サヤ姉はすっと手を差し出す。

　明日香先せん輩ぱいも笑い、心得たようにその手を固く握り締める。

「それはお互たがい様でしょ、親友ライバルさん」

　ぐいっとその腕うでを引っ張ったかと思うと、先輩がサヤ姉にがばっと抱だきついた。

　サヤ姉もそっと先輩を抱き返し、その背中をぽんっと軽く叩く。

　それが、合図だった。

　今まで我が慢まんして、我慢して、相当無理していたんだろう。

　でもさすがにもう堪えきれなくなったのか、先輩の双そう眸ぼうからぽろぽろと大粒の涙なみだが零こぼれ落おちる。ぐすっと洟をすするんだけど、一向にそれは止まらなくて、

「ばかばか、サヤさんのばかぁっ！　なに独りで悩んでんですかぁ！　ごんなどぎぐらい、ごんなどぎぐらい……うわああああん！」

　ついには大泣きになってしまう。

　そうか。空からの話を聞いた時、先輩が怒っていたのは、その悩みが贅ぜい沢たくだったからなんてことじゃ決してなくて――

　自分の中に溜め込んでしまっているサヤ姉の水臭さと、そして何より、いつも助けてもらっている親友に頼りにもされない自分の不ふ甲が斐いなさに、だったんだ。

「ごめん、ごめんね、明日香、そして、ありがと」

「ううん、わたしのほうこそいつもいつもありがとぉぉ。うわあああん」

　その後もしばらく、明日香先輩は泣き止むことはなく。

　サヤ姉はそんな先輩をずっと抱き締しめていた。

　その瞳に、大粒の涙を溜ためながら。
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Epilogue







「んじゃちゃっちゃと分ぶん析せきしてきますか！」

　サヤ姉が自信に満みち溢あふれた、いつもの不敵な笑みを浮かべる。

　うん、やっぱサヤ姉はこうでなくちゃ、な。

「ほんとに大だい丈じよう夫ぶ、サヤ姉？　また倒たおれたり、しない？」

「もう大丈夫よ」

　心配そうに見上げてくる聡さと里りの頭に、サヤ姉はぽんっと安心させるように手を置く。

「《オーバーライン》の力はオンオフが出来ない。あたしが意識するだけで、《世界の記憶》から智恵は流れ込んでくる。そのことが、あたしにはどうしても認められなかった。認めたら、今までの自分を全て否定しちゃうような気がしたから。倒れたのは多分、心が壊れないための無意識の自己防衛だったんでしょうね」

　自じ嘲ちよう気味な笑み、でも、そこには絶望はなくて、内には力が漲っていた。

「でも明あ日す香かのおかげで、吹っ切れたわ。あたしはもう、何かを創ることはない。それはプライドが許さない」

「サヤ姉……」

「だからこれからは誰だれかを救うためだけに《力》を使うわ。確かに明日香の言う通りよね。こんな《力》を天から与あたえられて、何にもないって、罰が当たるわ。それに、相棒のあたしがいないと困るんでしょ、カー坊？」

「っ！　ああ、めちゃくちゃ困る！　だからこれからも助けてくれ、サヤ姉」

「姉弟仲良くて結構ですね！」

　部屋の隅で壁かべと見詰め合っている明日香先輩がわめくように割り込んでくる。大泣きしてしまった自分が恥はずかしくて恥ずかしくて仕方ないらしい。多分、今いま頃ごろ、目とか真っ赤に腫れてるんだろうなぁ。

「……よしっ！　だいたいの見当はついたわ」

「え？　はやっ！」

　調子取とり戻もどした途と端たんにこれですよ。どうも《力》の自覚やふっきりは、サヤ姉の超天才っぷりをさらに強化してしまったらしい。もはや敵なしだな、このひと。

「ほら、解説始めるから明日香もいじけてないでこっちいらっしゃい。そうね、まずはおさらいから。元素の最小単位である原子は、正の電荷を帯びた原子核と、負の電荷を帯びた電子から構成されると考えられているわ」

　人差し指を立てるという、いつものお決まりのポーズでサヤ姉が解説を始める。やっぱりこのひとにはコレがよく似合う。

　なんか今回は、ここにたどり着くまで随ずい分ぶんと遠回りした気がする。そして、ここまでたどり着いたんだから後はどうにでもなるという強い確信も生まれていた。

　まさに文字通り、一騎当千、万夫不当だからな、このひとはっ！

「これを人間に置き換えると、肉体が原子核、魂たましいが電子ってところかしら。通常、電子が原子核に拘束されているように、人間も魂は肉体に拘束されている」

「確かにそうだな」

「また一個の原子を一個の人間とすれば、原子がより集まって出来る物質は人間社会ってところかしらね？　ちなみに、原子と原子の結びつけている力はね、共有結合、つまり電子を共有したり、イオン結合、つまり片方の電子を奪うばうことで働くのよ。面おも白しろい偶ぐう然ぜんの一致ね？」

「はい？」

　オレは意味がわからず首を傾かしげる。

　だが、先輩にはサヤ姉の言わんとするところが伝わったようだった。ぱんっと両手を打ち鳴らす。

「なるほど。電子こころを共有したり、奪ったり奪われたりしながら人は結びつく……恋れん愛あい量子論といったところですね」

「あー、なるほど」

　何気にけっこう先輩ってロマンティックなのが好きなとこあるよな。頷きつつそんなことをこっそり思う。

「でね。電子にはね。原子を離はなれて、物質の中をそれこそ自由自在に飛び回っている自由電子ってのもあるのよ」

「それが空、か」

「そういうこと、さしずめ自由霊れい、ってとこかしら」

「でもじゃあどうして、空乃先生はカーくんに取り憑ついちゃうことになったんです？」

「それに関しては、かねてから研究していたある理論で説明がつくの。カー坊はなぜ天然ボーイミーツガール体質なのか」

「ちょっと待てやぁぁぁぁぁっ！」

　よりにもよってなんだよそれ！

　それってネタじゃなかったのかよ!?　なに真ま面じ目めに研究してやがるんですか、超ちよう天てん才さい!?

「興味深い研究ですね」

「うん、聡里も詳しく知りたい」

　こういう科学解説の時にはいつも寝ている聡里まで興味津々!?

　オレって……オレって……いったいこのひとたちにどれだけ色しき魔まだと思われているんだろう……正直、ここまでとは思いもしなかったよ……。

「一つの原子が他の原子の持つ電子に対して持つ引力をね、電気陰性度って言うの。まあ要するに『ある原子が電子を自らに引き込もうとする性質の強さ』を表している数値ね」

「なるほど、ある原子がカーくんで、電子が女の子の心ってことですね」

「察しが良くて助かるわ」

「ツッコミどころ満載すぎるだろっ！」

「さっきからいちいちうるさいわねー」

　ぴしっ。ぐるぐるぐるぐる。ぎゅっ。ぽいっ。あっという間に布ふ団とんで簀巻きにされるオレ。さらには口にガムテープ。

　くそっ、オレだって空手をそれなりに嗜んでるはずなのに、なんで一分もかからずに拘束されてんの!?　やっぱりこのひと化け物すぎる！

「電気陰性度が大きいものほど、電子を引きつけるの。そして、電子をとりこむことでどんどん安定していくものなんだけど……」

「これだけ周りに女の子侍らせてるのに、まだぜんぜん安定していないんだね。カー兄は」

「どれだけ大きいのかな、末恐おそろしいね……」

「「「はあああああああああああ」」」

　三人が三人、どんよりと疲つかれ果てたように呟つぶやき、揃そろって溜ため息いき。

　ちょっ!?　ほんといい加減にしてくださいよ、君たち！　事態は一刻を争うんだぞ!?　人ひとりの命がかかってんだぞ!?　もっと真面目にやろうよ、ねえ!?

『ほうほう、なるほど。今度、作品に取り入れてみましょう。実に面白い理論ですわ』

　って空まで聞き入ってるしぃっ！

「カー坊は事件の前日、空乃瑠雨樹のことを調べていた。そうして意識、つまり認識したことで、ちょうど自由霊として近辺を徘徊していた尼あま塚つかさんを引き寄せ、そして拘束したんだと思うわ。案外、夢の中で空乃さんのことを考えていたのかもね。尼塚さんの幽ゆう体たい離り脱だつも寝ねることで発動する能力だし、もしかしたらその辺も関係してるのかもしれない」

「「おおーっ！」」

　明日香先輩と聡里は拍はく手しゆ喝かつ采さい。

　あんたら、マジでこんなふざけた理論を正しいと思ってるわけ!?　それだとオレ、被ひ害がい者しやどころか今回の事件を引き起こした張本人になっちゃうんですけどっ！

「むーっ！　むーむむむーっ！」

　このガムテープを今すぐはがせ！　誰か、誰かァァァっ！

　こんなの欠席裁判もいいところだろっ！　弁解のチャンスを要求するっっ！

「で、肝かん心じんのカー坊と尼塚さんをどうやって分離するか、なんだけど、基本的に熱エネルギーを与えれば、自由電子って飛び出だすのよね」

「熱……ですか？」

「熱湯風ぶ呂ろやる？」

　聡里ぃっ!?　普ふ通つうせめてまずはサウナとかからだろっ！　さっきわだかまりは解けたはずだよね!?　「ちゃんとサヤ姉を特別だと思ってるなら、いい」とか言ってたよね？

　サヤ姉が苦笑気味に顔の前で手を振る。

「違う違う。あくまで熱エネルギーは原子と電子の話。《オーバーライン》は基本的に心の力が引き起こす奇跡。だから、分離には精神的なエネルギーが有効なはずよ。さて、ここで問題。電子こころ奪われた女の子は、どうすればその悪い原子おとこから離れられるでしょう？　逆に、どうすれば原子はいらない電子を排出したくなるでしょう？」
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　…………。

　……………………。

「あの、ほんとこれ、読まないとダメなの？」

　目の前に積み上がった「薄うすい本」を見下ろし、オレは絶望に暮れていた。

　ようやく拘束を解かれたと思ったらこの状態。

　一番上の表紙だけでアウトだろアウトーっ!?

　まさかここまでオレと信しん司じに似てるとか正直ありえない。気持ち悪すぎる。しかもキスしてるとかもうおぞましすぎる。

　しかもこれ、中身は○○して××して△△してるんだよね。

　もう一度繰くり返すけれど、オレと信司が。

　ダッ！

　がしっ！　がしっ！

　本能の警告に従い脱兎のごとく逃げようとし、両腕をがっしりとサヤ姉と、芽め衣いさんにホールドされ元の場所に連れ戻される。くそっ、二人ともなんて馬ば鹿か力なんだ、ぜんぜん逆らえない！

　なぜ芽衣さんがいるのか？　単純に言えばこのおぞましい本の数々の所有者が彼女だからだ！

「勘かん弁べんして勘弁して勘弁して！　こんなの絶対読みたくないぃぃっ！」

　オレは有らん限りの絶ぜつ叫きようをあげて、ぶんぶんぶんぶんと首を振ふり続ける。

　他人の趣しゆ味みにケチをつけるつもりはない。毛頭ない。

　だがなっ！　何が悲しゅうて自分が信司なんかとラブラブするホモ同人漫画読まなきゃならねえんだっ！

「往生際が悪いわね。これは必要なことなのよ。恋愛を終わらせるにはどうすればいいのか。簡単よ。お互いがお互いに幻滅すればいいの。さあ、埋められない溝みぞをとくと味わうのね」

「いやだああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

『うっほほーいっ！　きゃーきゃーきゃー！　こんなことまでーっ!?　ほらほらバトラ、コレ見てくださいまし、凄すごいですわよぉ』

「ほら、見てあげなさい」

「ぎゃあああああっ！　なんでオレが信司の足なんかなめてんだぁっ！　おえええ、こっちはオレが信司の■■をくわえてるぅっ！　うああああああああっ!!」

　阿鼻叫喚の宴はその後、三時間に渡って繰り広げられた。

　オレの心に一生消えることのないトラウマを植えつけて。

　とりあえず、尼塚さんとは無事縁えんが切れました。

　しくしくしくしくしくしくしく。







監視者による総括







　電気陰性度、いや心のことだから名付けるなら霊気陰性度といったところか。

　なかなか面白い理論だね。

　けど、奇き妙みようでもある。

「まったく見透かしたようなことを書いてくれるよね……」

　ボクは手に持っていたＡ４紙の束をぴらぴらっと振ってみせる。

　とあるカリスマ経営者が自身のｗｅｂサイトにこれみよがしにアップしていた「才能の源泉」とかいう記事をプリントアウトしたものだ。

　ボクの調べた限りでは、認知の歪ゆがみを抱かかえた人間は概ねこの世の中を生きづらい、と感じるそうだ。有名所だと太宰だざい治おさむや尾お崎ざき豊ゆたかなんかがあげられる。『人間失格』などは太宰の自伝とも言われてるけど――恥の多い生涯を送って来ました――書き出しからこれだ。

　人は自らの価値観を通して、そういわば主観を通して世界を見る。世界が歪んで見えるのは彼ら自身が歪んでいるからであり、歪んだ眼鏡で世界を見たからといって、当たり前ながら世界そのものが歪むわけがない。

　そう、歪むことなどあるはずがないのだが、なぜかこの街ではそれが起こる。

《オーバーラインボクたち》は例外なく心的外傷トラウマを抱え、実に癪ではあるが、小鳥遊たかなしさんの言うような、どこかしら酷い歪みを抱えている。

　ボクの兄貴や小お沢ざわくんに化けて罪を重ねていた殺人鬼ちゃんの反社会性は言うまでもなく、生徒会長の肥大化した自己愛、聡さと里りちゃんの自己表現力の欠如、海かい原ばらさんの自傷性、そして今回の尼あま塚つかさんの享楽主義は、やはり世間一いつ般ぱんの常識と照らしあわせれば逸脱していると言わざるをえない。

　一見《オーバーライン》の中では普通に見える観かん田ださんにしても、周りからあれほどの扱いを受けながら、誰一人恨んでいないという博愛主義は、やはり人としては歪んでいる。

　ボク？　ボクはまあいわずもがなでしょ。

　そんなボクたちと比較すると、カッちゃんには歪みが足りなすぎる。

　ちょっと正義感が強すぎるきらいはあるけれど、別に「悪は絶対許さない！」というほど〇か一〇〇かという極きよく端たんなものでもないし、清せい濁だく併せのむ柔軟さも備えている。十分、正常の範はん囲い内と言っていいレベルだと思う。

　世界を歪ませるなんて、到底ムリな話だ。

　つまり、カッちゃんは《オーバーライン》ではない、ということだ。

　まあ、それが超ちよう常じようの力なのかどうかはとりあえず脇わきに置くとして、カッちゃんが天然ボーイミーツガール体質なのはボクも同意だ。

　いわゆるボーイミーツガールとは、少年がわけありの少女と出会い、少女の近辺で起こる騒動に巻き込まれながらも、少女と共に騒動を解決しようとする物語の総称だ。

　なのに、そう――

　尼塚さんはトラブルと呼べるものをまるで抱えていなかった。

　確かに傍目から見れば家庭に問題があるように思える。

　うん、人間性にも問題ありありだ。

　だけど、幸せというものは多分に主観的なものだ。どんなに他人から見て満ち足りた人生を送っていようと本人が不幸と感じていればそのひとは不幸だし、他人から見て不幸を具現化したような人生を歩んでいても、本人が幸せと感じていればその本人は間ま違ちがいなく幸せなのだ。

　物語に触ふれてさえいられれば、そして物語を紡いでいられれば幸せだと心底から言い切れるのはすごいことだ。普通、人はそこまで割り切ることはできない。その上、好きな事いきがいだけで生きていける能力まで持っている。

　あれほど幸せな人間は世の中にはそうはいないんじゃないかとさえ思う。それこそ松風に乗って雲の彼方に飛んでいけ、と言いたいぐらいだ。

　そんな幸せな人間を引っ張りこんで、離れられないのが問題だなんて、それこそ自作自演マツチポンプもいいところじゃないの。

　今回、カッちゃんの勘かんがまるで振るわなかった。

　そう、本当に珍めずらしく。

　彼が普通の人間だとすれば、たまにはそういうことがあってもいいはずだ。

　でも、こうも考えられるのよね。

　彼は、生徒会長の問題を解決するために尼塚さんを引き寄せたのではないか――

　――なんてさすがに買いかぶりすぎ、かな？

　でもそう考えると納なつ得とくがいくのだ。

　だって生徒会長の問題に関して言えば、カッちゃんは世界で一番、適任じゃなかった。

　カッちゃんが何かすればするだけ、おそらく問題はこじれたはずだ。

　観田さんと同じ説得をしたところで、きっと受け入れてもらえなかったに違ちがいない。

　彼は生徒会長が失ってしまった、独創的な発想オリジナルを誰よりも持っていたから。

　生徒会長の抱えている問題に気がつける人間を視みつけだし、マッチポンプで生徒会長が簡単に解ける問題を作り上げ、後は何もせずただピエロを演じる。それが最良の結果を引き当てる選せん択たく肢だった。

　だが、こんなことは後だから言えることだ。

　もちろん、彼は意識的にはやっていないのだろうけれど。

　いや、無意識だからこそ、かな。

　小鳥遊さんの評価は芳かんばしくないけれど、ボク的にはこれほど敵に回すと厄やつ介かいなひとはないと思うんだよね。

　実際、いつも状じよう況きようをひっくり返す一手は、彼から始まるし。

　今回もそれは例外ではない。

　まあ、もう弱点は見つけたけどね。

　ボクの能力は、《オーバーライン》としては最低最弱のものだけど、その弱点を突くには打って付けだ。

　そう、言うなればボクは彼の《天敵》なのだ。

　ふふっ、これも運命、かな？

　布ふ石せきもすでに打ってある。

　さあ、後は仕上げをごろうじろ。







あとがき







　こんにちは。お久しぶりです、鷹山誠一です。

　知り合いのある作家さんに、なぜタイトルが「絶対領域」なのか、ということの本当のところをお話したところ、「いや、なんで隠してんですか。読者にとって『なるほどぉっ！』ってのは面白味じゃないですか！」という目からウロコな意見を頂きました。

　確かにその通りだなぁ、と思い直し、ここになぜ拙作が絶対領域であるか、を改めて語りたいと思います。

　ちょっと一巻のネタバレになってしまいますが、明日香先輩の視た予知夢は絶対です。何があろうと変わることはありません。そう、彼女の視た範囲（領域）は『絶対』なのですっ！　そんな感じでタイトルに絶対領域を入れよう、となりました。

　担当さんのほうから「じゃあ絶対領域に他のタイトル案にあったパンドラボックスを振りましょう」というアイディアが出され鷹山が快諾し、

　結果。

　ひゃっはー！　狙い通りだぜ！

　ぱんつはいてない先輩だー!!







　さて、そんな感じでタイトルが決まった本作でありますが、元々は『ナイトメア オブ ラプラス』という題で第五回ノベルジャパン大賞に投稿させて頂いた作品になります。公募作ですから当然、一巻完結です。続きのことなんかこれっぽっちも考えていませんでした。

　一巻の内容を知っている知人（公募とかで高次選考常連の方ばかり）からも、

「え？　アレ二巻出るの？」

「無理だろ」

「どうやって？　ありゃさすがに続けられないだろ」

「ちーん」

　などという有難いお言葉しか頂けなかったり、鷹山自身、これどうやって続ければいいの？　と七転八倒したのもいい思い出。いつの間にやら五巻ですよ五巻！

　まさかここまで続けられるとは思っていなかったです。

　実は鷹山は高校で物理を選択していないどころか化学で赤点を取ったりしているアホだったりしまして。本シリーズは、そんなわけでネタ出しにいつも死ぬほど苦労させられてるわけですが、一方で受賞やコミカライズなど、様々な幸運を届けてくれ、生涯を通して忘れようがないほどの愛着を覚えているのも確かです。

　読者諸兄におかれましてはもうしばらくお付き合い頂ければ幸いです。

　それでは恒例の謝辞に入らせて頂きます。

　担当さま、伍長さま、いつもいつもいつも原稿遅れに遅れて申し訳ございません！　拙作が期日通りに出版されるのは一重にお二方のご尽力のおかげです。いつも感謝しております！

　営業・取次・書店等、関係者各位にも心より感謝を。

　そしてなにより読者の皆様にもいつも通り最大の感謝を。

　ちなみに次はついにあの娘の出番となる……予定です。乞うご期待。

　それでは六巻でまたお会いしましょう。


鷹山誠一









◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


鷹山誠一先生／伍長先生
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